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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　梅樹が蕾つぼみをつけている。

　初春に咲くこの可か憐れんな花を、妹は大層好いていた。

　一度良かれと思って、一枝折ってやったことがある。

　すると妹は、木が可哀かわい想そうだと言って泣いた。

　食うに困っても、どれだけ寒くて凍こごえようとも、泣き言一つ言わなかったのに。

　植物の痛みに泣くような、そんな優やさしい子供だった。

　父が生きていれば、妹にそんな思いはさせなかっただろう。

　綺き麗れいな襦じゆ裙くんを着て、贅ぜいを凝こらした細工物を身にまとい、掌しよう中ちゆうの珠たまとして大切に大切に育てられていたはずの子供。

　それなのに、運命のなんと残ざん酷こくなことか。

　十回目の梅樹を見る前に、あの子は冷たい眠ねむりについた。

　迫せまりくる追っ手のせいで、懇ねんごろに弔とむらってやることもできなかった。

　形見は、これだけはと手元に残した釵かんざし一つ。

　梅樹を象かたどったそれを抱だいて、何度悲ひ嘆たんに暮れたことか。

　相次いで母が死に、そして俺は一人になった。

　頼たよるものもなく、愛する者もなく。

　凍えたこの世界で、そうして俺は俺になった。
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　紫し檀たんの机は代々受け継つがれる年代物だ。

　天子の象しよう徴ちようである五本爪づめの龍りゆうのみならず、まるで執しゆう念ねんのように隙すき間まなく細工が施ほどこされている。

　黒こく曜よう───十五代皇こう帝てい黄おう龍りゆう宝ほうは、その上でさらさらと滑すべらせていた筆を置いた。

　そしてため息をつき、一いつ拍ぱく置いて絶ぜつ叫きようする。

「一体、いつになったら終わるんだ！」

　臘ろう日じつの宴うたげから二か月。

　彼は未いまだに、事件の後始末に追われていた。

「叫さけんでも決裁書類はなくなりませんよ」

　側そばに控ひかえていた宰さい相しようの黒こく深しん潭たんが、ひどく怖こわい顔で言う。

　ちなみに、これは彼の地顔である。

「私だって、もう三日も花か琳りんに会えていないのです。八つ当たりされたくなかったら、黙だまって手を動かしてください」

　そしてその顔の割に、彼は幼妻を溺でき愛あいする愛妻家としても知られていた。

「俺だって、もうひと月も鈴すず音ねに会えていないんだぞ。三日ぐらいでなんだ！」

　後宮に引き留めた化粧けわい師しの娘むすめの名を出し、龍宝もそれに対たい抗こうする。

「寵ちよう妃ひになっての一言も言えない人が何を偉えらそうに……」

「なんだと!?」

　二人は疲つかれていた。

　普ふ段だんの深潭だったら決して龍宝にこんな口は利きかなかったし、龍宝だってもっと冷静だったはずだ。

　元々、彼らは乳ち兄きよう弟だいということで仲がいいが、それでも深潭は臣下という己おのれの分を弁わきまえた上で龍宝に接していた。

　しかし不毛な言い合いをする程度には、彼らは疲れ切っていたのだ。

　なぜか。

　永く政まつりごとを恣ほしいままにしてきた女じよ怪かいが、権力の座から降りたのはつい先日のことである。

　当然のように、政局は混乱した。

　豪ごう華かな塔とうや離り宮きゆうの建設にはストップがかかり、後回しにされていた各地の治水や街かい道どう整備が再開された。

　しかも、二人の仕事はそれだけではない。

　通常業務に並行して、人事の刷新も行わなければならないのだ。

　今の宮きゆう廷ていは、碌ろくな働きもせず私腹を肥やす者が多すぎる。

　それらを炙あぶり出し、家格にかかわらず適当な人物を据すえること。

　それが龍宝の悲願だった。

　そもそも、皇太后を生かしておく理由もそこにある。

　彼女の存在は、佞ねい臣しんを誘さそい込むための罠わなだ。

　事実、皇太后の蟄ちつ居きよしている離宮には、暗殺者が引きも切らない。

　彼女の名を使ってうまい汁しるを吸っていた者たちが、自らの名が出ることを恐おそれて口くち封ふうじをしようとしているのだ。

　その暗殺者どもを捕つかまえて、雇やとい主を吐はかせて更こう迭てつするのが目下のところ一番の大仕事である。

　それにしても、失しつ脚きやくしたらすぐさま暗殺者を送り込んでくるあたり、榮えい国こく宮廷の俗ぞく物ぶつは筋金入りのようである。

　いっそ感心しながら、龍宝は気を取り直し、新たな奏上書に目を通し始めた。
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　後宮で使われる蠟ろう燭そくは、高級な蜜みつ蠟ろうだ。

　なので煙けむりが少なく、焚たくと甘い匂においがする。

　夜。静まり返った尚しよう紅こうの建物で、私と春しゆん麗れいは向かい合っていた。

　春麗は椅い子すに座って机に向かい、私はその向かいに籐とう細工の椅子を置いて腰こし掛かけている。

「〝げんき、ですか？　私げんきしてます〟」

　私が言った言葉を、春麗がさらさらと紙に書き写していく。

　皇太后の侍じ女じよをしていただけあって、その字はとても綺麗だ。

　彼女がこくんと頷うなずいたのを合図に、私は次の言葉を続けた。

　そう。私は春麗に、手紙の代筆をお願いしているのだった。

　後宮に暮らす者は、一度入ってしまったらおいそれと外に出ることはできない。

　なので後宮に留とどまる旨むねを余よ暉きに知らせるには、手紙を書くより他ほかにないのだ。

　しかし黒家での特訓で言こと葉ば遣づかいは大分ましになったとはいえ、やはりまだ書きとりは苦手。

　紙も貴重品だし、失敗を恐れた私は自筆を諦あきらめ、春麗を頼ることにした。

　長く皇太后の侍女をしていた彼女は、今年から尚紅を立て直す私の補ほ佐さをしてくれることになった。

　化粧のこと以外常識も覚おぼ束つかない身の上なので、顔見知りの彼女が傍そばにいてくれるのはありがたい。

　なんせ彼女は、黒曜の命令で後宮に潜せん入にゆうしていた私を知っている。そのせいで、後宮の主あるじであった皇太后が失脚の憂うき目にあったことも。

　知った上で、私の補佐となることに同意してくれたのだ。

　皇太后の許もとに潜入した際、彼女に助けられたと報告してあったので、おそらくは黒曜が気を回してくれたのだろう。

　なかなか会えないが、気にかけてくれていると感じるのはこういう時だ。

「〝約束を、守れなくてごめん。私自分の意志で、後宮残る決めました。だから心配しないで〟」

　春麗の筆の音を聞きながら、私は余暉のことを思い出す。

　優やさしい人。優しくて美しい、花街の髪かみ結ゆい師し。

　日本からこの世界に来てすぐに出会い、それから一年の間とてもよくしてもらった。

　彼に出会っていなかったら、私はこの世界で野垂れ死んでいたかもしれない。

　その彼との約束を破るのは大変心苦しいが、私は黒曜と約束してしまったのだ。

　後宮に残って、彼の傍にいると。

　勿もち論ろん、身分のない私が妃きさきになんてなれるはずもない。

　けれど彼は私に、化粧師としての仕事をくれた。

　今の私には、それだけで十分なのだ。

　手紙を書き終わると、春麗は十分に乾かわかして折り畳たたみ、懐ふところに仕し舞まった。

　手紙を宦かん官がんに託ことづけるのにはコネがいるらしく、私はその方法も春麗に頼っていた。

「ごめんなさい。夜よる遅おそく付き合わせた。とても助かったです」

　部屋を出ようとする春麗を呼び止め、私は礼を述べる。

　夜遅くまで付き合わせてしまって、心底申し訳なく思った。

　しかし今は尚紅も大変な時で、空いている時間といえば夜ぐらいしかなかったのだ。

　春麗は目を丸くした後、くすりと小さく笑った。

「わたくしはあなたを手助けするようにと命じられております。なのでお気遣いなく」

　透すき通る声こわ音ねは鈴すずのよう。

　本当に、彼女は女によ官かんなんてやっているのがもったいないほど美しい人だ。

　その顔に傷さえなかったら、今いま頃ごろ妃の一人として宮きゆう殿でんの一つも貰もらっていたに違ちがいない。

（いや、後宮嫌ぎらいの黒曜がそれをするかどうかはさて置き）

「あの、その言葉、やめてもらえるですか？　もっと気軽、いいのですけど……」

　おずおずと言えば、春麗は呆あきれたように首を横に振ふった。

「いいえ。それはなりません。今のわたくしはあなたにお仕えしている身。身分の別はしっかりとしなくては」

　彼女が尚紅に来てから何度も言っているのだが、一向に聞き入れてもらえない。

　以前より仲良くなれたと思っているだけに、言葉遣いで距きよ離りを空けられるのは少し寂さびしかった。

「分かる、ますた……手紙、よろしくおねがいします」

　諦めてそう言うと、春麗は優ゆう雅がに頭を下げて房ぼうを出て行った。
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　一人きりになると、尚紅はいやに静かだ。

　遠くで、冬とう眠みんから目覚めた蛙かえるの鳴き声が聞こえた。

　紫し微び城の裏手にある広大な庭院は、皇太后が近年になって造営したのだと聞く。

　見たことはないがそこには蓬ほう萊らい池という大きな池があって、蛙の鳴き声もそこから聞こえてくるのだろうと思った。

　この世界に来て三度目の春。

　あっという間なようで、けれど沢たく山さんのことがありすぎた。

　私は鬘かつらを取ると、無作法にも敷しき布ふの上に直接寝ねころんだ。

　春麗や深潭の妻である花琳がいたら許されないだろうが、今は一人なのだからいいだろう。

　花か酔すい楼ろうにいる間は、少年だと偽いつわるため短く切りそろえていた髪かみも、もう随ずい分ぶんと伸のびた。

　肩かた口ぐちまで伸びた髪はこそばゆいが、切るのは我が慢まんだ。

　花琳に、もう二度と切ってはいけないと厳命されている。

　毛先を指で弄いじっていたら、ガタリと音がして房の扉とびらが薄うすく開いた。

　何者かと慌あわてて起きると、ぼんやりと闇やみの中に見知った顔が浮うかび上がる。

「黒曜!?」

　驚おどろいて名前を呼んだあと、私は慌てて口を押さえた。

　いつものことだが、今日も後宮に皇こう帝ていの渡わたりがあるとは聞いていない。

　つまり、彼は正式な手順を踏ふまずに忍しのんできたのだ。

　その証しよう拠こに、服装も皇帝の普ふ段だん着ぎである袞こん服ふくではない。

　出会った時と同じ盤扣ボタン式の盤領まるえりで、まとめず垂らしたままの髪はどこか野性的な色いろ香かを放つ。

　私は思わず萎い縮しゆくしてしまった。

　まさか黒曜が来るなんて、予想もしていなかったのだ。

　だって、最後に彼に会ったのはひと月ほど前。

　それも尚紅の今後について。二三言葉を交かわしただけに過ぎなかった。

「邪じや魔まをしたか？」

　私があまりにも寛くつろいでいたので、どうやら黒曜も驚いたようだ。

　彼が私から目を逸そらしているのがその証拠で、居たたまれなくてその場に小さくなった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶアル……」

　緊きん張ちようすると、語ご尾びがおかしくなる癖くせも相変わらずだ。

　最近は出ていなかったのに、やっぱり黒曜を前にすると緊張してしまうらしい。

「そうか」

　黒曜は房に入ると、後ろ手で扉を締しめる。

　そして倒たおれ込む勢いで、先ほどまで私の座っていた椅子に腰掛けた。

　大おお柄がらな黒曜の重みと衝しよう撃げきに、籐編みの繊せん細さいな椅子が悲鳴を上げる。

「ど、どうしたの!?」

　叩たたき込まれたマナーをかなぐり捨て、慌てて駆かけ寄る。

　傍にあった机に肘ひじを置いた黒曜は、まさしく〝ぐったり〟という表現そのままに体の力を抜ぬいた。

　いつも背筋をまっすぐ伸ばしている姿を見慣れているだけに、彼がここまで脱だつ力りよくしているのは珍めずらしい。

「つ、疲つかれた……」

　黒曜の言葉に、彼が怪け我がや病気で倒れたわけではないと知る。

　安あん堵どのため息をつき、とにかく黒曜をもてなすためお茶の用意を始めた。

　と言っても、皇帝に出せるような高級なお茶は支給されていない。

　なので、用意するのは私特製疲ひ労ろう回復に効く山白竹クマザサ茶だ。

　山白竹クマザサは一年中採れるし、美び肌はだや免めん疫えき力りよくを高める効果もあって非常に有用な植物だったりする。

　味もクセが無くほんのり甘いので、私自身お気に入りのお茶だ。

「不思議な香かおりだ」

　小さな茶器にお茶を注げば、香りをかいだ黒曜の眉み間けんの皺しわが少しだけほどけた。

　茶器を傾かたむける黒曜を横目に、私は彼と机を挟はさんで腰こし掛かける。先ほどまで春麗が座っていた椅い子すだ。

「甘い……うまい茶だな。どこの産地のものだ？」

「すぐそこ。後宮の中」

「後宮の中？　茶樹園か？」

　黒曜が不思議そうな顔をするが、それは私も一いつ緒しよだ。

　広い広いとは思っていたが、まさか城の内部に茶樹園まであるとは思わなかった。

「違う。すぐそこ。この葉っぱ」

　そう言って、私は後で化け粧しよう水すいにしようと陰かげ干ぼししてあった山白竹クマザサを手に取った。

　黒曜は目を丸くしている。

「なんだそれは！　そこら中に生えている雑草じゃないか」

「なっ、雑草違う！　おいしいし便利。とても助かる葉っぱアルよ！」

　慌てて言い返すと、今度は呆ほうけた顔になる。

　そして一いつ拍ぱく後、黒曜は破顔した。

「ははは！　雑草の茶を皇帝に飲ませるのは、お前ぐらいだ」

　褒ほめられているのか、貶けなされているのか。

　おそらくは後者だろう。

　折せつ角かく良かれと思ってお茶を淹いれたのに、驚かれるし笑われるしでがっかりだ。

　私の仏ぶつ頂ちよう面づらに気付いたのだろう。しばらくすると黒曜は笑うのをやめ、わざとらしく咳せき払ばらいをした。

「あー、ゴホン。なんだ、笑って悪かった。折角お茶を淹れてくれたのに……」

　眉まゆを下げ、こちらを窺うかがっている姿はとてもこの国で一番偉えらい人とは思えない。

　初めて会った時に比べて、とても表情豊かになったなと思う。

　まるで私の機き嫌げんを伺うかがうような態度に、思わず噴ふき出してしまった。

　黒曜との久しぶりの再会に、私も少なからず高こう揚ようしているらしい。

　私につられて黒曜も笑い声をあげ、場は和なごやかな空気に包まれた。

「ははは───こんなに笑ったのは久しぶりな気がする」

　茶器をあっという間に空にしてしまった黒曜に、私はお代わりを注ぐ。

「なにか、大変事？　黒曜、とても疲れてる見えるよ？」

　思い切って尋たずねると、彼は複雑そうに笑った。

　私に話しても分からないと思っているのだろう。

　それはそうかもしれないが、壁かべを作られたように感じて少しへこむ。

　だからかもしれない。反射的に、そんなことを言ってしまったのは。

「役、立てないけど、話してくれる嬉うれしい。私も一緒、悩なやむよ！」

　そう叫さけんで、気付けば黒曜の手を握にぎり締めていた。

　冷たい指先だ。

　黒曜の手はかさついていて、そこからも彼の疲れが伝わってくるようだった。

「ちょっと待つ、して！」

　黒曜が呆あつ気けに取られている間に、私はつい先日作ったばかりのカスターオイルのハンドクリームを持って椅子に戻もどった。

　手て荒あれがひどいという女によ官かんのために作ったものだが、今の黒曜にはぴったりかもしれない。

　蜜みつ蠟ろうと混ぜ合わせたカスターオイルは、とても滑なめらかだ。

　その白い塊かたまりを手に載のせ、もう一度黒曜の手を取る。

　まずは右手から。

　両手の小指を親指と黒曜の小指に引っ掛かけると、手のひらが自然と開く。

「お、おい……」

「いいから！」
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　戸と惑まどう黒曜に構わず、私は自分の中で慣れた手順を辿たどっていく。

　フェイスマッサージと同じで、これもわがままな姉仕込み（？）だ。

　まずは親指と小指の付け根。次に手のひらの真ん中の窪くぼみを、ゆっくりと揉もみほぐす。

　力は少し強めな方がいい。

　更さらに指の股またにある水かきをほぐしていくと、黒曜の手がじんわりと温まってきた。

　驚おどろいて強こわ張ばっていた顔も、少しずつリラックスしたそれへと変わる。

　嬉しくなって、私は右手に続いて左手にも同じ動作を繰くり返した。

　黙だまって作業していると、気づまりになったのか黒曜が口を開く。

「そ、そのだな、悩み、なんだが……」

「うん？」

　黒曜の手にばかり注目していたので、顔を上げるとなぜか相手は目を逸そらしていた。

　彼はそのままで、言葉を続けた。

「いないんだ」

「いない？」

「ああ。仕事のできる、まともな官かん吏りが」

　そう言って、黒曜は重いため息をついた。

「それ、困るでしょう？」

　政治のことは分からないが、部下がまともに仕事をしてくれなければ、上司は困るだろう。

「そうだな。お陰かげでしわ寄せが全部こちらへ来ている。誰だれもが足の引っ張り合いに汲きゆう々きゆうとして、民たみの暮らしを顧かえりみようとしない。黄おう帝ていに国を預かった者として、これは由ゆ々ゆしき事態だ」

　黄帝というのは、昔々の、ちょっと人間離ばなれした力を持ったといわれる皇こう帝ていだ。その人を祀まつる廟びようもあるので、先代というよりは神様というのが正しい。

　黒曜との関係は、日本の天皇陛下と天あま照てらす大神おおみかみのそれに似ている。

「まあ、仕方のない面もある。皇太后は己おのれに媚こび諂へつらう佞臣ばかりを重用し、勇気をもって諫かん言げんした者には制裁を加えた。多くの心ある者たちが、処しよ罰ばつされ、或あるいは失望して自ら城を去っていった。私がこれからすべきは、それら悪心を持つ臣を退け、身分の別なく有能で真心ある臣を得ることだ。ところがこれが大層難しい……」

　難しい言葉が多く、私には言葉の意味を理解するだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

　黒曜が黙り込むと、私も何と言っていいのか分からず黙り込んでしまう。

　悩みを聞くと言ったのに、これでは本当に聞くだけだ。

　政治のことでは役に立てないけれど、せめてこれぐらいはとマッサージする手に力が入った。

　ちょうど合ごう谷こく（手の甲こうの親指と人差し指の付け根が交わるところにある、いろんなことに効くけれど痛いツボ）を圧おしたところだったので、黒曜の腰こしが浮ういた。

「いっ！」

「ごめん！　痛かったアル？」

　慌あわてて圧すのをやめ、宥なだめるように手の甲を撫なでた。

　冷たくかさついていた指が、すっかり柔やわらかさを取り戻している。

　すっかり固くなったペンダコと剣けんダコが、持ち主の頑がん張ばりを私に教えてくれる。

「私には、見ているしかできないけど……それでもずっと、見ている。黒曜が、誰もが安心して暮らせる国、作るのを……」

　顔を上げると、蠟ろう燭そくに照らされた黒曜の顔が、真っ赤に染まっていた。

　逸らされていた目にまっすぐに射い貫ぬかれ、息が止まりそうになる。

　私は慌てて手を放した。

　どうして平気でいられたんだろう。

　顔が燃えるように熱い。

「あ、ああ……」

　まるで隠かくすように、黒曜は自分の手を長い袖そでの中に隠してしまった。

「や、夜分遅おそくまで失礼した。茶をありがとう」

　そう言って、彼はロボットのようにぎこちなく房ぼうを出ようとする。

　途と中ちゆう机にぶつかったりしたので、私は黒曜が心配になった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「大丈夫だ！　邪じや魔まをした！」

　そう言って、黒曜は尚紅から出て行った。

　しかし慌ただしい足音が、すぐに戻ってくる。

　何事かと思っていたら、出て行ったばかりの扉とびらからひょいと顰しかめ面つらが覗のぞいた。

「お前っ」

「なに？　忘れものアルか？」

「さっきのようなことを、俺以外の男にするなよ！」

　そう言い捨てると、今度こそ黒曜はどすどすと足音荒あらく去っていった。

　私はその場にぺたりとへたり込む。

　鼓こ動どうが高鳴って仕方なかった。

　自分の心臓の音が、耳に痛いくらいだ。

　しんとした房の中で、ぽつりと呟つぶやく。

「そんなにうるさくしたら、お忍しのびの意味、なくなっちゃうんじゃ……」

　誰も見ていないのに、思わず両手で顔を覆おおった。

　マッサージを終えたばかりの手は、しっとりと肌はだに馴な染じむ。

　それが余計に恥はずかしくて、何も考えられなくなった。

　蠟燭の明かりだけが、何事もなかったように暖かな火を揺ゆらし続けている。
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　翌朝目が覚めると、すぐに溜ためておいた雨水で顔を洗った。

　むくんだ顔が、ひどく不細工だ。

　芙ふ蓉ようや春麗ほどとは言わないまでも、美容を教えるからには少しはまともな自分でいたい。

「鈴音様、お疲つかれですか？」

　春麗が差し出してくれる手しゆ巾きんで顔を拭ぬぐうと、ふうと一息ついた。

　答えずにいると、春麗の言葉に咎とがめるような色が混じる。

「まさかまた、夜よ更ふかしなさったんですか？」

　私はぎくりとした。

　夜更かしなんて、するつもりはなかったのだ。

　手紙を書き終えたら、ちゃんとすぐに寝ねるつもりだった。

　けれど黒曜が来て、彼が帰った後もなぜかすぐには寝付けなかった。

　そんなこと、正直に話せるはずもない。

「ああ、ええっと……」

　言葉を濁にごすと、春麗がまっすぐ私の目を見て言った。

「尚紅再開準備でご無理をなさっているんですから、休める時には休んでいただかないと」

　淡たん々たんとした言葉になぜか威い圧あつ感かんを覚え、首をすくめる。

　以前勝手に化け粧しようをして春麗を怒おこらせたことのある私は、基本彼女に頭が上がらない。

「ただでさえ今日は、女によ官かんを集めた初めての講習なのですから」

　ため息交じりの春麗の言葉に、忘れていた不安と緊きん張ちようが襲おそい掛かかってくる。

　人のいなくなった尚紅を、立て直してほしい。

　それが私を引き留めた黒曜の願いだ。

　後宮を出て城下で化粧けわい師しをしようとしていた私は、その願いを受け入れてここにいる。

　しかし引き受けたはいいけれど、不安がないわけじゃない。

　なにせ専門学校を卒業していよいよ第一歩を踏ふみ出すという時に、この世界に飛ばされてきてしまったのだから。プロのメイクアップアーティストというにはあまりにも未熟な私が、一体どこまでできるのか。

（誰かに化粧するだけならまだしも、人に教えるなんて本当にできるのだろうか……）

　不安はあるが、やらないわけにはいかない。

（黒曜も春麗も、私ならできるってそう信じてくれてるんだ。準備だってちゃんとしたし、落ち着いてやればちゃんとできるはず！）

　そう思って、今日の講習に臨のぞんだのだけれど、待っていたのは思いもよらない出来事だった。
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　暁ぎよう鼓こが鳴り響ひびく。

　太史局が、五ご更こう五点の明け方を知らせる太鼓だ。

　それは朝賀の始まりを知らせる合図であり、私が講習のために元尚紅の女官たちを呼び寄せた時間でもあった。

「どういうこと……？」

　なのに、私が寝起きしている尚紅の房は、いつものようにがらんとしていた。

　本当なら元尚紅の女官が、三十人近く集まっているはずだ。

　今日のために間ま違ちがいなく告知をしたし、その一人一人に簡単な案内状も渡わたしてある（清書したのは春麗だけれど）。

　ところがそこで所在なげにしている女たちは、十人にも満たなかった。

　それも全員が、今にも帰りたいというような不満顔だ。

（講習の知らせに、何か不備があったの？）

（それともなにか、彼女たちの気に障さわるようなことをしたとか？）

　今日までの自分の行動を思い返してみるが、これといった落ち度は思いつかなかった。

　動どう揺ようで何も言えなくなっていると、カタンと戸の開く音がする。

　そちらに視線を向ければ、揃そろいの女官姿の女性が数人新たに房に入ってくるところだった。

（なんだ、少し遅おくれてるだけだったんだ）

　喜び勇んで、彼女たちを迎むかえる。

　しかしどうぞどうぞと招いても、彼女たちは決して中に入ろうとはしなかった。

　真ん中にいた吊つり目の小こ柄がらな女性が、一歩前に出る。

　その顔は完全武装といった雰ふん囲い気きで、驚おどろくほどの厚あつ化げ粧しようだ。

　私は驚いてしまい、しばし言葉をなくした。

　よくよく見れば、他ほかの女官たちも同様の化粧をしている。

「あなたが、噂うわさの化粧師様ってわけ？」

　鼻息荒く詰つめ寄られ、息を吞のんだ。

「え、ええそう、です」

　すると彼女は、まるで親の仇かたきのように私を鋭するどく睨にらみつけた。

「なんで我ら伝統ある後宮の化粧師が、異国から来た小こ娘むすめに教えを請こわねばならないのでしょう？」

　言葉の意味が分からず、啞あ然ぜんとしてしまう。

　そんな私を庇かばうように、春麗が前に進み出た。

「この度たびの尚紅再建を、お命じになったのは皇こう帝てい陛下ですよ。鈴音様への暴言は、そのまま陛下への侮ぶ辱じよくとなりますがよろしいか？」

「これはこれは、皇太后の狗いぬ風ふ情ぜいが、今度は取り入る相手をお替かえになったのかしら？　その変わり身の早さには、お見み逸それしますわ」

「なっ！」

　春麗を侮辱する言葉に、思わず身を乗り出した。

「その言葉、撤てつ回かいする、ください！」

　私なら何を言われても構わないが、色々と手を尽つくしてくれている春麗を侮辱されるのは許せない。

　しかし素す早ばやい動きで手を広げた春麗に、押し留とどめられてしまった。

「なぁにその言こと葉ば遣づかい。やっぱり異国の者は粗そ野やと、相場が決まっているわね」

　女官は私を侮ぶ蔑べつするような、歪ゆがんだ笑えみを浮うかべた。

　どんなに美人だろうが、化粧で塗ぬりたくろうが、その表情は醜みにくいの一言だ。

「その通りだわ」

「大体どうして、異国の化粧なんか」

「榮の伝統も分からない者に、教えてもらうことなんてないのよ」

　他の女官たちは、冷たい笑みでそれに追つい随ずいする。

　感じたのは、怒いかりではなく悲しみだった。

　自分は受け入れられていなかったのだという衝しよう撃げき。

　尚紅再建にあたって、私は上手うまく教えられるだろうかということばかり悩なやんでいたけれど、本当はそれ以前の問題だったのだ。

　現実を思い知らされ、きゅうと胸が握にぎりつぶされるような痛みを覚えた。

「今日ここに来たのはね、あなたの好きにはさせないと宣言するためよ。それじゃあ各おの々おの方、参りましょうか」

　そう言って先導する彼女に続いて、女官たちは去っていく。

　楚そ々そとした動き。羽は衣ごろものような披帛ストール。

　後ろ姿はまるで天てん女によの行列のようなのに、私には地じ獄ごくの使者にも思えた。

　最初から房ぼうに来てくれていた女官たちも、面めん倒どうごとに巻き込まれるのはまっぴらとばかりに去っていく。

　自分の無力さに、思わず膝ひざをついた。

（どうしてこんなにも、うまくいかないのかな）

　最初から全すべてうまくいくと思っていたわけじゃない。

　でも起こったのは、想定していたよりももっと最低な事態だ。

　この世界にもボイコットはあるんだなあなんて、他人ひと事ごとのように思った。

　唯ゆい一いつ残ってくれた春麗が、気遣うようにそっと私の肩かたに手を掛ける。

「お気を落とさずに。陛下が、きっと良いようにしてくださいます」

　けれどその言葉に、私は余計に惨みじめになってしまった。

　黒曜に頼たよらなければ、何もできない自分。

（それで、胸を張って彼のために残ったなんて言える？）

　私は彼に、頼られたい。

　並び立つのは無理でも、せめて傍そばで支えられるような人になりたいのだ。

　無意識に、そっと胸むな元もとに触ふれた。

　そこにはお守りが入っている。

　花酔楼の皆みんなが、私に書き送ってくれた手紙。

　お世話になった妓ぎ女じよたちや、厳しいお養母かあさん。それに芙蓉姐ねえさんの言葉も、そこには綴つづられている。

　私を心配してくれる人たちのためにも、簡単に諦あきらめたりはできない。

「春麗さんっ」

「なんでしょう？」

　心配そうにのぞき込んでくる春麗を、私は決然と見上げた。

「言葉遣いと礼れい儀ぎ作法、私に叩たたき込むしてください！」

　肩に載のっていた白魚のような手を、ぎゅっと握り締しめる。

　私はこんなことで、挫くじけるわけにはいかないのだ。

（春麗を馬ば鹿かにしたこと、絶対後こう悔かいさせてやる！）

　春麗の美しい顔が、少しだけ引きつった気がした。
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　平へい康こう坊ぼう北ほく梨り。

　榮の都で一番大きな、艶つや街の名前だ。

　日が暮れるとそこかしこに赤い提ちよう灯ちんが灯ともり、酔すい客きやく共のざわめきや妓女たちのはしゃぎ声に満たされる。

　ようやく来た春を、そして遂ついに政治の場から去った稀き代たいの悪女を歓よろこび、酒肆さかばや旗亭りようりやでは祝しゆく杯はいが繰くり返されていた。

　だがそれは別に、今こ宵よいに限ったことではない。

　酒が吞めれば、理由は何でもいいというのが人情だ。

　夏になれば暑しよ気き払ばらいとばかりに、秋になれば実りの季節に、やはり祝杯を挙げるのだろう。

　一年を通して、騒さわがしさと狂きよう乱らんに満たされた場所。

　それが北梨だ。

　その中でも特に名館と名高い花酔楼は、傾けい国こくと謳うたわれた都知を失っても相変わらず華はなやかなままだった。

　廏うまやには客が乗ってきた名馬が並び、建物の中からは高価な蠟ろう燭そくの明かりが煌こう々こうと漏もれている。

　その佇たたずまいは、かつて多くの詩人が詩に詠よんだ姿そのままである。

　そしてその前に、佇む男が一人。

　彼は中に入るでも立ち去るでもなく、ただぼんやりと花酔楼を見上げていた。

　行き過ぎる男たちの中には、興味本位でその顔を覗のぞく者もあった。

　さては妓女に入れ込んで身を持ち崩くずしたかと、嘲あざけるような卑いやしい笑みを口元に浮かべて。

　しかしそうした男たちは次の瞬しゆん間かん、皆一様に口を開けて間ま抜ぬけ面づらを晒さらす羽目になった。

　わけを知る妓女たちが、それを遠くから楽しそうに見物している。

　その理由は男の顔にあった。

　身なりこそ粗そ末まつだが、彼は妓女と見み紛まがうほどの大層な美人だったのだ。

　しかし彼は普ふ段だんなら、己おのれに色目を使った男を叩きのめすような激しい性しよう分ぶんである。

　ところが今宵ばかりは、そうもいかなかった。

　彼はその手に手紙を握り締め、黙だまって立ち尽くすばかりだ。

「ようねえちゃん！　大層な別べつ嬪ぴんさんだねえ。あんたが傾国と名高い花酔楼の都知かい？」

　都みやこに上ったばかりの田夫野老いなかものが一人、酔よって立ち尽くす人ひと影かげに声を掛かける。

　事情を知る者たちは皆、呆あきれるように肩を竦すくませた。

　次の瞬間、酔っ払ぱらいの手は目にも留まらぬ速さで捩ねじ上げられる。

　いてぇいてぇ。

　酔った男の泣き声が、街のざわめきと混じり合った。

　乱暴に相手を突つき放し、影はゆっくりと歩き出す。

　くしゃくしゃになった手紙が一枚、その手には握り締められたまま。

　突き飛ばされた男は、地面に座り込み茫ぼう然ぜんとした。

　彼の耳には、影の押し殺すような呟つぶやきが届いていたからだ。

　突き放される瞬間、確かにあの別嬪はこう言った。

「むざむざと奪うばわれるくらいなら、いっそのこと……」

　覚かく悟ごを秘ひめた物ぶつ騒そうな呟きに、酔っ払いは青くなった。

　あんなもんは、関かかわり合いになるもんじゃない。

　彼は酔いもすっかり醒さめて、怯おびえるようにその場を逃にげ出したのだった。
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　元尚紅の女によ官かんたちのサボタージュを受けてから、ひと月が経たった。

　その間みっちり、私は春麗の特別講座を受けていた。

　今まで曖あい昧まいだった些さ細さいな言い間ま違ちがいも、全て厳しく直される。

　黒邸ていでも十分に厳しく教えられたつもりだったけれど、春麗の教えはそれ以上だった。

　でもお陰かげで、余計なことは考えず礼儀と語学の習得に打ち込むことができた。

　春麗を侮ぶ辱じよくした女官たちを見返すために、私にできるのはこれくらいだ。

　尚紅再建の目め途どは全く立っていないが、今は物を教えるのに相応ふさわしい自分を目指すだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

　その人が後宮にやってきたのは、そんな時だ。

　初めて見た時は、なんて美しい人だろうと思った。

　静々と回かい廊ろうを歩く、儚はかなげな姿はまるで百合ゆりのよう。

　艶やかな射ぬ干ば玉たまの髪かみと、大陸人好みの涼すずやかな目。

　皇太后がそうしていたように、彼女は沢たく山さんの女官を引きつれていた。

「春麗、あの方は？」

　思わず、私は隣となりにいた春麗の裾すそを引いた。

「ああ。あの方は最近入宮なされた華か充じゆう儀ぎです」

「華充儀？」

「ええ。内乱の折に断絶した華家が、最近になって再興し友好の印にお納めになった妃だと、そう聞いております」

　女の人を物のように納めたり受け取ったり。

　やはりこの世界のやり方は、私には信じがたい。日本だったら、間違いなく人権問題だ。

　受け取るのが黒曜だというのもまた、私を複雑な気持ちにさせる。

　彼は後宮の女性を自分の好き勝手にするような人ではないけれど、それが許される立場なのだと改めて思い知らされる。

　それでも北梨に比べれば、自由な生活ができるだけ後宮の方がましかもしれないけれど。

　妃というのは、つまりは皇こう帝ていの奥さんだ。

　黒曜は後宮が嫌きらいだけれど、後宮には彼のために数えきれないぐらい沢山の奥さんがいる。

　これを一夫多妻というのだろうか。

　私は以前見たことのある、アフリカの大家族を思い出した。

　日本とはあまりに違ちがう制度になかなか実感が湧わきづらいけれど、沢山の美しい妃が皆みな黒曜の奥さんだと思うと、胸のあたりがしくしくと痛む。

「充儀は九嬪ひんが一人。お目通りの際は、華充儀とお呼びください」

　私の葛かつ藤とうをよそに、春麗はすらすらと説明を続ける。

　九嬪というのは、後宮の中での位をいう。

　四夫人を筆頭に、九嬪、二十七世婦、八十一御ぎよ妻さいと続く。

　充儀は九嬪の中でも七番目だが、身分は正二品。

　つまり宰さい相しようである深潭よりも、もっと上ということになる。

　きちんと働いている深潭より、後宮で着き飾かざっている女性たちの方が位が高いのはどうかと思うけれど、春麗の講義によると皇帝の子供を産むということはそれだけ名めい誉よある仕事なんだそうだ。

　それにしても───と私は思う。

　入宮していきなり充儀ということは、よほど位の高い家の出身に違いない。

　今の後宮には四夫人がいないので、実質的に複数いる九嬪の妃きさきたちが頂点と言えた。

　ちなみに四夫人は、皇帝の寵ちよう愛あいがないとなれないものらしい。

　今上（つまり黒曜）は後宮が嫌いなので、寵愛を受けた妃もいない。

　だから四夫人もいないのだと、宦かん官がんのおじさんが嘆なげいているのを聞いたことがある。

　初めにこの制度を聞いた時は、なんて明け透すけな国だろうと恥はずかしくなった。

　私が考え込んでいると、それをどう受け取ったのか春麗が慰なぐさめるように言った。

「ご心配なさらなくとも、今上陛下のお心は鈴音様のものです」

「は!?」

　思ってもみないことを言われたので、驚おどろきのあまりのけぞった。

　淡たん々たんと仕事をこなす春麗が、まさか私を慰めるようなことを言ってくれるなんて思わなかったのだ。

　しかしそんな私の驚きっぷりに、今度は春麗が難しい顔をする。

「鈴音様。そのような所作は美しくありませんとあれほど───」

　お小言が始まりそうだったので、私は慌あわてて話を遮さえぎった。

「そ、それより春麗さん！　なにか勘かん違ちがいなさっているませんか？　私とこく……陛下はそんな関係じゃっ」

　恥ずかしくてしどろもどろになってしまうが、きちんと否定しなければ黒曜の不名誉になる。

　だって私は化け粧しようが得意なだけの、この世界では身寄りもないただの小こ娘むすめだ。

　尚紅を任されただけで規格外の大出世なのに、そこに春麗の思っているような感情があると思われたら大変だ。

（そりゃ、引き留められた時には傍そばにいてくれとか言われたけど……）

　でもそれは後宮に味方の少ない黒曜が、思わず言ってしまった言葉だと、今ならば分かる。

　だって後宮には、こんなにも美しい奥さんが沢山いるのだから。

　少年として出会った私を、特別に想おもってくれる可能性なんてあるはずがない。

　思わず俯うつむくと、そんな私に言い聞かせるように春麗が口を開いた。

「しかし陛下はわたくしに、くれぐれもあなたを頼たのむと自らお申し付けになったのですよ？」

「え……？」

「皇太后の侍じ女じよをしていたわたくしは、本来ならば真っ先に粛しゆく清せいの対象となるはずでした。けれど、鈴音様には後宮での味方が必要だからと、特別にそのお役目をお与あたえになったのです」

　初耳だった。

　春麗が私付きの女によ官かんになってくれた裏には、そんな事情があっただなんて。

　彼女は私の手をそっと取ると、それをゆっくりと自らの頰ほおに当てた。

　生々しい傷の残る、右の頰。

　思ってもみなかった春麗の行動に、私は思わず震ふるえる。

　以前その傷を隠かくす化粧をして以来、その傷に触ふれたことはなかった。

「わたくしは、このお役目を誇ほこりに思います。あなたはこの傷を恐おそれるのではなく、化粧でわたくしの心を救おうとしてくださった。だから今度はわたくしがあなたをお助けできることを、嬉うれしく思うのです」

　そう言う春麗の表情は、とても柔やわらかかった。

　まさか彼女がそんな風に思ってくれていたなんて、想像もしていなかった。

（黒曜の命令で、仕方なく働いてくれてるんだと……）

　春麗の言葉が嬉しくて、思わず言葉に詰つまる。

「……ありがとう。春麗」

　泣きそうになるのを堪こらえてどうにかそう言うと、春麗は少し驚いた後、そよ風のように優やさしい笑えみを零こぼした。
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　その夜。

　春麗が去って一人になり、鬘かつらを外して床ゆかに寝ねころんだ。

　板いた敷じきの部屋はまだ寒い。

　それでも一度横になると、もう起き上がる気にならなかった。

　こういう時、鬘は便利だと思う。

　他ほかの女官たちのように地毛を結ゆい上げていたら、こんなに気軽に寝ころがったりできないだろう。

　私は、昼間見かけた華妃ひの姿を改めて思い浮うかべた。

　すっきりと涼すずしい目元が印象的で、つやつやとした髪かみを高く結い上げていた。

　沢たく山さんの歩ほ揺ようと、華はなやかな刺し繡しゆうの襦じゆ裙くん。

　後宮には綺き麗れいなお妃さまが沢山いるけれど、その中でも彼女の美び貌ぼうは目を引く。

（だから、黒曜が彼女に目を留めても、ちっともおかしいことじゃないんだ……）

　そう思うと、昼間と同じように胸が痛んだ。

　その痛みはよくなるどころかひどくなる一方で、私はそれを堪えるために丸くなる。

　目をつむっても、瞼まぶたに浮かぶのは二人が並んだ姿だ。

　綺麗だけど怖こわい印象の黒曜と、凜りんとして艶つやのある華妃。

　実際に二人が並んだところを見たことはないけれど、その姿はとてもお似合いに思える。

「覚かく悟ごが、足りなかったなあ」

　ぽつりと呟つぶやく。

　春麗が帰ってしまうと、尚紅は本当に静かだ。

　小さな呟きが思った以上に大きく感じて、それがより一層私をやるせない気分にさせた。

　この三か月の間、たまに想像することもあった。

　この先ずっと後宮に残ったとして、いつか黒曜に本当に愛する人ができたら、私はどうするのだろうかということを。

　黒曜は皇こう帝ていだ。

　だから子孫を絶対に残さないといけない。

　子供がいないまま皇帝が死ぬと、跡あと目め争あらそいが起きて国中が大変なことになるのだという。

　そのために遥はるか昔に後宮ができたのだと、黒邸ていで私を指導してくれた老師に聞いたことがある。

　だから今でこそ、後宮が嫌きらいだと言って碌ろくに寄り付かない彼だけれど、ずっとそういうわけにはいかないだろう。

　黒曜は私に、後宮に残ってほしいと言った。

　私はそれが嬉しかった。

　だからいつか黒曜が皇后を迎むかえ入れても、別に関係ないと思っていた。

　私たちの信しん頼らい関係は変わったりしない。

　それでいいじゃないか、と。

「なのに……」

　だというのに、新しい妃が来たというだけでこの有様だ。

　ショックを受けている自分が、情けなくなる。

　この世界では身寄りもない私が、皇帝である黒曜とどうにかなるはずもないのに。

（馬ば鹿かだ私。華妃に嫉しつ妬とするなんて……）

　胸の痛みにそう思い知らされて、その日は眠ねむれない夜を過ごした。
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　数日後。

　それは天気のいい日だった。

　私はしばらく寝不足気味で、目の下の隈くまを化粧で隠している状態だ。

　未いまだに、あの日感じた胸のもやもやが晴れないでいる。

　春麗と二人回かい廊ろうを尚紅へ向かって歩いていると、突とつ然ぜん後ろから声を掛かけられた。

「あらぁ」

　どこか悪意のあるその響ひびきに、恐る恐る振ふり返る。

　するとそこにいたのは、先日尚紅で女官たちの先頭にいた、小こ柄がらな女性だった。厚あつ化げ粧しようもあの日と同じだ。

　私は思わず、春麗を隠すように一歩前に出た。

　それを見て、彼女はおかしそうに鼻を鳴らす。

「ふん。対食趣しゆ味みとはおそれいるわね」

　一いつ瞬しゆん、何を言われたのか分からなかった。

　対食というのは、男性のいない後宮で女官同士が結けつ婚こんした者を言う。

　後宮には宦かん官がん以外の男性がいないので、自然とそういうカップルが生まれるのだそうだ。

　けれどまさか、自分と春麗をそんな風に揶や揄ゆしてくるなんて、思いもしなかった。

「無礼な！」

　驚おどろきに声をなくしていると、春麗が怒いかりの声を上げた。

　彼女には珍めずらしく相手に摑つかみかからんばかりの勢いだったので、慌あわてて止めに入る。

　後宮での暴ぼう力りよく沙ざ汰たはご法はつ度とだ。

　だからこそ、女たちは言葉の剣けんを研とぐのかもしれない。

「何事かしら？」

　そこに、新たな人物の声がした。

　現れたのは、先日初めて見たばかりの華妃だった。

　私は慌てて膝ひざを折る。

　自分より位の高い人に出くわした場合、こうして許しがあるまで顔を上げてはいけないのだ。

「子し美び、そちらは？」

　鈴すずを転がすような声だった。

　美人は、やはり声まで美しいものらしい。

　そして例の女官が子美という名前であることを、私はその時初めて知った。

「尚紅の女官たちです。華充じゆう儀ぎがお気になさるような者たちではありませんわ」

「ほう、では彼女が噂うわさの？」

　華妃の声こわ音ねに、浮き立つような色が混じる。

　子美の焦あせった声が聞こえた。

「噂だなんて……異国の化粧けわい師しが物もの珍めずらしいだけでしょう」

「それでも、宰さい相しようの奥方は彼女が大層お気に入りだとか。わたくしも是ぜ非ひその腕うでを拝見したいわ。二人とも顔を上げて」

　優やさしく声を掛けられその通りにすると、そこに立っていたのは美しく着き飾かざった仙せん女によのような人だ。

　しかし子美が施ほどこしたのか、その化粧はとても濃こくて彼女の良さを殺している気がした。

（もったいない）

　思わずそんな感想を抱いだく。

「尚紅は既すでに解散になったと聞きました。そなたたちはそこの女によ官かんなのですか？」

「その通りでございます」

　呆ほうけた私に代わって、春麗が答えた。

「異国から来た化粧師というのは、お二人のどちらかなのですか？」

「それは我が主あるじのことかと」

　口をはさめずにいる内に、春麗がどんどん話を進めてしまう。

　私は慌てた。

　華妃が耳にした噂がどれほどのものかは知らないが、自分がその期待にこたえられるか自信がなかったせいだ。

　先日の講義の一件で、私はすっかり自信を失っていた。

「主とは、そちらの……？」

　華妃の、涼やかな視線に射い貫ぬかれる。

　ほほ笑えんでいるように見えるのに、その目は不思議な色をたたえていた。

　値ね踏ぶみするような、推おし量るような、そんな瞳ひとみだ。

　私はごくりと息を吞のんだ。

「尚紅筆頭女官、鈴音様です」

「ほう、鈴音とは。変わったお名前ね」

　華妃が首をかしげる。

　私は子美を一いち瞥べつした。

　このまま口を閉とざしているわけにはいかないが、彼女の前で言葉を喋しやべるのは勇気が必要だった。

　でも、ずっと黙だまり込んでいるわけにもいかない。

（ええい！　この時のために頑がん張ばってきたんだから。あとは当たって砕くだけろ！）

　覚かく悟ごを決めて、口を開く。

　単語を少なくして、ゆっくりと喋れば大だい丈じよう夫ぶなはず。

「異国より……参りました。華充儀におかれましては、ご機き嫌げん麗うるわしく」

　春麗に習った目上の人に対する挨あい拶さつを、恐おそる恐る口にする。

　子美の顔が歪ゆがんだ。

　対して、春麗は優しい顔でひっそりとほほ笑む。

　私は自分の挨拶が、間ま違ちがっていなかったことを知った。

「異国の方だとお聞きしていたけれど、言葉が随ずい分ぶんお上手ね」

「あ……習う、したんです。まだまだですが」

「いいえ、とってもお上手だわ」

　優しく褒ほめられて、私は華妃ひに好感を抱いた。

　胸をばくばくいわせていた緊きん張ちようが、少しだけ和やわらぐ。

「鈴音。是非あなたに化粧をしてもらいたいわ」

　華妃がにっこりとほほ笑む。

　勿もち論ろんだと返事をしようとした時だった。

　突然、女官が慌てた様子でこちらに駆かけてくる。

　貞てい淑しゆくを叩たたき込まれた女官が、裙子スカートを振り乱して走るなんて余よ程ほどのことだ。

　何事かと、全員の視線がその女官に集中した。

　彼女は華妃を見つけると、猛もう然ぜんとこちらに飛び込んできた。

「なんですか、騒そう々ぞうしい」

　虫の居所が悪いのだろう。子美が眉まゆを吊つり上げる。

　はあはあと息を切らせた女官が、何かを伝えようと必死に口を動かしていた。

「落ち着いて。ゆっくりでいいわ。焦らないで」

　華妃は女官を咎とがめるでもなく、その背中を優しくさする。

　優しい人だ。

　女官が叱しかられずに済んで、私はなぜだかほっとした。

「へ、へいかが……」

　ようやく呼吸の落ち着いた女官が、切れ切れに言葉を紡つむぎ出す。

　その言葉に、私は心臓を摑つかまれたような衝しよう撃げきを覚えた。

「陛下が今夜、華充儀を訪おとないになると！」

　突然の知らせに、華妃の周囲にいた女官たちがわっと沸わき立つ。

　それはそうだろう。

　後宮嫌ぎらいで寵ちよう妃ひも作らない皇こう帝ていが、新しく入宮した妃の許もとを訪ねるというのだから。

「素す晴ばらしいですわ」

「流石さすが華充儀！」

　女官たちは、華妃を称たたえる言葉を次々に口にした。

　満まん更ざらでもないのか、華妃の顔には頰ほお紅べにを凌しのぐほどの赤みがさしている。

　一方で、私は高いところから突つき落とされたような気持ちになった。

　視界が黒く染まり、世界から音が消える。

　まるで深い穴に落ちていくような気分だ。

　見ているのは辛つらいのに、華妃の笑みから目が離はなせない。

　そしてどれぐらいそうしていただろう。

　一いつ瞬しゆんだったはずだけれど、いやに長く感じた。

　茫ぼう然ぜんとした私の背中を、春麗が支えてくれる。

　はっとした。

「あ……」

「大丈夫です」

　平気だと言う前に、春麗が私に言い聞かせるように言う。

　その言葉に縋すがるように、そっと春麗を見上げた。

　けれど結局、返事をすることさえできなかった。

　頭が真っ白で、何も考えることができない。

　私はそうして、喜びに沸く華妃一行の背中を見送ったのだった。
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　摘つんでいると、突とつ然ぜん足がもつれた。

　素早く春麗が支えてくれたので転ばずに済んだが、箕みかごに入れていた野草は地面に散らばってしまう。

　慌あわててしゃがみ込み、それらを回収した。

　艾葉よもぎ、[image: ][image: ]草つくし、問荊すぎな、それに蒲公英たんぽぽ。

　どれも化粧水にしたりお茶にしようと思っていたものだが、いつもならわくわくする材料集めも、今日はちっとも楽しくない。

　それどころか気が散っていて、この有様だ。

　拾うのを手伝ってくれた春麗も、心配そうな顔をしている。

「鈴音様。ご調子がすぐれないのなら休んでいた方が……」

　控ひかえめな忠告は、もう朝から何度されたか分からない。

　それほどまでに、今の私はひどい顔色をしているらしい。

　実際、ここのところあまり眠ねむれない日が続いている。

　暖かくなってきたのに、眠れなくなるというのもおかしな話だ。

　その原因は、私自身ちゃんと分かっているけれど。

　黒曜が華妃の房ぼうを初めて訪おとずれてから半月。

　あの日から毎日のように、黒曜は華妃の許に通っているのだそうだ。

　後宮内での噂うわさは、光の速度よりも早く広まる。

　なんせ春麗以外碌ろくな知り合いのいない、私の耳にすら入ってくるほどだ。

　遂ついに寵妃の誕生だとか、空席の四夫人が一つ埋うまる日も近いとか、気が早い話になるとご懐かい妊にんも近いのではというものまで。

　以前とは違い、後宮全体が華はなやいでいる。

　皇太后という絶対的な主を失い、消しよう沈ちんしていたのが噓うそのよう。

　華妃の許には人が集まり、また他ほかの妃たちも、皇帝の目に留まろうと蝶ちようや花のように着き飾かざっている。

　それをいいことだと思うのに、心が痛いのはなぜだろう。

　気にしたくはないのに、気にしてしまう自分が嫌いやになる。

　それに、仕事にまで影えい響きようが出てしまうのなんて最悪だ。

　なんとか自分を叱しつ咤たしながら、材料集めを切り上げて尚紅に戻もどる。

　するとそこに、思いもよらない人物が待ち構えていた。

「どこへ行ってたのよ！」

　顔を真っ赤にしているのは、以前子美と呼ばれていた例の女によ官かんだ。

　今度は何をしに来たのだろうかと、怖おそれと気き疲づかれが同時に来た。

　けれど彼女が口にしたのは、予想もしなかった言葉だった。

「華充じゆう儀ぎのお召めしよ！」

　彼女は不本意そうな顔をしながら、私たちに怒ど鳴なりつけたのだった。
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　跪ひざまずいて挨拶をすると、優やさしい声が顔を上げるように言う。

「よく来てくれましたね」

　華妃の涼すずやかな笑えみは、以前　会った時と少しも変わってはいなかった。

　しかし取り巻きなのか女官の数が増え、房の中も贈おくり物で満ち溢あふれている。

　中でも鴛鴦おしどりを象かたどった品が目立つのは、皇帝と華妃を夫ふう婦ふに見立てたご機き嫌げん取とりだろう。

　現実を思い知らされた気がして、胸が痛んだ。

　ひどくショックだったけれど、華妃にそれを悟さとられるわけにはいかない。

　付いてきてくれた春麗が、心配そうに私を見ているのが分かる。

（しっかりしなくちゃ）

　どうにか気持ちを切り替かえると、無む理り矢や理り笑みを浮うかべた。

　ちゃんと笑えているかは、自分では分からなかったけれど。

「本日は、どのようなお召しでしょうか？」

　私の代わりに、春麗が尋たずねる。

　義務的で、そこにはどんな感情も感じられない。

「以前言った通り、都で評判の化粧けわい師しに化粧をしてもらおうと思いまして」

　どうかしらと、華妃ひが小首を傾かしげる。

　尚紅の女官として、妃ひ嬪ひんの願いを断る理由はない。

「身に余る、光栄に存じます」

　丸覚えの語句を口にすると、改めて拱きよう手しゆで礼をした。

　目の端はしに、子美の悔くやしそうな顔が映る。

　なぜ彼女は、頑かたくなに私を目の敵かたきにするんだろうか。

　ふと、そんなことが気になった。

「九嬪の中に、目を凜り々りしくする化粧を受けた方がいらっしゃると聞きました。わたくしにはその逆をお願いできますか？」

　華妃の希望は、きりりとしたその印象を和やわらげてほしいというものだった。

　やっぱり、美しさの基準というのは人によって違っている。

　二重を隠かくしてあっさりとした顔になりたいという人がいれば、涼やかな一ひと重えのきつい印象を和らげたいという人だっているのだ。

　だから化粧師の仕事というのは、全員に同じ化粧を施ほどこすことじゃなくて、一人一人その人の希望に合った顔に近づけてあげることだと思う。

　まだペーペーの私が偉えらそうに言えることじゃないけれど、尚紅が再建できたら女官の人たちにはそういうことも伝えていきたい。

（優しく見える化粧か）

　私は華妃の顔を改めて観察した。

　目鼻立ちが整っていて、その目は当代の美人の条件である一重まぶた。

　美しさを競きそう後宮の中でも、負けず劣おとらずの美女だ。

　けれど確かにその涼やかな目元は、時に相手に畏い怖ふを与あたえてしまうかもしれない。

　けれど、一重こそが美人という基準を持つこの国では、その要望は少し珍めずらしいものだった。

「今のままで十分、お美しくあらせられますのに」

　未練がましく子美が言う。

　けれど私も同感ではあった。

　ただ、今彼女が施している化粧は、やっぱりよろしくない。

　白粉おしろいも紅もこれでもかと厚あつ塗ぬりされていて、後になって肌はだが荒あれてしまいそうだ。

　私はお湯を用意してもらい、まずはその化粧を落としてしまうことにした。

　華妃を椅い子すに座らせ、お湯と柔やわらかい布でその化粧を丁てい寧ねいに落としていく。

　特に厚く塗ぬられた白粉は、とてもではないが布一枚では足りなかったほどだ。

　化粧を落としてみると、心配した肌の状態はそれほどひどくはなかった。

　栄養のあるものを食べて、きちんと睡すい眠みんがとれているのだろう。

　しかし白粉の影響か、表面が少しざらついている。

　まさかと思い指でこすってみると、白粉からは米粉ともオシロイバナのものとも違う、鉱物特有の感かん触しよくがした。

　私は驚おどろき、思わず子美を見上げた。

「これ、危ない。規制された白粉、ではありませんか？」

　対する子美は、薄うすら笑いを浮かべて何でもない顔をする。

「なんのことかしら？　言いがかりはやめてよね」

　その反応に、彼女に対する不信感が膨ふくれ上がる。

　しかし私が睨にらみつけようと、子美はどこ吹ふく風だ。

「この白粉は、危険あるから使用しないようにと……陛下のご指示あった、はずです」

　何事かと、華妃が椅子から身を起こした。

　しかし私はそれどころではない。

　華妃の使用している白粉が鉛えん白ぱくであるとするなら、今周囲にいる女官たちの顔にも同じものが使われている可能性があるからだ。

　それは黒曜が、有害だからという私の言葉を信じて、最近使用禁止にしたばかりの品だった。

　鉛白は知らずに使い続けると、鉛なまり中ちゆう毒どくになって最悪死に至る恐おそろしいものだ。

　日本でも昔は化粧品として使われていて、私はそれを専門学校の授業で有害なものだと知った。

「私が憎にくいからって、変なことを言い出すのはやめてくださらない？　大体、その白粉の方が伸のびがよくて高級なのよ？」

　それでは言外に、この白粉が鉛白であると言っているようなものだ。

「なんでそういうことする、ですか!?　危ない、命関かかわるかもしれない、ですよっ」

　気を張って、お淑しとやかにしていた言こと葉ば遣づかいが崩くずれた。

　湧わいてきたのは強い怒いかりだ。

　仮令たとえ彼女が尚紅の元女官であったとしても、害のあるものを平気で使う人に、化粧師を名乗ってほしくない。

　ざわざわと、女官たちも騒さわぎ出す。

　騒ぎを収めたのは、華妃の一声だった。

「子美」

　静かな呼びかけに、房ぼうの中が静まり返る。

「わたくしの化粧に、ご禁制の品を使ったというのは本当ですか？」

　すっぴんだというのに、その問いかけには恐ろしいほどの迫はく力りよくがあった。

　私に睨まれた時とは違ちがい、子美はぶるぶるとその肩かたを震ふるわせる。

「あの、でも……」
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　彼女はしどろもどろになって、華妃の顔色を窺うかがっていた。

　しかし言い訳をしようとしたその言葉は、鋭するどい語気によってさえぎられた。

「恐れ多くも天子様の定めた国の法を破るとは、榮の民たみとして恥はずべきこと！　これ以上わたくしの顔に泥どろを塗る前に、この房から出ておいきなさい」

　びくんと目に見えて震えたかと思うと、子美はバタバタと足音を立てて飛び出していった。

　すると華妃は、先ほどの怒りなどなかったかのように取り澄すまし、傍そばにいた宦かん官がんに命じる。

「すぐにあの者を捕とらえ、白粉の入手経路を調べるように。あの者が使っていた房も調べて。他ほかに、彼女から白粉を融ゆう通ずうしてもらった者があれば、すぐに名乗り出なさい。今ならば罪には問わないわ」

　華妃の言葉と同時に、その場の空気が目まぐるしく動き始めた。

　部屋を飛び出す者。着ていた衣ころもで顔を拭ぬぐう者。様々だ。

　私は呆あつ気けに取られてしまった。

　自分が言い出したこととはいえ、まさか華妃が私を信用してくれるとは思わなかった。

　心のどこかで、彼女が味方ではないような気がしていたのだ。

　───黒曜の愛した人なのに。

　そして指示を終えた彼女は、私に向けて柔らかくほほ笑えんだ。

「やはりあなたは、わたくしの見込んだ通りのお方のようです」

　聞き間違いかもしれない。

　それがどういう意味なのか尋たずねる前に、その場は騒そう然ぜんとしそれどころではなくなってしまった。
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　後日改めて、化け粧しようをしてほしいと華妃ひに呼び出された。

　その後子美がどうなったのか、それは聞かされていない。

　ただ彼女の取り巻きの中からその姿は消え、華妃付きの女によ官かんたちの化粧は以前よりも少し薄くなっていた。

「じゃあ改めて、お願いね」

　メイクを施す前に、まずは前回できなかったクレンジングをする。

　カスターオイルを使って、華妃の顔を丹たん念ねんに揉もみ解ほぐしていく。

　鎖さ骨こつにあるリンパ節を刺し激げきして、顔のあちこちに溜たまった老ろう廃はい物ぶつをそこに押し流すのだ。

　それが終わったら、今度は酒さけ糟かすパックだ。

　あらかじめ作り置きしてあったものなので、材料がよく馴な染じんでいる。

「ああ気持ちがいい」

　どうやらお気に召めしたらしい。

　よかったと胸をなでおろす。

　パックをふき取った後、ようやく化粧に入る。

　以前よりも配合にこだわった下地を塗り、試行錯さく誤ごの末に色を調節したドーランを重ねていく。

　華妃の輪りん郭かくは三角形なので、顎あご先にシェーディングと言って濃こい色の影かげをつける。

　輪郭が三角の人も丸い人も、そうして卵形に近づけるのが化粧の基本だ。

　更さらに、頰ほおの中央にはふんわりとハイライトを。

　華妃のとがった印象が、これだけでも大分柔らかくなる。

　角度が急な眉まゆは、眉まゆ尻じりのカーブをまっすぐに整える。

　細く鋭いのが流行だけれど、敢あえて少し太めに。

　そして最後に、一番重要なアイメイク。

　米粉と茶色い顔料、それに雲うん母もを混ぜ合わせたアイシャドウを使う。

　まずは薄うすいベージュをまぶた全体に落とし、更に二重幅はばにブラウンを引く。

　下まぶたは目尻から筆を載のせて、目め頭がしらまで流れるように滑すべらせる。

　この時目尻側を太めにすると、垂れ目な印象になり目の鋭さが和やわらぐ。

　前のように膠にかわで二重をつくろうかとも思ったけれど、それはやめた。

　華妃には華妃の美しさがある。

　柔やわらかい印象にすることと、二重でむやみやたらに可愛かわいく見せるというのはまた違うことだ。

　最後にピンクのチークを控ひかえめにのせて、完成。

　自画自賛するわけではないが、我ながらいい出来だ。

　元から顔立ちの整った人なので、日本風の化粧をするとまるで女優やモデルのように見える。

「これは……」

　鏡を見せると、華妃はしばらく黙だまり込んだ。

　お気に召さないかとどぎまぎしていたが、彼女はにっこりと笑ってこう言った。

「流石さすが評判の化粧師ね。とても気に入ったわ」

「あ、ありがとうございます！」

　尚紅のことで心が折れかけていた私には、彼女の言葉がどうしようもなく嬉うれしかった。

　最近は誰だれかに化粧をして喜んでもらうということから遠ざかっていたせいか、思わず感動して泣きそうになる。

　流石にそれは向こうを驚おどろかせてしまうだろうと、必死で我が慢まんしたけれど。

「鈴音。またわたくしに化粧をしてくれるかしら？」

　可愛らしく小首を傾かしげた華妃に、私は勿もち論ろんと請うけ負った。

　彼女に化粧をして、分かったことがある。

　それはやっぱりどんなことがあったとしても、私は誰かに化粧をするのが大好きだということだ。
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　夜半になって訪おとずれると、華妃の房は女官たちの笑えみに溢あふれていた。

　華妃付きの彼女たちには、主あるじの栄達が喜ばしいのだろう。

　そこには主人を慕したう純じゆん粋すいな喜びではなく、あわよくばを狙ねらう狡こう猾かつさも含ふくまれてはいたが。

　古今、寵ちよう妃ひの侍じ女じよに手を出した皇こう帝ていは少なくない。

　こういうところが後宮の嫌いやなところだ───龍宝は思う。

　人ひと払ばらいをすると、卧が房ぼうはしんと静まり返った。

　華妃───華瑞ずい英えいは美しい女だ。

　美しく、賢かしこい。

　その完かん璧ぺきな笑みからは、どんな感情も読み取ることができなかった。

　ただ、瑞英は侍女たちと違ちがい、単純に喜んでいるだけではないらしい。

　彼女の落ち着きすぎた所作が、龍宝にそれを知らせている。

「どういうつもりだ？」

　長なが椅い子すに足を上げ、龍宝は乱暴に言った。

　敢えて作法を乱すのは、慎つつましい貴族の令れい嬢じようを威い圧あつするためだ。

　しかし瑞英は意に介さず、おっとりと龍宝の向かいに座った。

「どういうつもり───とは、どういう意味にございましょう？」

　龍宝ははっと気が付いた。

　瑞英の笑みは、肚はらが据すわった女のものだ。

　それは花酔楼で見た、芙蓉の笑みに似ている。

　身一つで成り上がった妓ぎ女じよと、掌しよう中ちゆうの珠たまとして育てられる令嬢が同じ目をするはずがない。

　───やはりこの入宮、裏がある。

　龍宝は自らの気を引き締しめた。

　彼が幾いく夜よも、瑞英の許もとを訪おとなったのにはわけがある。

　それは黄家と同じほど古い歴史を持つ華家の、その意向を知るためだ。

　事の始まりは、ある青年が華家の生き残りとして、名乗りを上げたことに起因する。

　事情を知る旧臣たちは驚いた。

　なぜなら華家の前当主は、政敵の讒ざん言げんにより処しよ罰ばつされていたからだ。

　処分は当主とその息子のみに留とどまったが、その家族も政敵の手によって王都を追われ、行方ゆくえ知れずになったと聞いている。

　報復を恐おそれた政敵によりかけられた追っ手は、熾し烈れつを極きわめたことだろう。

　そして内乱が終わって名めい誉よが回復された後も、華家の直系であると名乗り出る者はいなかった。

　内乱の混乱の中で政敵は死に、身を脅おびやかすものがいなくなってもなお、である。

　だから誰も、今までその家族が生きているとは思いもしなかった。

　ちなみに、本当に彼が華家の直系であるとするならば、国には華家から接収している土地や財産を返へん還かんする義務が発生する。

　なので当初、これは華家の遺産目当ての虚きよ言げんであろうと、疑うのが大方の見方だった。

　ところがその青年は、あれよあれよという間に生き残っていた分家の長老に認められてしまった。

　華家ゆかりの有力者もまた、続々と彼の許を訪れているという。

　そして驚いたことに、その中の誰一人として、彼が偽にせ者ものであると判じた者はいない。

　遂ついには先日、無人となっていた華邸ていに暮らし始めたと聞く。

　要職を歴任した華家の前当主を慕う者は、宮きゆう廷てい内にも未いまだ多い。

　半人前の皇帝である龍宝としては、彼が敵であるか味方であるか、それを早さつ急きゆうに見定めねばならないのだ。

　ところが、待てど暮らせどその本人が龍宝の前に姿を現さない。

　財産の返還には、龍宝への謁えつ見けんが不可欠であるというのに、だ。

　そしてこちらが焦じれてきた頃ころ、いきなり差し向けてこられたのがこの妃というわけである。

　龍宝にしてみれば、無下にもできずその扱あつかいにほとほと困っていた。

　彼女との対面も、本当なら深潭を同席させたかったところだが、後宮内ではそうはいかない。

　後宮という場ば所しよ柄がらとは裏腹に、龍宝は瑞英を前に戦地に赴おもむくような気持ちでいた。

「少し、肩かたの力をお抜ぬきになってはいかが？」

　女が笑う。

　夜よる闇やみのように底知れない表情だ。

　ごくりと唾つばを吞のみ、龍宝は相手を睨にらみつけた。

　こうなれば回りくどい言い回しはなしだ。

「こちらが何を差し出せば、当主は王宮に姿を現す？」

　龍宝が自ら赴くわけにはいかない。

　彼は皇帝なのだから。

　しかし軍を出して、無む理り矢や理り連行するわけにもいかない。

　どころか、讒言を容いれて前当主を罰ばつしたのはこちらの方だ。

　過激なことをすれば反感を買う。

　向こうに肩入れしつつある有力者たちを、敵に回したくはない。

　皇帝なんて不自由なものだと、龍宝は心底思う。

　瑞英が口を開いた。

　鉄てつ壁ぺきだった彼女の表情が、わずかに歪ゆがむ。

「あの方が欲しがるものは、ただ一つ───……」

　しかしそう言ったきり、彼女はそれがなにかを答えようとはしなかった。







[image: 第三章　化粧師は過去と再会す]




　子美は後宮からの除名処分ということになった。

　本来なら死罪を免まぬかれない状じよう況きようだったらしいが、華妃ひの口くち添ぞえがあったらしい。

　そのことで一層、華充じゆう儀ぎは慈じ悲ひ深きお方と後宮では評判になっている。

　今までの後宮の主あるじが苛か烈れつだった分だけ、それは余計にかもしれない。

　彼女が次期皇后間ま違ちがいなしという者もいて、そんな言葉を聞くたび私は少し気持ちが塞ふさいでしまう。

　確かに彼女は素す晴ばらしい人で、言こと葉ば遣づかいも礼れい儀ぎ作法も完璧でその上美人だ。

　私にはよく分からないけれど、家いえ柄がらもいいのだと聞く。

　黒曜と二人でいるところを見たことはないけれど、きっとお似合いなんだろう。

　いつものように着き崩くずさないで、皇こう帝ていの格好をした黒曜はきりりとした美び丈じよう夫ふだし、二人を並べたら一いつ幅ぷくの絵のように見えるだろうというのは簡単に想像がついた。

　だから、本当ならいい人が来てくれてよかったねと祝ってあげなきゃいけないのに、黒曜に会ってもとてもそうは言ってあげられない自分がいる。

　相変わらず彼は華妃の許に通っていたが、私のところにはちっとも現れない。

　今は笑って祝ってあげられないから、それぐらいがちょうどいいと無理矢理自分を納なつ得とくさせていた。

　そういう意味では、尚紅が忙いそがしくなったことで、私は多少救われていたと思う。

　仕事に打ち込んでいる間は、余計なことを考えなくて済むからだ。

　子美の一件以来、尚紅の状況は一変していた。

　華妃が私の化粧を気に入ったと、色々な場で発言してくださったお陰かげだ。

　相変わらず女によ官かんたちの態度は頑かたくなだが、講義をサボるものは誰だれもいない。

　講義をするたび、尚紅が人でいっぱいになる。

　全員が全員、私の技わざを盗ぬすもうと熱心だ。

　仲良くできないのは寂さびしいけれど、私と春麗は状況の改善を喜んでいた。

　出てきてくれなければ、仲良くなることもできない。

　なので華妃には、色々な意味で頭が上がらないのだった。

　彼女がいい人なほど、辛つらいと思う自分もまだ心のどこかにいるけれど。

　黒深潭から、その申し出があったのはそんな時だ。

「花琳が？」

「ええ、大層あなたのことを恋こいしがっていまして」

　面会だと言われ、案内されるがまま内ない廷ていとの境である掖えき庭てい宮きゆうに来てみれば、そこには相変わらず顰しかめ面つらの宰さい相しよう様が待っていた。

　どんなに怖こわい顔をしていても、愛妻家なのは変わりないらしい。

　尚紅の講義も毎日のことではないので、私は喜んで請うけ負った。

　なんでも、深潭の口くち利ききがあれば一時的に後宮を出ることができるらしい。

　そんなこんなで、私は春麗に後を頼たのみ、城下にある黒邸ていへと向かった。
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　後宮に入ってそれほど経たっていないはずなのに、紫微城の外に出るとなぜか懐なつかしく感じた。

　竜りゆう原げんの都はどこもかしこもスケールが大きい。

　碁ご盤ばんの目状になっているのは京都と一いつ緒しよだが、その目の一つ一つが小さな町ぐらいの大きさがある。

　城から続く目め抜ぬき通りは、もう道というよりも長い広場だ。

　深潭の用意してくれた馬車は、道に刻まれた轍わだちに沿って進んでいく。

　名門である黒家の邸第やしきは、城からそう離はなれてはいない。

　久しぶりの城下を懐かしく見ている間に、あっという間に着いてしまった。

「鈴音様！」

　邸第に着くと、家人を振ふり切って花琳が飛び出してきた。

　慌あわてて馬車が止まり、上下に激しく揺ゆさぶられる。

　思わず、踏ふまれた蛙かえるのような悲鳴が喉のどをついた。

「か、花琳……」

　馬車を降りると、花琳が抱だき着いてきた。

　飛び出しは危ないよという言葉は、私の喉の奥で消えた。

「鈴音さまぁ」

　花琳の声は涙なみだに濡ぬれていた。

　それによって落ちた化粧が、べっとりと私の胸むな元もとに顔拓になっている。

　恋しがっているとは聞いていたが、いくら何でもこれは異常だ。

「わたくし、わたくし……っ！」

　洟はなをすすりながら、花琳が言う。

「このままでは旦だん那な様に捨てられてしまいますぅぅぅぅぅぅ！」

　手て荒あらい歓かん迎げいに大層驚おどろいたが、とりあえず私は彼女の背をぽんぽんと叩たたき、ふうと大きくため息をついた。

　花琳の絶ぜつ叫きようの理由はこうだ。

　私が後宮に上がってからも、彼女はずっと頰ほおの赤みを目立たなくする化粧を続けていた。

　人前に出る回数も増え、鴛鴦おしどり夫ふう婦ふと呼ばれ自分に自信を持てた。

　ところが肝かん心じんの化粧の仕方を覚えた家人が、結けつ婚こんのため邸第を辞してしまったという。

　更さらに別の家人への引き継つぎが不完全で、あの化粧を再現できなくなってしまったというのだ。

「だっ、だからわたくしは、鈴音様にもう一度っ、ひっく、化粧の仕方を教えていただこうと……ひっく、旦那様にお願いしたのです、ぐすっ」

　しゃくり上げながらそう言う花琳は、まるで小さな子供のようだった。

　以前案内された彼女の私室で、長なが椅い子すに二人で腰こし掛かける。

　その頼たよりない背中をさすってやると、花琳の動どう揺ようも少しずつ収まってきた。

　人妻とはいえ、私よりも年下の彼女だ。

　私以外に悩なやみを打ち明けるわけにもいかず、困り果てたに違ちがいない。

　人一倍恥はずかしがり屋な彼女は、それを隠かくすために常識外れの厚あつ化げ粧しようをしていたほどなのだから。

「なら、私が言いますから、花琳はそれを書いてください。化粧の方法」

「え……？」

　涙に濡れた丸い目が、私を見上げる。

「文字で残せば、どの家人でも同じ化粧ができますよ。私は文字がまだ上手うまくないので、花琳に協力してもらわなきゃ、ですけど」

　大きな花琳の目が、一ひと際きわ大きく見開かれた。

「そ、それですわ！　わたくし、字を書くのは得意ですの！」

「ぐえっ」

　今度は、ラリアットを食くらった鶏にわとりの呻うめきだ。

　花琳におかれましては、感激するたび抱き着く癖くせをどうにかしていただきたい。
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　そういうわけで早さつ速そく、家人には紙と筆を用意してもらった。

　尚紅にもテキストが必要だと思っていたところだったので、これはちょうどいい機会だ。

　どのように書いていけば分かりやすく、読んだ人間が実じつ践せんしやすいか。

　何度も花琳と話し合い、下書きを重ねる。

　榮の言葉は喋しやべるよりも、文字の方がより複雑だ。

　かつて学校で習った漢文のようなもので、中には置き字のように読まない文字もある。

　また、花酔楼での経験からすると、識字率もそれほど高い国ではないと思う。

　だからできるだけ簡単に、例えば文字の読めない人でも分かってもらえるよう、図解があるといいという話になった。

　若いながらに花琳は多才で、驚いたことに書画の両方に通じていた。

　たまに忘れそうになるが、彼女は正しよう真しん正しよう銘めいのお嬢じよう様さまなのだ。

　といっても得意なのは山水画で、単純な線のみの図解は勝手が違うらしい。

　しばらくうんうんと唸うなっていたが、練習する内に簡素な線のみの画えもかなり上達していった。

「すごい花琳！　これなら分かりやすいです！」

「そ、そうでしょうか？」

　花琳の顔が紅潮する。

　いいものができそうで、私も嬉うれしくなった。

　鬼き気き迫せまる勢いで、花琳が文字を認したためる。

　書くことは手伝えない私は、せめてもと墨すみをすった。

　便利な墨ぼく汁じゆうなんてものはないので、水を入れてひたすら硯すずりに向かう。

　榮の国では文具は四宝と呼ばれるほど大事なもので、柔やわらかい手て触ざわりの硯にもきめ細やかな花の彫ちよう刻こくが為なされていた。

　力を入れすぎて壊こわしてしまわないように、恐おそる恐るの作業だ。

　そうして丸一日かけて、遂ついに花琳用の特製化け粧しよう法指南書ができあがった。

　全すべてが終わる頃ころには、とっぷり日が暮れてしまっていた。

　疲つかれ果て、二人とも床ゆかに転がる。

　今日は流石さすがに、花琳も無作法だとは言わなかった。

　差し込む月明かりに、浮うかび上がる花琳の顔には所々墨がついている。

　木もく蓮れんを象かたどった花窓の向こうには、白い弦げん月げつが浮かんでいる。

「花琳、顔に墨がついてる」

　思わず笑うと、花琳も柔らかい笑え顔がおになった。

「鈴音様も、真っ黒ですわ」

　くすくすと、私たちはしばらく横になって、互たがいの顔を笑いあっていた。

「花琳」

「はい？」

　その、打ち解けた空気のせいだろうか。

　思わず、言うつもりではなかったことが口から零こぼれ落ちていた。

「私ずっと、苦しかったです」

「まあ」

　体を起こした花琳が心配そうにのぞき込んできた。

「やはり、後宮は合わないですか？」

「どうなんでしょう。仕事はやりがいがあります。辛つらい時もありますけど、それはどんな仕事でも同じ、です」

　恐らく働いたことのない若奥様は、私の話を懸けん命めいに理解しようと眉まゆを寄せている。

　年下の女の子に何を話しているのだろうと思いながら、私はここしばらく胸につかえていた塊かたまりを取り出した。

「でも、黒曜が……」

「まあ、皇こう帝てい陛下が？」

　花琳は、皇帝を黒曜と言って通じる数少ない人だ。

　私は思わず、右みぎ腕うでで両目を隠した。

　弱音を吐はく顔までは、見られたくない。

「平気だと思ったのに、黒曜にお妃きさき様ができても。なのに苦しい。黒曜が自分以外の誰だれかに優やさしくしてると思うと……」

　思わず声が震ふるえた。

　ずっと、誰にも言えなかったことだ。

　春麗にさえ、言えなかった。

　おこがましいと言われるのが怖こわかった。

　後宮に華妃ひが来て、黒曜が彼女の許もとに通うようになって。

　仕方のないことだと自分に言い聞かせながら、それでも胸の痛みはどうしようもなかった。

　私なんて、正式な妻になれるはずがない。

　ただ化粧が得意なだけの、この世界では身寄りもない小こ娘むすめだ。

　だから後宮に残ると決めた時、いつかこうなることも覚かく悟ごしていた。

　いや正しくは、覚悟したつもりだったというべきか。

　けれど実際にそうなってみると、ちっとも平気じゃなかった。

　仕事にだけは影えい響きようがないようにしようと尚紅の立て直しに打ち込んだけれど、夜はいつも黒曜を待ってしまった。

　そうして眠ねむれないまま夜が明けて、毎日がその繰くり返し。

　待ってしまう自分が惨みじめで、でもだからといって眠ることもできなくて。

　ずっと苦しかった。

　口に出して初めて、この話を誰かに聞いてもらいたがっていた自分に気が付く。

「鈴音様」

　自分で覆おおっていた視界が、ふとぬくもりで包まれた。

　髪かみを撫なでる指の感かん触しよく。

　一いつ拍ぱく後に、花琳が私の頭を抱だきしめているのだと気付く。

「さぞ、お辛かったでしょう……」

　花琳の声こわ音ねには、まるで自分も傷ついているかのような心細さがあった。

「頼たよりなく思えるでしょうけれど、わたくしも夫がある身。鈴音様のお気持ちは痛いほど分かります」

「花琳……」

「深潭様はお優しいですけれど、それでも黒家の当主。もしわたくしにお世よ継つぎができなければ、家か妓ぎをお迎むかえになるでしょう。悲しいことですが、妻はそれを堪たえねばなりません」

　家妓というのは、その家専属の妓女。

　つまりは妾しよう姫きだ。

　花琳を溺でき愛あいしている深潭がそんなことをするとは思えなかったが、実際に無理だとなったら彼はその決断をするのかもしれなかった。

　榮の国は日本と同じように血のつながりを大事にする。

　古い家いえ柄がらともなればそれは尚なお更さらだ。

　そして子供を産むというのは、時に愛だけではどうにもならないこともある。

　天然でおっとりしていると思っていた花琳の告白に、私は思わず息を詰つめていた。

　年が離はなれているとはいえ、夫に熱ねつ烈れつに恋こいしている花琳のことだ。

　もしそうなったらと想像するだけで、きっと堪えがたい苦しみであるに違ちがいない。

「それでも、わたくしは幸せです。旦だん那な様の許に嫁とつぐことができたのですから」

　花琳の気き丈じような声がする。

「大切なのは、既すでにある幸せを大事にすることですわ。失ったもの、これから失うものにばかり心を奪うばわれてはいけません」

　不意に花琳の顔が見たくなって、私は目の上に置いていた腕をどけた。

　するとすぐ目の前には花琳のささやかな胸があって、ちょっとびっくりした。

　ちらりと視線を上にあげれば、薄うす闇やみに花琳の力強い笑みが浮かんでいる。

　彼女はすっぴんの上顔の所々に墨がついていたけれど、今までに見た彼女の中で一番綺き麗れいな表情だと思った。

　私も弱音を吐くばかりでなく、彼女のように強くなりたい。

　離れていく気持ちを悲しいと思うのではなく、一いつ緒しよに過ごした時間を慈いつくしみたい。

「……ありがとうございます。花琳」

　ほんの小さな声でつぶやくと、彼女は私の顔を見て、嫣えん然ぜんと笑った。
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　翌朝。

　目覚めると、久しぶりに心がすっきりと晴れていた。

　ここしばらく、華妃のことで眠れていなかったのが噓うそのようだ。

　広い寝しん台だいの隣となりには、安らかな寝ね顔がおの花琳がのっている。

　昨夜はそうして、眠りにつくまで色々な話をした。

　例えば花琳と深潭の出会いや、私が花酔楼で出会った人たちの話だ。

　家人たちの耳を気にしながら、私たちはまるで修学旅行の中学生のようにはしゃぎあった。

　杉すぎ田たのように親しい友人がいないこの世界で、花琳は初めての友達かもしれない。

　深潭の奥さんが花琳でよかったと、私は心から思った。

　ちなみに昨夜、結局深潭は仕事から戻もどらなかった。

　なんでも、最近は月の半分は家に戻らないそうだ。

　以前黒曜が言っていた、まともな官かん吏りがいないというのがその理由だろうか。

　黒曜にハンドマッサージをした日のことが、ひどく遠くに感じられる。

「鈴音様！　今日は市に参りましょう」

　朝食を終えると、薄うす化げ粧しようにすっかり笑顔を取り戻した花琳がそう言った。

「市？」

「ええ、東市ですわ」

　竜原の都には二つの市がある。

　東市と西市だ。

　この二つは政府が決めた市で、これ以外で勝手に市を開くと処しよ罰ばつされてしまう。

　西市は金市とも呼ばれる国際色豊かな庶しよ民みんの市で、東市は上流階級御ご用よう達たしの格式高い市。

（懐なつかしいな）

　花酔楼がある平康坊ぼうは、東市のすぐ隣にあった。

　余暉が買い出しに出かけては、よくお土産みやげをくれたのも東市だ。

　私自身はお金というものと縁えんがなかったので、市に出かけたことは一度もない。

（もしかしたら、余暉に会えるかも）

　心の中に、そんな邪よこしまな期待があったことは否定しない。

　とにかくそんなこんなで、私たちは連れだって東市へと向かった。
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　黒邸ていから東市までは、歩いてすぐの距きよ離りだった。

　市に近い家ほど格式が高いと聞いたことがあるので、やはり黒家はよほどの名門らしい。

　そして歩いてすぐの距離にもかかわらず、私たちは二人乗りの牛ぎつ車しやに乗った。

　実物を見たことはないけれど、平安時代の牛車よりは多分小さい。

　二つの大きな車輪を持つ牛車は、片側に二つずつ全部で四つの窓がある。

　スペース的に三、四人は乗れそうだけれど、引っ張るのは牛一頭なのでそれ以上乗ると牛さんが大変そうだ。

　のんびりと歩く牛の横を、牛飼いがぴったりついて歩く。

　これなら降りた方が早いと、何度も言いかけては飲み込んだ。

　自分の足でせかせかと歩くのは、庶民のやることなのだろう。

　生きつ粋すいのお嬢じよう様さまの花琳が一緒なのに、まさか私の勝手でそんなことさせるわけにはいかない。

　ようやく市に着くと、太陽は中天にまで昇のぼっていた。

　なんだか歩くより疲つかれたような気がする。

　どんなに礼れい儀ぎ作法を学ぼうが、やっぱり私は根っからの庶民らしい。

　女の二人歩きは危険だからと、護衛には黒家の食しよつ客かくが二人。片方は槍やりを、片方は剣けんを携たずさえている。

　勿もち論ろん以前に見た儀ぎ式しき用のなまくらではない。真しん剣けんだ。

　よろしくお願いしますと頭を下げると、彼らは少し困った顔をした。

　頭を下げられることに、慣れていないのかもしれない。

　初めて見た市は、驚おどろきの連続だった。

　流石さすが上流階級向けというだけあって、並んでいる商品は全すべて質のいい高級品だ。

　新しん鮮せんな異国のフルーツから、高価な茶葉に繊せん細さいな玉の細工物に至るまで。

　見たことのないものがいっぱいで、驚いてしまう。

　そんな私を、花琳は喜々として連れまわった。

　多分、昨日弱音を吐はいた私を、慰なぐさめてくれようとしているのだろう。

　その心こころ遣づかいだけで十分、心が温められる。

　沢たく山さんの店を見て回っていると、美容品を多く扱あつかっている通りに行きついた。

　軒のきを並べる商店には、小さな壜びんに詰められた化け粧しよう水すいや、高価と名高い燕えん州しゆうの紅。中には白粉おしろいを溶とくための、雪解け水なんてのもある。

　白粉を溶くには厳冬の雪解け水がいいと耳にしたことはあるが、まさか商品として売っているとは思わなかった。

　日本風に言うなら、わざわざミネラルウォーターでお米を炊たくようなものだろうか。

　それならば納なつ得とくできないこともない。

　聞き覚えのある声が耳に入ってきたのは、その時だ。

　花琳と並んで螺ら鈿でん細工の化粧道具入れに見入っていると、二軒けん隣となりの店から言い争うような声が聞こえてきた。

「まったく、なんてことをしてくれたんだっ」

「そんな……私は家のために良かれと思って！」

「お前まで後宮を追い出されたとなれば、もう我が家はお終しまいだ！」

　後宮という単語に、思わず顔を上げる。

　どうしたことかと盗ぬすみ見ると、壮そう年ねんの男性と若い女が店先で言い争っていた。

（え？　あれって……）

　驚いたことに、その若い女の方に見覚えがあった。

「まさか……」

「え？　鈴音様？」

　ふらふらと吸い寄せられる私に、花琳が驚いたように声を掛かける。

　しかし、足を止めることはできなかった。

　まるで何かにとりつかれたように、その女に近づく。

　その時だ。

　男が娘むすめの頰ほおを叩たたいた。

　バチンと響ひびいた音に、体が竦すくむ。

　思わず、私はその娘の腕をつかんでいた。

「ちょっ、なによ！」

　頰を押さえた娘が、怒ど鳴なりながら振ふり向く。

　化粧っ気のない顔は、まるで別人のようだった。

　その目にはうっすらと涙なみだが浮ういている。

　見み間ま違ちがえるはずもない。

「あんたは……っ」

　店先で言い争っていた女は、先日後宮を追われたばかりの子美だった。

「放しなさいよ！」

　そう言って、彼女は私の手を振り払はらい走り出してしまう。

　私は慌あわてて、彼女の後を追った。

「え!?　ちょ……鈴音さまぁ！」

　花琳の呼び声を背中に聞きながら、どうしても立ち止まれなかった。

　なぜか子美の話を聞かなければいけない気がしたのだ。

　なぜそう思ったのかは、私にもよく分からない。
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　子美を追って走り回り、彼女が近くの坊に飛び込んだところで、ようやく捕つかまえることができた。

　壁かべに囲まれた坊の中には、大きな家々が並ぶ。

　東市の近くにある坊のほとんどは、官かん吏りや貴族などの住む高級住宅地だ。

　坊とは竜原の都の一区画のことで、碁ご盤ばんの目の四角は一つ一つ壁に囲まれそれぞれが小さな町ぐらいの規模をしている。

　用事のない坊に入ったことがないのは当然で、見覚えのない場所に少し焦あせった。

　どうやって帰ろうか───一いつ瞬しゆんそんな焦りがよぎる。

「もっ、逃にげないからっ……放しなさいよ！」

　子美は息も絶え絶えで、疲れ切っている様子だった。

　私の方が少し余よ裕ゆうがあるのは、花酔楼で少年としてこき使われていたからかもしれない。

「あ、ごめんなさい」

　慌てて手を放すと、子美はその吊つり上がった目で私を激しく睨にらみつけた。

　視線で相手を傷つけられるなら、私は今いま頃ごろ間違いなく致ち命めい傷しようのはずだ。

「あん……った、一体なんなのよ！」

　子美が怒ど声せいを上げる。

　まあ怒おこって当然だろう。

　私の発言が原因で、彼女は後宮を追い出されたようなものなのだから。

　けれどどうして彼女がそんなことをしたのか、私は気になった。

　なんとなくだが、さっきの男性との言い争いとなにか関係があるような気がした。

　子美の息が整うのを待って、彼女に尋たずねる。

「あの、頰、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「はぁ？」

「さっきの……ぶたれていた、から……」

　そう言うと、子美は辛つらそうな顔で黙だまり込んだ。

　なんだか気まずい空気が流れ、私も黙り込んだ。

　しかしその頰を放っておくわけにはいかないので、何か冷やせるものはないかと周囲を見回す。

　近くにちょうどよく水路があったので、そこで手しゆ巾きんを濡ぬらす。

　大きなお邸第やしきでは人工的に池や川を造ったりするので、多分そのための水路なんだと思う。水は澄すんでいて、触ふれるとひんやりと冷たい。

　絞しぼった手巾を差し出すと、子美は更さらに目を吊り上げた。

「やめてよ！」

　怒鳴られたが、ぶたれた場所は赤く腫はれあがりつつあった。

　早く冷やさないとと焦り、おもわず手巾を押し当てる。

「っ……あんたねえ！」

「怒ってもいい、ですから……当てていてください」

　懸けん命めいにそう言うと、怒るのに疲つかれたのか子美は黙り込んだ。

　頰を押さえる彼女の手に手巾を押し付け、水路の近くにあった木製の長なが椅い子すに誘ゆう導どうする。

　坊ぼうの出入り口の近くなので、おそらくは開門を待つための公共の椅子だろう。

　流石高級住宅地だけあって、作りもしっかりしている。

　もう抵てい抗こうする気も失うせたのか、子美は大人しく椅子に腰こし掛かけた。

　隣となりに座って彼女が落ち着くのを待っていると、少し冷たい風が吹ふいた。

　空を見れば太陽がかなり傾かたむいている。

　春先なので夕刻はまだ震ふるえるほどに寒い。

「一体なんなのよ……あんた」

　呆あきれたと言わんばかりに、子美が小声でつぶやいた。

「あの、さっきの……」

　尋ねようとして言葉を濁にごすと、彼女は辛そうに眉まゆをひそめ大きなため息をついた。

「あれは父よ」

「お父さん……」

　なんとなく予想はついていたが、彼女の口から聞くと余計に気が滅め入いった。

　彼女の父は、子美が後宮を追い出されたことを嘆なげいていた。

　理由は彼女が規則を犯おかしたから当然だとはいえ、それを指し摘てきしたのが自分だと思うとなんとも言えない気持ちになる。

　もう一度沈ちん黙もくが落ちて、次に口を開いたのは子美の方だった。

「うちは代々白粉おしろい問屋をしていて……でも突とつ然ぜんの鉛えん白ぱく禁止で、身代が傾いていたの。良かれと思ってしたことだったけど、やっぱり悪いことなんてするもんじゃないわね」

　子美の話し方は、後宮にいた時より気軽なものになっていた。

　それが彼女本来の話し方なのだろう。

　後宮で分厚い化け粧しようを顔に塗ぬりこめていた時よりも、今の彼女の方が自然に見えた。

「悪いことだって、知って……？」

　思わず問いかけると、子美は歪ゆがんだ笑いを見せた。

　嘲あざけるような、だけど辛そうな、そんな複雑な表情だ。

「そりゃあね。小さい頃ころから、お客さんを沢たく山さん見てきたもの。中には変な病気になる人もいたわ。鉛白を身近に扱あつかってたからでしょうね……私の母もそう。当時はまさか、その原因が商品にあるなんて、思いもしなかったけど」

「っ……だったらなんで!?」

　思わず言い返すと、彼女はきっと私を睨みつけた。

「だからこそよ！　母さんが、命を懸かけて守った店なのよ!?　そう簡単に潰つぶせるわけないじゃない!?」

　彼女の目から、滂ぼう沱だの涙が溢あふれ出した。

　私は言葉をなくし、黙り込んだ。

　彼女のしたことは、正しくない。それは間違いない。

　でもそれも、理由があってのことだった。

　だから許されるということでもないが、他人の私が容易たやすく非難できることでもない気がした。

　誰だれもが、自分の事情を抱かかえて生きている。

　それは日本も、榮も一いつ緒しよなのだ。

　手巾は既すでに頰ほおを冷やすのに使っていたので、私はひらひらとした袷あわせの裾すそで彼女の涙を拭ぬぐった。

　子美は嫌いやそうにしていたが、もう逃げることに疲れたのか私の手を拒きよ絶ぜつしようとはしなかった。

　太陽がみるみると傾き、西の空が橙だいだいに染まっていく。

　夜になると坊間での移動は禁止されているので、夜を知らせる鐘かねの前にせめても黒邸のある坊に入っておきたい。

　どうしようかと考えていると、近くにあった門から人を乗せた馬が入ってきた。

　都の中で馬に乗れるのは、いい家いえ柄がらの男性だけだ。

　手入れが行き届いているのか、青あお鹿か毛げの馬は美しかった。

　走ってきたのか、後ろ脚あしの内うち股またのあたりが白く泡あわ立だっている。

　馬の汗あせが泡立つというのは、花酔楼の廏うまやの手伝いをしていて学んだことだ。

　流石さすが高級住宅地だと思って何気なく見ていると、馬上の人に突然声を掛かけられた。

「小しよう鈴りん、か？」

　花酔楼で呼ばれていた渾あだ名なで呼ばれ、驚おどろいて顔を上げる。

　長かった髪かみを高く結ゆい上げている姿は見覚えのないものだが、その麗うるわしい顔だけは見み間ま違ちがえようもなかった。

「余暉……？」

　馬に乗った彼は、驚いたように私を見下ろしていた。
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「いい加減、話してくれてもいいんじゃないか？」

　龍宝の声には、隠かくしきれない苛いら立だちが滲にじんでいた。

　それもそのはずで、どんなに手を尽つくしても華家の新当主は沈黙を守ったままだ。

　各方面から働きかけても梨なしの礫つぶてで、彼の苛立ちは日に日に募つのっていた。

「下手へたな時間稼かせぎは、身のためにならんぞ？」

　凄すごむ龍宝に、しかし華妃ひは黙ったままだ。

　閨けい房ぼうとは名ばかりで、二人の間の空気はピンと張り詰つめていた。

「そう言われましても、わたくしからはなんとも」

　瑞英はそう言って、団扇うちわで口元を隠すばかり。

　龍宝は大きなため息をつくと、理解できないというように肩かたを竦すくめた。

「どうしてそれほどまでに義理立てする？　突然現れて、お前を後宮に入れたような男だぞ？」

　瑞英の身元の調べはついている。

　今でこそ華の姓せいを名乗ってはいるが、そうなったのはつい最近だ。

　彼女の本当の姓は蘇そ。蘇瑞英。

　生き残った華家の親族を取りまとめる長老の孫で、入宮に際し華家の新当主の養子となったという。

　素す性じようの定さだかではない男の養子となり、そして今は皇こう帝ていへの贈おくり物として利用されている。

　そこに恨うらみはないのかと、龍宝はそう言っているのだ。

　しかしそんな龍宝の言葉に、今までのらりくらりと矛ほこ先さきをかわしていた瑞英が、突とつ如じよとして立ち上がった。

　その華きや奢しやな肩は、驚いたことに怒いかりに震えている。

「あの方を、侮ぶ辱じよくするのはおやめくださいっ」

　その押し殺した声からは、乱れた感情を慌あわてて抑おさえつけている様が見て取れる。

　女の目に浮うかんでいるのは、愚おろかしいまでの忠誠心だ。

　まるで主あるじのために死地に赴おもむく兵士のような───少なくとも、美しく着き飾かざった妃きさきがするような目ではない。

　その目に、龍宝は頑かたくなな彼女の真の顔を見た気がした。

　二人の間に、沈黙が落ちる。

「……そんなにも、素す晴ばらしい男か？」

　突然の龍宝の問いに、瑞英は目を見張った。

「なにをっ」

「忠義を尽くすほどの価値が、その男にはあると？」

　龍宝の目に、揶や揄ゆするような色はない。

　ただただ注がれる真しん剣けんな眼まな差ざしに、瑞英は言葉をなくした。

「余は何も、華家を責め陥おとしいれんとそちを訪おとなっているわけではない」

　蠟ろう燭そくの明かりに、男の熱心な表情が浮かぶ。

「果たして。黙だまりこくるばかりが、忠義ではないはずだ」

　そう言い残し、龍宝が房ぼうを出て行く。

　瑞英は真意を探さぐるように、黙ってその背中を見送った。
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「小鈴、なのか？」

　馬を下りた余暉は、恐おそる恐るというように手を伸のばした。

　再会の喜びと同時に、手紙だけで約束を破ってしまった後ろめたさが湧わき上がってくる。

　手を伸ばすことも、返事をすることもできず私は立ち尽くした。

　そんな私たちに、子美が胡う乱ろんな目を向けている。

「どうして答えない！」

　すると突然、余暉が無理矢理に私の手を取った。

　荒あらげられた語ご尾びに身が竦む。

「あ……」

　見上げると、そこには以前よりも美しさに磨みがきのかかった余暉が立っていた。

　男衆と同じ格好ですら、女と見間違えられていた彼だ。

　富ふ豪ごうのように着飾れば、その姿は匂におい立つように美しかった。

　もし彼が女として生まれていれば、傾けい国こくとして芙蓉と共にその名を轟とどろかせていたに違いない。

「こんなところで何を……後宮にいたんじゃなかったのか!?」

　手首を摑つかむ余暉の手に、ぎりりと力が籠こもる。

「い、痛いよ余暉……放して」

「放したら、また俺の前から姿を消す気だろう！」

　激しい言葉に、泣きたくなった。

　あの優やさしかった余暉が、こんなに怒おこるなんて。

　彼をそうさせてしまった自分の不義理を、私は悔くいた。

「お取り込み中のようだから、私はもう行くよ。帰れなくなっても困る」

　そう言って、子美がそそくさとその場を去ろうとする。

　呼び止めても、彼女は振ふり向きもしなかった。

　追いかけようとすると、余暉の手の力が、また強まった。

「痛っ！」

　思わず叫さけぶ。

　はっと気が付いたように力を緩ゆるめてくれたが、余暉が手を放してくれることはなかった。

　そうしている間に、子美の背中はもう追いつけないほどに遠くだ。

　観念して、私は目の前の人と向かい合う覚かく悟ごをした。

「余暉、放して。逃げないから」

　そう言うと、迷いながらも余暉はその手を放した。

「あ……元気に、していたか？」

　らしくないしおらしい問いに、こくりと頷うなずく。

　顔が見られなくて俯うつむいた。

　私にとって余暉は、黒曜といるために切り捨てようとした過去だ。

　あんなにお世話になっておいて、なんて勝手なのだろうと自分でも思う。

　だから彼の目をまっすぐに見られないのは、その疚やましさのせいだった。

「うん。余暉、は？　元気？　なんだか随ずい分ぶんと、綺き麗れいな格好だね」

　おずおずと言う。

　緊きん張ちようで声が上うわ擦ずった。

「ああ、こっちも色々あって……」

「あんまり綺麗だから、びっくりしちゃったよ」

　ちょっと茶ちや化かすように言うと、余暉が黙り込んだ。

　気を悪くさせたかと様子を窺うかがうと、その顔には複雑な笑えみがのっていた。

「言葉、上達したんだな……」

　それはため息のような、ほんのかすかな声だった。

「うん。後宮でよく教えてくれる人がいて、春麗って言うんだけどすごくきれいな人で───」

　余暉の様子がおかしい気がして、沈ちん黙もくを埋うめようと余計に口を動かす。

　なのに、話すほどに彼の表情は険しくなった。

「後宮の話なんてするな！」

「ひゃっ」

　怒ど鳴なりつけられ、思わず後ずさる。

　逃げたいけれど、逃げちゃいけない。

　やはり手紙だけではだめだったのだ。

　余暉は私の不義理を怒っている───そう、思った。

「ご、ごめん。ちゃんと連れん絡らくもしなくて。戻もどってくるようにって、言われてたのに」

　しどろもどろに言いながら、あちらこちらに視線を彷徨さまよわせる。

　空の橙だいだいはもう、燃えるような赤に染まっていた。

　その色を見てはっとした瞬しゆん間かん、宮城から夜を知らせる鐘かねの音が鳴り響ひびいた。

　坊ぼうの門では役人が、その門もん扉ぴを閉じている。

「あ！」

　声を出してももう遅おそい。

　一度閉じてしまった門は、翌朝五ご更こう五点の鐘が鳴るまでは開かない決まりだ。

（これじゃ黒家に帰れない。どうしよう……）

　悩なやむ私と余暉の間に、気まずい沈黙が落ちた。

「とりあえず、うちに来い。ずっとここにいるわけにもいかないだろう」

　見かねたのか、余暉がそう申し出てくれる。

　怒っている彼についていくのは勇気が必要だったけれど、他ほかに選せん択たく肢しもない。

　覚悟を決めて、私は余暉についていくことにした。




　余暉に案内された先は、高級住宅地の中でも特に大きなお邸第やしきだった。

　広い中庭と、木造に瓦かわら屋根の立派な建物。

　入口からでは全ぜん貌ぼうが見み渡わたせないほどで、黒邸と同じかあるいはもっと広いのかもしれない。

　私は驚おどろいてしまって、茫ぼう然ぜんと立ち尽つくした。

「ほら、ぼんやりしてないで中へ」

　余暉が苦笑いをしながら、長い人差し指を私の顎あごに当てた。

　それでようやく、私は自分の口が開きっぱなしになっていることに気付いたぐらいだ。

「ええと、余暉はここのご主人に、雇やとわれてるん、だよね？」

　そう考えれば納なつ得とくがいく。

　お金持ちの中には、専属の髪かみ結ゆい師しを雇う人だっているだろう。

　余暉自身が豪ごう華かな服を着て馬に乗っているのも、そのご主人様に気に入られてのことに違いない。

　しかし駆かけ寄ってきた廏うまや番の老人に、その考えは否定されてしまった。

「これはこれは旦だん那な様。お帰りなさいませ」

　老人は深々と拱きよう手しゆしたかと思うと、余暉が連れていた馬の手た綱づなを受け取る。

　私が二人乗りを怖こわがったので、余暉がここまで手綱を引いて連れてきたのだ。

　彼の言葉に、私はピシリと硬こう直ちよくした。

「えっと……旦那様？」

　余暉の顔を見上げると、彼は優美なばかりの苦笑いを浮うかべていた。

「まあ、俺にも色々あったんだよ」

　何が色々あると、こんな短期間に大きなお屋や敷しきの旦那様に成り上がれるのだろう。

　残された可能性は玉の輿こしぐらいだろうか。

「ちなみに、玉の輿ではないからな」

　考えを読まれたのか、すぐさま否定された。

「突つっ立ってないで、いいから入れ。ちゃんと説明してやるから」

　おかしそうに笑いながら、余暉が言った。

　それがようやく見られた懐なつかしい笑顔だったので、私は肩かたの力を抜ぬくことができたのだった。
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　揺ゆれるのは金の歩ほ揺よう。

　季節を表したものか、冠かんむりには薄うすい金でできた梅樹が沢たく山さんあしらわれている。

　胸まである裙子スカートには香かおり立つような桃ももの花が刺し繡しゆうされ、直領衫うわぎには色いろ鮮あざやかな蝶ちようが散っていた。

　腰こしを締しめる帯は絹なのか黒が艶つややかだ。そしてその上から、金きん彩だみで驚くほど細かい飾かざり文様が施ほどこされている。

　ふわりと柔やわらかい披帛ストールは、最初から引きずる仕様なのかとても長い。

　皇太后もかくやというような、豪ごう勢せいな衣装だ。

　現在の私は、家人の手によって着飾られその重みで動けずにいる。

　抵てい抗こうする暇ひますらなかった。

　余暉がどう命令したのか、おかしいと疑問を呈ていする暇もなくこの有様だ。

　とりあえず、この邸第の家人はかなり優ゆう秀しゆうだなと思った。

「旦那様がお見えです」

　次の間に控ひかえていた家人から声がかかる。

　出で迎むかえるために立ち上がろうとしたが、髪かみ（鬘かつら）を直していた家人によって押し留とどめられた。

　どうやらまだ微び調ちよう整せいが終わっていないらしい。

　房ぼうに入ってきた余暉は、私の姿を見て立ち止まった。

　やはりこんな服を私が着てはまずかったのではないかと、不安になる。

　黙だまりこくった余暉を、待っていられたのはわずかな時間だった。

「よ、余暉？　何か言って」

　思わずそう言うと、余暉は仕切り直すようにコホンと咳せきをした。

「見み違ちがえたな、小鈴。まるで仙せん女によのようだ」

　蠟ろう燭そくに照らされた美び貌ぼうが、ほんのりと赤くなっている。

　きっと慣れない美び辞じ麗れい句くに照れているに違いない。

　気を遣つかわせてしまったと申し訳なくなった。

「あの、すごく立派。衣装……本当に私着てよかった……？」

　たどたどしく確かく認にんすると、立ち止まっていた余暉がようやく歩み寄ってきた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。小鈴のために買い揃そろえたものだもの」

「え？」

　どういうことだろうかと、余暉の顔色を窺うかがう。

　私は余暉に、城下には戻もどれないと手紙で知らせていたはずだ。

　なのにこんな、おそらく家が一いつ軒けんぐらい建ってしまいそうなほどの、豪華な衣装を用意した理由が分からない。

「おいで」

　疑問に思いつつも、伸のばされた手を取る。

　微調整が終わったのか、椅い子すから立ち上がるのを家人が手伝ってくれた。

　立ち上がってしまえば今度は座るのが大変そうだった。

　要は頭が異常に重いのだ。

　まるでフルフェイスのヘルメットをかぶせられたような重量感がある。

　頭をぐらつかせる私に、余暉は薄い笑えみを零こぼした。

「後宮では、冠はかぶらなかったのか？」

「私ただの女によ官かん、だから」

　先ほど怒ど鳴なられたからか、無意識に言葉がたどたどしくなった。

　そうすると本当に、小鈴だった頃ころに戻ったかのようだ。

　私の答えに、余暉は少しだけ不ふ機き嫌げんそうになった。

「妃きさきにするわけでもないのに……っ」

　どういう意味だろうかと余暉の顔を見上げたが、その表情だけでは彼の気持ちを理解することなんてできなかった。




　余暉の手を借りて中庭に出る。

　残念ながら雲が出ていて、月を見ることはできなかった。

　代わりにかぐわしい木もく蓮れんの香りがする。

　案内された四阿あずまやには、豪華な宴えん席せきがしつらえてあった。

　わざわざ運び込まれたであろう卓たく子しには、とても二人分とは思えない量の食事がのっている。

　手を借りて椅子に座ると、他ほかに誰だれが来るのだろうかと私は周囲を見回した。

　四阿には私たち二人きりで、給きゆう仕じをする家人も今は少し離はなれた場所に控えている。

「どうした？」

「え、いや、あと誰くる、思て……」

　思ったままを口にすると、なぜか余暉が破顔した。

「この料理は全すべて、小鈴のために用意したものだ」

「だってこんな、いっぱいアルよ!?」

　私の驚おどろきっぷりに、余暉は気をよくしたようだ。

　その顔に蕩とろけるような笑みが浮かぶ。

　顔が熱くなった。

「遠えん慮りよするな。我が慢まんせずいくらでも食べていいぞ」

（嬉うれしいけど、余暉の中で私ってそんなに食いしん坊ぼうなイメージなの!?）

　思わず問い詰つめたくなったが、折せつ角かくの和なごやかな雰ふん囲い気きを壊こわしたくなくて諦あきらめた。

　おずおずと匙さじを取り、まずは羹スープに手を伸ばす。

　蕪かぶのスープにはとろみがあって、春先に冷えた体を温めてくれる。

「おいしい……」

　思わずこぼれた呟つぶやきに、余暉は本当に嬉しそうに笑った。

「どれどれ、俺も」

　そう言って、彼も同じものに口をつける。

　そうして私たちは、気まずさを忘れて楽しいひとときを過ごした。
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　黒深潭は悩なやんでいた。

　それはおろおろとする幼妻が、目に入れても痛くないほどに可愛かわいいからではない。そう決して。

「わたくしのせいですわ！」

　そう言ってはさめざめと泣く妻は、座った深潭の膝ひざにかじりついて離れない。

　どうして妻というものは、これほどまでに小さくて愛らしいものかと思う。

（いけない。また思考が逸それてしまった）

　冷血の宰さい相しようと渾あだ名なされる深潭が、ここまで愛妻家であると知る者は少ない。

　家人たちは慣れた様子で、ほほ笑えましそうに二人を見ている。

「うっ……鈴音様は市が初めてのご様子で、なので土と地ち勘かんもなく今いま頃ごろお困りのはずですっ」

　さめざめというよりはずびずびになってきた涙なみだを、手しゆ巾きんを取り出して拭ぬぐってやる。

　その顔はまるで林りん檎ごのように真っ赤で、片手に載のせて唇くちびるを寄せたくなるほどだ。

「分かっている。夜が明けたら家人たちに捜さがさせよう。花琳は休みなさい」

「しかし！」

「慌あわててもどうなるものでもない」

　努めて冷静に言うと、妻の肩がびくりと揺れた。

　彼女は知らない。

　深潭がこの顰め面つらの裏で、どれほど妻を溺でき愛あいしているかなど。

　というか、気付かないのは本人ぐらいだ───と深潭は思う。

　花琳はおずおずと膝から離れ、床ゆかの上で居住まいを整えた。

　そのさまはまるで、大人しく従順な小型の犬のようである。

「すっかり取り乱してしまって……申し訳ございません」

　ひらひらとした長い裾すそで、花琳が小さな口元をそっと覆おおう。

　美しく成長したとはいえ、そうしているさまは幼い頃となんら変わりがない。

　深潭は思わず零れそうになる笑みを、すんでのところで堪こらえた。

　きっと花琳からはそれがひどい苦く渋じゆうと映っているはずで、止やめようとは思うのだが素す直なおにほほ笑むことができない。

　深潭が気分を害したと思ったのか、花琳は叱しかられた子犬のようになった。

　どうしていつもこうなってしまうのかと、深潭は泣きたくなる。

　原因は全て、彼の生まれてきた環かん境きようにあった。

　深潭は黒家の一人息子むすこである。

　将来は跡あと取とりとして、そして皇こう帝ていを支える乳ち兄きよう弟だいとして、幼い頃より厳しく躾しつけられた。

　時は幼い皇帝の御宇みよとは名ばかりの、皇太后が権勢をふるった時代である。

　龍宝と近しかった深潭には、何度も命の危機があった。

　毒殺不意打ちは当たり前。

　時には女を宛あてがい、深潭を思うままにしようとする企たくらみもあった。

　犯人は分かっていないにせよ、おそらくは皇太后の息がかかった者の仕し業わざだろう。

　命を狙ねらわれて、へらへらと笑っていられる者はいない。

　自然深潭は、常に苦渋を嚙かみしめているかのような人相になってしまった。

　見合い用に画家に描えがかせた似姿は、人相書きと見み紛まがうばかりである。

　本当に、花琳はよくぞ怖こわがらないでいてくれるものだ。

　いや怖がってはいるが、それでも恐おそる恐る近づいてきてくれるところが可愛いのである。

　深潭は、花琳が幼い頃からよく知っている。

　それは彼女が、黒家の分家の子供だからだ。

　花琳と結けつ婚こんする前、深潭には幾いく人にんもの嫁よめ候補がいた。

　名門黒家の主あるじのことである。

　正妻ではなくとも、例えば家か妓ぎとして娘むすめを娶めとってくれないかと、囁ささやく者もあった。

　しかしその内のどれが、皇太后の企みか分からない。

　元来の女好きというわけでもない。

　深潭はそういった申し入れを、全て丁てい寧ねいに断り続けた。

　いつしか深潭は若い皇帝と念友であり、女に興味がないのだという噂うわさまで立った。

　若い少年を是ぜ非ひにと勧すすめてくる輩やからには辟へき易えきしたが、そう思われるのは好都合、とすら思っていた。

　そうしてすっかり結婚の機会を逃のがした深潭が、花琳と再会したのは三十を過ぎてからだ。

　その頃花琳は、ちょうど父を亡なくして頼たよるべき人を失っていた。

　不仲の兄が実家を継ついだので、家に居場所がなくなったのである。

　これ幸いと、金持ちの助平親父おやじに身売りされそうになっていたところを、それはあんまりだろうと思い娶った。

　彼女の父には生前世話になっていたので、深潭からすれば妻を娶ったというよりも、可哀かわい想そうな子供を引き取ったような気持ちだった。

　それがここまでの愛妻家に変へん貌ぼうするとは、彼自身想像していなかったことである。

　何はともあれ、可愛い妻を娶らせてくれた運命の女め神がみに感謝したいところだ。

　同時に、幾人もの妻を娶らなければいけない主、龍宝には同情の念を禁じ得ない。

　だからといって身元の知れない化粧けわい師しに懸け想そうしてしまったのは予想外だったが───。

　そこまで考えて、愛妻家の宰相はようやく自分が何を悩んでいたのかを思い出した。

　化粧師の行方ゆくえ不明を、主に知らせるべきか否いなか。

　愛いとしい妻を見下ろしながら、深潭は重い重いため息をついた。
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　龍宝は遠乗りに来ている。

　いくら忙いそがしいとはいえ、動かさなければ体が鈍にぶる。

　朝議を終えて北ほく衙が禁軍の訓練に参加し、昼過ぎに馬に乗った。

　竜原の都を出て駆かけること数里。

　風を切る感覚はやはり心地ここちいいものだ。

　ここ数か月の鬱うつ屈くつした気持ちが、解けていくように感じた。

　勿もち論ろん非公式とはいえ皇帝の行幸であるから、遠乗りには軍も一旅付いてきている。

　その数は約百人ほど。

　皇帝の行幸をこれ以下の数とするのは難しい。

　野営訓練をする彼らの視察という名目で、龍宝は束つかの間の自由を得たのだ。

　わざわざ軍の訓練に顔を出すのは、運動不足解消の他ほかに連れん携けいや力関係の確かく認にんのためでもある。

　皇太后を倒たおす時は味方になってくれた軍部も、共通の敵がいなくなれば絶対の味方とは言い切れない。

　それが元傀かい儡らい皇帝の辛つらいところだ。

　代々黄家に忠誠を誓ちかっていた家臣の中には、皇太后の暴ぼう虐ぎやくを嫌きらって宮きゆう廷ていを去った者が少なくない。

　それらを呼び戻もどし、真っ当な政治体制を整えるのが今の龍宝の第一の任務だ。

　そのためには、軍にそっぽを向かれるわけにはいかない。

「相変わらず、見事な手た綱づな捌さばきですな」

　鯰なまず髭ひげの将軍が、呵か々かと笑いながら近づいてくる。

　その温和な面おも持もちは、ひとたび戦いくさとなれば修しゆ羅らとなることを知っている。

　特に親しい将軍の一人で、龍宝に馬術を教えてくれた師し匠しようでもある。

　名を趙ちよう仁じん貴きという。

　老ふけて見えるがまだ四十を少し超こえたばかり。

　趙の家いえ柄がらもまた古く、龍宝に好意的という意味でも今の榮になくてはならない人だ。

　今は一旅を率いてはいるが、本来は右龍武軍全体を指揮する有能な将軍である。

　仁貴がおもむろに言う。

「しかしお心は優すぐれないようだ。雪せつ原げん公こう主しゆが心配しておりますぞ」

　雪原公主というのは葦あし毛げの牝ひん馬ばで、龍宝の愛馬だ。

　皇帝の廏うまやには数多くの馬がいるが、龍宝は好んで雪原公主に乗ることが多かった。

　彼女の葦毛はその名のとおり、薄うす灰はい色が降り始めの雪原に似ている。

　龍宝は雪原公主の馬首を撫なでた。

　よく手入れされているので毛け艶づやがよく、愛馬の肌はだは手にしっくりと馴な染じむ。

「……会いたい女がいるのだ」

　龍宝の言葉に、仁貴はどんぐり眼まなこを更さらに丸くした。

　そしてその顔がすぐに笑えみ崩くずれる。

「いやはや、これは驚おどろきましたが臣にはよい知らせ。陛下のお子が見られる日もそう遠くないですかな」

　仁貴が盛大に笑うので、彼の騎き馬ばが驚いたようだ。

　雪原公主と仁貴の馬が、足を踏ふみ鳴らしヒヒンと嘶いななく。

「こら仁貴。公主が驚いている。やめよ」

「おやおや失敬。しかし陛下、雪原公主は驚いているのではありませんよ。公主は陛下に意中の女性がいるのが気に食わないらしい」

「そうなのか？　雪原」

　龍宝が尋たずねるが、馬が是はいと答えるはずもない。

　しかしやはりどこか落ち着かなげな様子なので、龍宝は更にその馬首を撫でてやった。

「これはすまなかった。お前といる時に無作法であったな」

　そう言うと、公主は心なしか少し落ち着いたようだ。

　馬とは賢かしこい生き物なので、人の言葉が分かったとしてもなんら不思議ではない。

　そのやり取りをほほ笑ましく見ていた仁貴だったが、不意に真ま面じ目めな顔になり言った。

「陛下。今おっしゃったように華妃ひへの寵ちよう愛あいが本物であるなら、彼女を皇后として擁よう立りつしてはいかがですかな？　皇太后が去ってまだ三み月つき。浮うき足立った後宮も新たな主を迎むかえれば収まりましょう」

　皇こう帝ていの寵愛がどこにあるかは国中の関心事であるから、仁貴から華妃の名前が出ても龍宝はさほど驚かなかった。

　華妃が寵妃として噂になっているということを、龍宝は勿論知っている。

　深潭ともよく話し合った上で、そう決めたことだ。

　華妃が寵妃となれば、華家の当主がなんらかの反応を見せるのではないか。

　そんな下心あっての後宮通いだったが、今のところこれといった成果は出ていない。

　それと同時に、鈴音の許もとへ行くのは控ひかえていた。

　鈴音が自分の弱みだと、華妃に悟さとらせないためだ。

　しかしそれもそろそろ、限界だと龍宝は思う。

　最後に会った時丁寧に揉もみ解ほぐされた手のひらを見ると、会いたいという衝しよう動どうがこみ上げてくるのだ。

　異国から来た言葉も覚おぼ束つかない少女に、間ま違ちがいなく龍宝は執しゆう着ちやくしていた。

　だからこそ、それが大切だと知られた誰だれかに奪うばわれるのが恐おそろしい。

　後宮にはまだ雨う露ろもいる。

　皇太后が離り宮きゆうに移されてからは大人しくしているが、あの欲深い老人がこのまま黙だまっているとも思えない。

「あり難がたい忠告だが……」

　龍宝は一いつ瞬しゆん遠くを見た。

　見み渡わたす限かぎりの平原である。

　その向こうに、鈴音が生まれた国があるのかと思うと、なぜだか不思議な気持ちになった。

「後宮のことは、慎しん重ちようになりすぎるということはない。正当な主あるじが決まったら、その時は趙将軍に真っ先に知らせよう」

　龍宝の言葉に、仁貴は畏かしこまって拝礼を返した。

　流石さすがにというか、馬上で両手を離はなしてもその体勢は揺ゆらぎもしない。

「差し出がましいことを申しました。その時を楽しみにしております」

　朝ちよう廷ていにも彼のような臣下がいればと、龍宝は苦く笑った。
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　目が覚めた時には、既すでに日が昇のぼっていた。

　昨夜ゆうべはなかなか寝ね付つくことができず、明け方近くまでうだうだと寝返りを繰くり返していたのだ。

　なので体には疲つかれがそっくり残っていて、もう一度目を閉じたくなった。

「お目覚めですか？　小姐おじよう様」

　けれど聞き覚えのない声に、慌あわてて飛び起きる。

　見れば枕まくら元もとに三人も女性が侍はべっていた。

　どれも知らない顔だ。

　寝る前の記き憶おくをひっくり返し、ようやくそこが余暉の家なのだということを思い出す。

　寝い汚ぎたないところを見られたと思い、顔が熱くなった。

「お、おはようござい、ます……」

　おずおずと言うが、相手は鉄てつ壁ぺきの笑顔だ。

　そしてその三人に促うながされるまま、朝から湯あみをさせられた。

　逃にげようにも厚こう意いを無下にもできず、内心で悲鳴を上げながら体中磨みがかれる。

　糸瓜へちまのスポンジで体中を洗われるというのは未知の体験で、最中何度も悲鳴を嚙かみ殺した。

　朝一からどっと疲れた後、今度は人形の如ごとき着き替がえが待っている。

　筒つつ状じようの裙子スカートを胸まで引き上げ、その下でぎゅっと帯を締しめられる。絹でできた濃のう紺こんの帯は美しいばかりだが、今はそんな感想よりも苦しいという気持ちが勝った。

　ゆったりとした上じよう襦じゆには牡ぼ丹たんの花が堂々と刺し繡しゆうされている。

　地味な私が着ると、まるで牡丹の方が主役のようだ。

（こういうのを着こなすのには才能が必要だよ）

　どこかで他人ひと事ごとのように考える。

　他人事というよりは、現実逃とう避ひだ。

（もうなるようになれ）

　そんなやけっぱちな気持ちになった。

　またも複雑に髪かみが結ゆわれ、昨日とは違ちがう冠かんむりを載のせられる。

　今日の冠には金細工の鳳ほう凰おうが載っていた。

　凄すごいを通り越して逆に申し訳ない気持ちになった。

　もう全力で鳳凰の土台に徹てつすることにする。

（例えば華妃なら、こんな衣装もさらりと着こなしちゃうんだろうな）

　そう考えると、反射的に気持ちが沈しずんだ。

　彼女自身は立派だしすごく素す敵てきな人なのに、こんな気持ちになるのは私がおこがましい未熟者だからだ。

　そう思ったら、少し泣きたくなった。

「小姐様。ご気分が優れませんか？」

　着付けをしていたお姉さんが、心配そうに顔を覗のぞき込んでくる。

　どうにか大だい丈じよう夫ぶとだけ言い、それから着替えが終わるまで、私はずっと黙り込んでいた。

「小鈴。大丈夫か？　気分が優れないと聞いたが……」

　準備が整ったのと、房ぼうに余暉が飛び込んできたのはほぼ同時だった。

　どうやら着付けを手伝ってくれた女性の一人が、いつの間にか私の不調を余暉に知らせたらしい。

　私はぶるぶると慌てて首を振ふった。

　鳳凰の尾お羽ばねの部分がしゃらんしゃらんと音を立てる。

　少し頭を動かしただけなのにくらくらした。

「おっと。冠をつけている時は、あんまり激しく頭を動かすな」

　余暉が丁てい寧ねいな手つきで、私の頭を支えてくれる。

　彼は髪かみ結ゆい師しなので、こういった装そう飾しよく品の扱あつかいにも慣れているに違いない。

「余暉、綺き麗れいな服あり難いけど、私普ふ通つうの服でいいよ？」

　昨日から言えずにいたことを思い切って言うと、余暉は気にするなと言って笑った。

「俺がしたいからそうしているんだ。悪いが付き合ってくれないか？」

　なぜだろう。その笑えみが少し寂さびしそうだと感じたのは。

　そう言われてしまっては、何も言えなくなってしまう。

　着替えを終えると今度は朝食だ。

　あまり食べられないと伝えると、昨夜とは違い用意されたのは食べやすい中ちゆう華か粥がゆだった。

　といっても山海の珍ちん味みが惜おしげもなく使われた、ひどく豪ごう華かなお粥だったのだけれど。

　贅ぜい沢たくな朝食を終えて、私は思い切って余暉に願い出ることにした。

　このままでは、ずっと余暉のペースに流されるままだ。

「ねえ余暉、二人だけで話、したい」

　そう言うと、分かったと言って余暉はすぐに人ひと払ばらいをしてくれた。

　給きゆう仕じや配はい膳ぜんを担になっていた家人がいなくなり、広い房に二人きりになる。

　卓たく子しをはさんで向かい合うと、なぜか余暉が大きく見えた。

　彼の上品な顔立ちに、仕立てのいい官かん吏りのような盤領まるえりの胡こ服ふくを着ると、それだけでまるで王のような風格がある。

「それで、話というのは？」

　言こと葉ば遣づかいまで、以前とは少し違っている。

　私は目の前の人が本当に自分の知る余暉なのか、分からなくなった。

「余暉、どうしてここにいる？　髪結いの仕事はいいの？」

　尋たずねると、余暉はそのことかと小さく笑った。

「髪結いの仕事は辞やめた。今はここで───そうだな。次の仕事の準備をしているよ」

「次の仕事の、準備？」

「ああ。詳くわしくは教えられないが、危ない仕事じゃない。だからそんな顔をするな」

　どうやら自分でも気づかない間に、心配するような顔つきになっていたらしい。

　でも一いつ介かいの髪結師がこんなお邸第やしきで、それも召めし使つかいまで雇やとって暮らしているなんて、よっぽどのことだ。

　私は少ない語ご彙いの中から、何とか納なつ得とくのいく答えを得られそうな質問を捻ひねり出す。

「本当に、無理するない？　私余暉が心配で」

　すると余暉は、髻もとどりを崩くずさないよう優やさしく私の頭を撫なでた。

「大丈夫だよ。小鈴が心配するようなことは何もない」

　それきり余暉は黙り込んでしまって、結局私は何の情報も得ることはできなかった。
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　龍宝が立ち上がった反動で、客間の椅い子すが音を立てて倒たおれた。

「鈴音がいなくなっただと!?」

　軍事演習から戻もどった龍宝は、その晩久しぶりに深潭の邸第を訪おとずれていた。

　目的は一時的に後宮を出ている鈴音に会うためだ。

　そこで家主から聞かされたのが、先ほどの知らせというわけである。

　まさに寝耳に水の出来事で、龍宝の脳のう裏りには鈴音を攫さらって得をする人物が、次々と浮うかんでは消えていった。

　───こうなることを恐おそれて、鈴音への想おもいを表おもて沙ざ汰たにせずにおいたものを！

　龍宝は叫さけびだしたくなった。

　後宮の外で、ようやく気き兼がねなく会えるかと思って来てみればこれだ。

　───いいや今はそれよりも、鈴音の行方ゆくえを捜さがす方が先決だ。

　龍宝は歯を食いしばると、深潭が拾い上げた椅子に座り直した。

「それで、一体どういう経けい緯いでいなくなったんだ？　護衛はつけていたんだろう？」

　鈴音を後宮から出す上で、深潭も十分な注意を払はらっているはずだった。

　皇こう帝ていの寵ちよう愛あいが公おおやけでなくても、鈴音はもう王都にその名を轟とどろかせる化粧けわい師しだ。

　王都から健康を害する鉛えん白ぱくを排はい斥せきし、薄うす化げ粧しようを流行はやらせたのが彼女であるとはもっぱらの噂うわさである。

　花酔楼の客の中には、鈴音の顔を覚えている者もいるだろう。

　鉛白の関係者から恨うらみを買っている可能性や、その技能を欲しがる富ふ豪ごうの奥方など、鈴音の身み柄がらを欲しがる心当たりというのはいくらでもあった。

「それが護衛の話ですと、突とつ然ぜん食しよつ客かくたちを振り切って走り出したそうで……」

「どういうことだ？　鈴音が自ら逃げ出したと？」

　龍宝が不ふ機き嫌げんそうに言い返すと、深潭が苦く渋じゆうの面おも持もちで首を振った。

「花琳の話も総合しますと、どうやら知ち己きを見つけて、相手が逃げたのでそれを追って迷子になったらしく……」

「花琳も一いつ緒しよだったのか？」

　龍宝が驚おどろいたように問い返す。

　無ぶ愛あい想そな宰さい相しようの奥方は、引っ込み思案で外出が苦手だ。

「はい。どうやら化粧師を慰なぐさめようとしたそうで」

「慰める？　鈴音に何か落ち込むような出来事があったと？」

「それが」

　珍めずらしく、深潭が言い淀よどむ。

　その態度に、龍宝は知らず前のめりになった。

「言え。深潭」

「はあ。それがいくら聞こうとも、花琳が教えてはくれないのです。それは女同士の秘密だからと言って……」

　そう言う深潭も困り果てた顔だ。

　彼の奥方は素す直なおな気質であるから、彼自身思わぬ嫁よめの抵てい抗こうに戸と惑まどっているのだろう。

　国を動かそうかという二人が、女二人に随ずい分ぶんと振り回されている。

　そう自覚しつつも、直接話を聞くため龍宝は花琳を呼んだ。

　龍宝よりも年若い奥方は、その目の縁ふちが真っ赤になってしまっている。

　鈴音がいなくなって大いに泣いたのだろう。

　その顔を見ると、龍宝は彼女に対して強く言えなくなってしまった。

「わたくしがついていながら鈴音様を見失ってしまい、大変申し訳ございません」

　部屋に入ってきた花琳がいきなり叩こう頭とうしたので、龍宝は面めん食くらった。

　叩頭とはその名のとおり、両手をついて地面に額をつける礼である。

　龍宝は朝議などで日常的に家臣から受ける礼れい儀ぎ作法ではあるが、それは儀礼的な意味合いが強くこうした私的な場で相手に求めることは少ない。

　それも、相手は女性。更さらには信しん頼らいする宰相の妻である。

「やめよ！」

　龍宝が止めるのと同時に、深潭が妻に駆かけ寄った。

　それを見るに、彼にとっても妻の行動は意外なものだったようだ。

　深潭が龍宝の目も気にせず、妻の小さな額を撫でている。

　あがり症の奥方は、それだけで顔を真っ赤に染めた。

「だ、旦だん那な様放してください。わたくしは陛下に謝罪をっ」

「よい。そのままでいいから話を聞かせてくれ。鈴音は一体何に悩なやんでいたと？」

　尋ねると、花琳はあからさまに眉まゆをひそめた。

「それは……」

　言い淀む花琳に、更に龍宝は畳たたみかける。

「頼たのむ。そのことが鈴音の行方に関かかわっているかもしれない。話してはくれぬか？」

　すると花琳はしばらく黙だまり込み、そして思い切ったように口を開いた。

「鈴音様は、陛下を想って苦しいと」

「俺を？」

「はい。陛下に寵ちよう妃ひができたら、自分はどうすればいいのかと迷っていらっしゃるご様子でした」

「なんだと……」

　花琳の答えは、龍宝にとっては意外なものだった。

　いつ訪れても、鈴音は龍宝を心配するばかりで自分の弱音は口にしない。

　だから気付かぬ間に、その優しさに甘えていたのかもしれないと、龍宝は黙り込む。

「───鈴音様の気持ちは、わたくしにも痛いほどよく分かります。この国で、女は愛する人を独どく占せんできませんもの……」

「なっ、花琳！　私は決してそのような……」

　悲ひ愴そうな顔で言う妻に、深潭が必死になって不義を否定する。

「よいのです。わたくしも名門に嫁とついだ妻ですから、その時の覚かく悟ごはできております」

　花琳の潔いさぎよい言葉に、動どう揺ようしているのは深潭の方だ。

　普ふ段だんは冷れい酷こく無比と名高い宰相の情けない姿に、龍宝は我が身を見る思いだった。

　自分ももし鈴音に同じようなことを言われたら、身も世もなく取り乱すに違ちがいない。

「と、兎とに角！　鈴音の悩みについては本人に釈しやく明めいするとして、その鈴音の知己とやらの正体は分かっているのか？」

　龍宝がわざとらしく咳せき払ばらいすると、取り乱していた深潭がなんとか理性を取り戻してくれた。

「はい。どうやら東市の白粉おしろい問屋の娘むすめだそうで、後宮で女によ官かんをしていましたが最近実家に帰されたそうです」

「実家に？」

　後宮は一度入ると、基本的に死ぬまで出られない。

　皇帝から家臣に下か賜しされたり、或あるいは当代の皇帝が崩ほう御ぎよしない限りは永遠に籠かごの中だ。

　後宮嫌ぎらいの龍宝はいずれ人員削さく減げんを目もく論ろんでいるが、その命令を発するのももうしばらく先の見込みである。

　というわけで最近後宮から実家に帰された娘などいただろうかと、彼は頭の中の台帳をめくった。

　しかし目的の記き載さいにたどり着く前に、調子を取り戻した深潭が答える。

「華妃の采さい配はいで、女官が一人放ほう逐ちく処分に。こちらまで報告は上がっていませんが、内部の者の話ではご禁制の鉛白を使用した罪ということで」

「なんだと？」

　鉛白の取り締しまりは、龍宝の勅ちよく旨しだ。

　それを破ったということは、即すなわち反逆罪と取られてもおかしくない罪である。

　なぜその報告が上がってないのかと、龍宝は一いつ瞬しゆん気色ばんだ。

　しかし今はそれどころではない。

　鈴音の行方を捜す方が先決だ。

「その娘の行方は分かっているのか？」

「はい。昨日実家に戻もどったところを、内々に捕とらえてあります」

「分かった。直じかに話を聞きたい。連れてこい」

「は」

　鉛白を使った娘と、鉛白を排はい除じよした鈴音。

　なぜその娘を鈴音は追ったのだろうか。

　はやる気持ちを抑おさえて、龍宝はその者が連れてこられるのを待った。
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　夜になっても、やっぱり豪ごう勢せいにもてなされるばかりで余暉は何も話してくれない。

　まるで竜りゆう宮ぐう城にでも来たみたいだ。

　亀かめを助けたわけでもないのに、むしろこちらが助けられている一方だというのに、なんだか申し訳ない気持ちになった。

　けれど流石さすがに、いつまでもその厚こう意いに甘えてはいられない。

　流されて二泊はくもしてしまったが、そろそろ黒邸ていに帰らないと。

　花琳も心配しているだろうし、いつまでも尚紅を休むわけにもいかない。

　三日目の朝、再び着き飾かざられそうになるのをどうにか拒きよ否ひして、私は着き替がえを手伝ってくれる女性に帰る旨むねを伝えた。

　すると彼女は驚いて房ぼうを飛び出し、慌あわてて余暉を連れてきた。

　朝一から、余暉はやはり輝かがやかんばかりの美しさだ。

「帰るとは、どういうことなんだ？　小鈴」

　まるで言葉の意味が分からないとでもいうように、困こん惑わくした顔で余暉が言った。

「どういうって……後宮、戻らないと。私、化粧けわい師しの仕事する」

「なんだって？」

「余暉、親切にしてくれる嬉うれしいけど、私後宮で生きるって決めたよ。約束破って悪い、思うけど、私帰る」

「小鈴……」

　余暉は、信じられないものを見るような目で私を見た。

「なぜだ小鈴。ここなら一生、働くことなく暮らせるんだぞ？　皇こう帝ていになんて気き兼がねするな。大だい丈じよう夫ぶ。俺が一生守ってやるから……」

『皇帝になんて』という言葉は余よ程ほどのことだ。

　余暉の言葉に私は驚おどろいてしまった。

　偶ぐう然ぜん街で拾っただけの私に、彼はどうしてこんなにもよくしてくれるのだろう。

　今までなんとなく考えないでいた疑問が、不意に芽生えた。

「余暉……私そんなに弱くない。守ってもらわなくても、一人平気。心配ない。後宮戻ったら、もう二度と会えない思うけど、どうか元気で───」

　とにかくお別れを言わなければと思い、一方的に別れの言葉を口にする。

　すると突とつ然ぜん、余暉はその優やさしい顔に憤ふん怒ぬの表情を浮うかべた。

「なにを馬ば鹿かなことを！」

　叫さけびながら、まるで逃にがさないとでも言うように彼は私の肩かたを摑つかむ。

　その力の強さに、私はぞっとした。

　どうしてかは分からない。

　けれどよく見知ったはずの彼が、一瞬知らない人のように見えた。

「もう二度と手放したりしない俺はっ……むざむざと奪うばわれてたまるか！」

「余暉、放してっ」

「もう国に大切なものを奪われるのなんてまっぴらなんだ！」

「余暉!!」

　余暉は混乱しているようだった。

　彼の目は目の前の私ではない、どこか遠くを見ている。

　いつもの余暉に戻ってほしくて、私は自分の肩を摑む彼の手に必死で縋すがり付いた。

　仮令たとえ女性に見間違われることがあろうと、彼はれっきとした男だ。

　その力に抵てい抗こうできるはずもなく、私の肩は痛みを増すばかりだった。

「余暉！　放して、余暉!!」

　自分の声が震ふるえているのが分かった。

　家人たちが慌てて集まってきて、私から余暉を引き離す。

　途と中ちゆう正気に戻った余暉は、自分自身に怯おびえるようにじっと手を見ていた。

「すまない、小鈴……」

　そうして彼は私を見もせずに、部屋から去っていったのだった。
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　一体余暉はどうしてしまったのだろう。

　そのことが気になって、結局その日も私は黒邸に帰るのを断念した。

　余暉は私を避さけているのか、会いたいと伝えても人を介かいして断られるばかりだ。

　彼に会えないことには、この家を離れることもできない。

　もう二度と会えないかもしれないのに、別れ際ぎわに言い争いをしたままなんてあんまりだからだ。

　余暉の態度の理由を知ろうと、まずは近くにいた使用人に尋たずねてみることにした。

　私の世話をしていた使用人は、最近雇やとわれたばかりで何も知らないという。

　ただ一つだけ妙みようだったのは、彼女たちは余暉の妹を世話するために雇われたというのだ。

　そして実際、私をその妹だと思い世話をしていたのだという。

　私は驚いてしまった。

（余暉はどうして、私を妹だなんて言ったんだろう？）

　まずはその妹について調べてみようと、家人たちに手当たり次し第だいに話を聞くことにした。

　ところが、誰だれに聞いても全員が口を揃そろえて、最近雇われたばかりだというではないか。

（それって、余暉が始めようとしているっていう次の仕事となにか関係あるのかな？）

　庭先で首を傾かしげていると、外から馬の足音がした。

　なんとなくそちらに目をやると、ちょうど門から馬に乗った客人がやってきたところだった。

　質素だが質のいい服を身にまとったその客人は、どうやら老人のようだ。

　先の尖とがった[image: ]ぼく頭とうを取ると、つるりと頭が禿はげあがっている。

　白い顎あご髭ひげが長く伸のびていて、まるで仙せん人にんのようだ。

　彼は私を見ると、目をまん丸にして驚いていた。

「これはこれは、明めい鈴りん様ではないか！」

　知らない名前で呼びかけられ、一瞬頭が真っ白になる。

「え？」

　すると彼は廏うまや番に手た綱づなを預けるのも忘れ、こちらに杖つえを用いて突進してくるではないか。

　逃げることもできず、私はその場に立ち尽つくした。

　廏番は驚いて、慌てて馬に駆かけ寄りどうどうとなだめている。

「覚えておりますかな？　儂わしは貴女あなたのお祖父じい様の義理の弟で、名を蘇全ぜん忠ちゆうと申します。いやあ実に大きく、美しくなられて」

　心なしか、老人の目が潤うるんでいた。

「目など、お母様にそっくりだ。よくぞ御ご無ぶ事じで……」

「ええと、あのう……」

「いいえ。何も言わんでください。過去を思い出したくない貴女の気持ちはよく分かる。さぞ辛つらい思いをなされたでしょう」

　そう言って、彼は私の手をぎゅっと握り締しめた。

　皺しわ々しわの手が、かたかたと震えていた。

　私は何も言えなくなって、黙だまってその老人を見上げていた。

「あの、とにかく落ち着いて」

　私がそう言うと、老人は遂ついに耐たえかねたというように目元を拭ぬぐった。

「なんとお優しい───儂を恨うらんでおいででしょう。貴女方家族を助けることもできず、おめおめと今日まで生き延びてしまいました。許してくだされ、明鈴様……」

　彼は祈いのるように、私の手を屈かがめた己おのれの額に押し当てた。

　私は心底困ってしまって、助けを求めて周囲を見回す。

　しかしそんなときに限って、庭院にはひとけがなかった。

「お亡なくなりになったと聞いていたが、貴女様をこの目で見ることができて、わしゃ嬉しゅうて嬉しゅうて……」

「全忠！」

　その時だった。

　空を割る稲いな光びかりのような声が、私たちに突つき刺ささる。

「余暉……」

　声の主は余暉だった。

　彼は珍めずらしく慌あわてた様子で、私たちに駆け寄ってくる。

「おお、これはこれは翠すい月げつ様。今明鈴様とお話を───」

（翠月、様？）

「老父。彼女は明鈴ではありません。兎とに角こちらへ」

　私の疑問をよそに、余暉は手て荒あらに私から老人を引きはがす。

　助かったという思いと、一体何が起こっているのだろうという思いが交こう錯さくする。

　余暉は近くにいた家人に私の世話を任せると、自分は老人を連れて邸第やしきの奥へ入っていってしまった。

　私は茫ぼう然ぜんとしたまま、そんな二人の後ろ姿を見送ったのだ。
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　夕食までしばらく休んでいるように言われ、私はここ数日使わせてもらっている房ぼうで一人お茶を飲んでいた。

　本当はいつもの使用人が付くと言われたのだが、少し考え事があるからと一人にしてもらったのだ。

　とりあえずお茶を飲んで一息ついた私は、先ほどの出来事を整理することにした。

（彼は私を、〝明鈴〟と勘かん違ちがいしていた）

　老人に呼ばれたのは、知らない名前だ。

　私の知る限り、使用人の他ほかにこの邸第にいるのは私と余暉の二人だけ。

　彼が余暉を訪ねてきたのは間違いないとして、ならば彼の言う明鈴とはいったい誰なのだろう。

　疑問に思いながらも、私はうっすらと、その人物に見当がついていた。

　私と余暉以外で、この邸第にいてもおかしくないと老人が思った人物。

　女性で、老人が見間違える程度には私と年格好が似ているであろう〝明鈴〟。

（もしかしてその明鈴こそが、使用人たちの言う余暉の本当の妹なんじゃないの？）

　一度そう考え始めると、もうそうとしか思えなくなった。

　あのとんでも美形の余暉の妹が、私に似ているとは少し考えづらいものの、今のまともな格好を見て老人は私をその明鈴と勘違いしてしまったに違いない。

（話しぶりからして、随ずい分ぶん会ってないみたいだったし───）

　そこまで考えたところで、私ははっとした。

「でもあの人、明鈴は死んだって……」

　そうだ。あの老人は、死んだと思った明鈴と再会できたと思い、泣いて詫わびていた。

　彼と明鈴───余暉の家族の間になにがあったかは分からないが、私と同じ年とし頃ごろの明鈴になにか泣いて詫びなければいけないようなことがかつてあったのだ。

　そこまで考えたところで、ふと外の廊ろう下かから足音が聞こえた。

「邪じや魔まするぞ」

　外から掛かけられた声は余暉のものだ。

　驚おどろいて慌てて居住まいを正す。

　私の姿を見て、余暉はほっと顔を綻ほころばせた。

「よかった。人ひと払ばらいをしたと聞いたから、嫌いやになって逃にげだしてしまったのかもしれないと……」

　そう言う余暉の顔には、隠かくしきれない陰かげがあった。

　彼が何に苦しみ、そして悩なやんでいるのか。私はそれを知りたいと思った。

　私では何の力にもなれないけれど、話を聞くことぐらいはできるはずだ。

　怒ど鳴なられても、私を解放してくれなくても、彼が私にとって大切な人であることに変わりはない。

　この世界に来て、一番初めに助けてくれた人だ。

　その彼が何かに苦しんでいるのなら、その苦痛を取り除く手伝いをしたいと思うのは当然だろう。

　余暉の後に続いて、使用人が一人部屋に入ってきた。

　彼女は心得たように余暉の茶の用意をし、私にもお茶のお代わりをくれた。

　その間、私たち二人はまるで間合いを測るように黙り込む。

　使用人が去って二人きりになると、いよいよ気まずい沈ちん黙もくが房の中を満たした。

　尋たずねたいが、気軽に聞けるようなことではない。

　どう切り出そうかと悩んでいると、先に口火を切ったのは余暉の方だった。

「さっきは驚いただろう」

　苦笑いをする余暉に、張っていた肩かたの力が抜ぬけた。

「う、うん。老爺おじいさん、何か勘違いしてたみたい」

　そのままこくりとお茶を口に含ふくむと、ふわりとかぐわしい花の香かおりが広がった。思わず茶器に目を向ける。このお茶もきっと一級品だ。

「小鈴」

「うん？」

　呼びかけに答えて顔を上げると、まっすぐな視線とぶつかった。

「お前には、真実を話すよ。楽しい話じゃないが、聞いてくれるか？」

　驚きをぎゅっと嚙かみしめて、こくりと頷うなずく。

　余暉が話したいというのなら、それを聞くのは私にとって当たり前のことだ。
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　俺には妹がいた。

　名前は明鈴。

　おっとりしていて、少し体が弱かった。

　気が弱くて、けれども優やさしい子供だった。

　明鈴は死んだ。

　皇太后が───この国が、明鈴を殺したんだ。




　そう言うと、余暉は苦しそうに俯うつむいた。




　さっき聞いたかもしれないが、俺の本当の名前は華翠月という。

　ご立派な名前だろ？

　これでも一応貴族の端はしくれだ。

　祖父は御ぎよ史し大たい夫ふをしていて、自分にも他人にも厳しかった。

　よく叱しかられたりもしたが、俺は祖父のことを尊敬していたよ。

　父も官かん吏りをしていて、だから俺もいつかは国に仕えるのだと、小さな頃ころは漠ばく然ぜんとそう信じていた。

　全すべてが変わってしまったのは、この国の政治を皇太后が握にぎってからだ。

　勿もち論ろん、ガキだった俺にはそんなこと分からなかったけどな。

　その辺の事情を知ったのはつい最近、蘇老父に会ってからなんだ。

　老父によれば、祖父は度たび々たび、皇太后の専横を批判していたそうなんだ。

　御史大夫は副宰さい相しようとも言われる皇こう帝ていの側近。

　祖父には、慕したってくれる部下や支し援えん者も大勢いた。

　まだ権力の安定しない皇太后には、さぞ鬱うつ陶とうしかったんだろうな。

　だからあの女は、官吏の密告を利用して祖父を陥おとしいれた。

　反逆を企くわだてたと罪をでっち上げ、祖父と父の首を切り落としたんだ。




　衝しよう撃げき的な内容に、思わず息が詰つまった。

　昔のことだとでもいうように、余暉は力なく笑う。

　けれどその表情は、痛々しいばかりだった。




　幸運だったのは、その様子を見ずに済んだことぐらいか。

　その頃、遺のこされた俺たちは必死の思いで王都を脱だつ出しゆつしていた。

　皇帝に楯たて突ついた大罪人は、九族皆みな殺ごろしと相場が決まっている。

　逃げなきゃ、俺たち家族も殺されていただろう。

　俺は、明鈴の手を引いて必死で逃げた。

　ちょうど今ぐらいの季節のことだ。

　庭院に、梅樹の花が咲さいていたのを覚えているよ。

　明鈴は梅樹の花が一等好きで、何日も前から花が咲くのを楽しみにしていたんだ。

　結局、もう一度見せてやることはできなかったな。

　あんなに楽しみにしていたのに───。




　言葉を詰まらせた余暉に、私はなんて声を掛けていいのか分からなかった。

　祖父と父を殺され、幼くして追われる身になるなんて、どれほどの恐きよう怖ふだっただろう。

　平和な日本で生まれ育った私にとって、彼の壮そう絶ぜつな過去は想像することすら難しかった。




　それからは、国中を逃げ回る日々だった。

　祖父と縁えんがあった人を頼たよったりもしたが、迷めい惑わくだと追い払はらわれることも少なくなかった。

　あちこち歩いて、マメができては潰つぶれ。

　あっという間に足の裏が硬かたくなった。

　服や食べ物も十分ではなくて、明鈴は体が弱いから、よく風邪かぜをこじらせて辛つらそうにしていたよ。

　俺が負ぶってやると、そのたびにあいつは謝るんだ。哥哥にいさまごめんなさいって。

　そのたびに俺は、お前を背負うと温かいからいいんだよって、慰なぐさめてやった。

　俺もまだ体が小さくて、ふらついたりしたんだろう。疲つかれてへばっちまうことも少なくなかった。

　だから明鈴は、いつも申し訳なさそうに縮こまってたっけ。

　今ならいくらでも、それこそ一日中だって背負ってやれるのにな。

　結局明鈴は、最初の冬を越こせなかった。

　吹雪ふぶきの中、身を寄せ合った洞ほら穴あなで、朝には冷たくなっていたよ。

　俺と母様は梅樹の木を探して、その下に明鈴を埋うめてやったんだ。

　高台の、景色の綺き麗れいなところだよ。

　それからまた逃げて、逃げて逃げて逃げて、母様も死んで、それでも逃げ続けた。

　もう俺一人しか残っていないのにどうして逃げるのか、それも分からなくなってたけど、兎とに角逃げ続けた。

　道みち端ばたで物もの乞ごいをしたこともある。時には女に化けて、美人局つつもたせじみたことをして金を稼かせいだ。

　でもどんな方法を使っても、生き延びさえすれば俺の勝ちだ。

　多分、負けたくなかったんだ。

　父様や母様、それに明鈴を殺した運命に、負けたままで終わりたくなかった。

　俺さえ生き延びれば、祖父や父の汚お名めいをいつか雪すすげるかもしれない。

　その一心だったよ。

　それだけが心の支えだった。

　それから長い時が流れて───竜原の人々は華家のことを忘れ、追っ手もつかなくなった。

　皇太后も、昔殺した官吏の、それも孫のことなんて、忘れていたに違ちがいない。

　臘ろう日じつに後宮に行った時も、俺に気付きもしなかったもんな。

　笑えるよ。

　あんなに近くに敵がいたのに、そんなことも知らずに俺は、お前の心配ばかりしてた。

　今じゃ離り宮きゆうに幽ゆう閉へいだろう？

　あの時、殺しておけばよかったのかな。

　そうすれば、家族の無念は晴らせたかな。
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「余暉……」

　いいとも悪いとも、私には言えなかった。

　私が答えていい問いではない気がした。

　ただ、彼の綺麗な手を汚よごしてほしくはなかった。

「そんな顔をするなよ」

　ほうと、余暉は疲れたようにため息をついた。

　話していた時間はどれほどだったのか。

　長かったようにも短かったようにも感じる。

　けれど余暉にとっては、一生背負い続けなければならない自分の過去だ。

　口に出して語るのは、ひどく心を消しよう耗もうさせたに違いない。

　慰めなんて簡単には口にできないし、謝るのもおかしいから私は余暉の手を取った。

　冷たい手だった。

　以前は髪かみを結ゆう器用な手だとしか思わなかったけれど、今ならばその手にある沢たく山さんのタコの意味も分かる。

　余暉はずっと戦ってきたんだろう。

　襲おそい来る自分の運命と。

　余暉はそっと、私の手を払った。

　ショックだった。

「俺は……お前を妹と重ねていた。小鈴は、明鈴を呼ぶ時の渾あだ名なだったんだ。何もしてやれなかった明鈴の代わりに、お前の世話をした。全部俺自身のためだったんだよ」

　そう言うと、余暉はまるで私の視線から逃にげるように立ち上がった。

「今日は休んで、明日戻もどるといい。家人にいいつけておく」

「え、そんな急に……」

「俺の事情に、今まで付き合わせて悪かった。お前はお前で幸せになれよ」

　そう言って、余暉は足早に房ぼうを出て行った。

　帰るつもりだったのに、余暉にそう言われるとひどく悲しい自分がいた。

　勿論帰りたい。花琳にも、それに黒曜にだって会いたい。

　けれど余暉は、彼等とは別に私を助けてくれた恩人だ。

　くじけそうになる気持ちを無む理り矢や理り奮い立たせ、私はこの家に居座ろうと決意した。

　あんなに傷ついている余暉を、一人で残していくなんてできるはずがない。
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　次の日から、余暉は私のことを徹てつ底ていして避さけるようになった。

　会いに来てはくれないし、会いに行ってもすぐに面会を断られてしまう。

　使用人のお姉さんたちからもそれとなく出ていくように促うながされたが、私は図太く居残ることにした。

　後宮に戻ってしまったら、次はいつ余暉に会えるか分からない。

　もしかしたら、永遠に会えないのかもしれない。

　だとしたら、こんな風にぎくしゃくしたまま別れるのは嫌いやだ。

　でも、喧けん嘩かをしたわけでもないので謝って仲直りとはいかず、一体どうすればいいのかと私は頭を悩なやませた。

　女性の悩みだったら化け粧しようでどうにかできることもあるが、男性の、それも精神的な悩みというのは荷が重い。

　春麗に、勝手に化粧をして怒おこらせた時のことを思い出す。

　こちらが良かれと思ってしたことでも、相手を傷つけることだってあるのだ。

　そう思うと、ずきりと胸が痛んだ。

　余暉はもう十分に傷ついた。

　だからもうこれ以上、傷つく必要なんてないはずだ。

　使用人たちと同じ質素な襦じゆ裙くんを借り、庭院の四阿あずまやでどうするべきかと頭を悩ませる。

　しかし考えれば考えるほど、気分が落ち込むばかりで考えがまとまらない。

　私は何度も頭かぶりを振ふって、すぐに頭を占せん領りようしようとする悲観的な考えを振り払はらった。

　と、そんな時だ。

　塀へいの外でぴょんぴょんと、何やら黒く丸いものが現れては消えるを繰くり返していた。

　どうやら人の頭のようだ。塀の中を覗のぞこうとしているらしい。

　しばらく様子を見ていると、力尽つきたのか頭は現れなくなった。

　なんとなく興味を惹ひかれて、私は塀の向こう側を覗いてみることにした。

　土つち壁かべの上に瓦かわら屋根を載のせた塀は、こちら側の方が少し高くなっているらしい。なので別段背せ伸のびをしなくても、簡単に向こうを覗くことができた。

　相手に見つからないように、恐おそる恐る顔を出すと、最初に目に入ったのは小さな丸い頭だった。

　少しして、その頭に見覚えがあることに気付く。

　私は思わず、その名を叫さけんだ。

「子美!?」

　なんとそこにいたのは、小こ柄がらな元後宮女によ官かんだったのだ。
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「あんたこんなところで何してるのよ！」

　慌あわてて外に出ると、いの一番にそう怒ど鳴なられた。

　私は反射的に小さくなって、わけも分からず謝罪した。

「ご、ごめんなさい。ええっと、子美はここでいったい何を……？」

　はあはあと、彼女は息を荒あらげていた。

　どうやら塀の外で飛び跳はねたのが余よ程ほどこたえたらしい。

　私は彼女を人目に付きづらい木こ陰かげに連れていき、そこに置かれていた石に座るよう促した。

　まだ春とはいえ、今日は雲一つない青空で日差しが強い。

　それをあんなところで飛び跳ねていたら、確かに体力を消耗するはずだ。

　私は一度邸第やしきに戻り、竹たけ筒づつに冷たい水を汲くんで子美の許もとに戻った。

　彼女はごくごくとおいしそうに、その水を飲み干した。

「はあ……」

　飲み終わった彼女は竹筒を突つっ返しながら、呆あきれたように私を見返した。

「あんたってお人よしよね。あたしに何をされたか忘れたの？」

　一いつ瞬しゆん何かされただろうかと考えて、彼女が尚紅で投げかけてきた言葉を思い出す。

　最近色々なことがありすぎて、正直彼女にされたことなんて忘れてしまっていた。

「ったく。つっかかってるあたしの方が馬ば鹿かみたいじゃない」

　そう言って、子美は深々とため息をついた。

　けれどそれは、全然前のような嫌な言い方じゃなくて。

　彼女の顔には薄うすく笑えみが浮うかんでいたぐらいだったので、私も安心して口を開くことができた。

「そ、それで子美は、ええと、どうしてこんなところに？」

　尋たずねると、彼女の顔に不本意という感情がありありと浮かび上がってきた。

「あ、ん、た、を！　捜さがしに来たの。そうすれば白粉おしろいのことを不問に付す、なんて偉えらそうに脅おどされてね。私は既すでに処分は受けたって言ってるのに、全然聞きやしないんだからあの男っ」

　忌いま々いましげに、彼女は吐はき捨てた。

　誰だれかが彼女を使って、私を捜しているということらしい。

「それは……一体誰に？」

　恐る恐る聞くと、彼女の吊つり目が更さらにきっと吊り上がる。

「黒曜だとかいう、イケメンのくせにやたらと恐こわい男よ！　あんなのに追われてるなんて、あんた一体何やらかしたの？」

　まさかその人がこの国の皇こう帝ていですとは言えず、私は乾かわいた笑いを浮かべた。
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　心配しないでほしいという言こと伝づてを子美に託たくし、私は余暉の邸第に戻った。

　花琳に心配をかけて申し訳ないと思っていたので、彼女には感謝だ。

　私が無事でいることが黒曜に伝われば、深潭を通して花琳にもそれが伝えられるだろう。

　さあてと気を取り直して、私はなんとか余暉とのわだかまりを解決する方法を探すことにした。

　子美との会話は、いい気分転てん換かんになった。

　いい出会い方をしたとは言えないけれど、なんでもはっきり言ってくれる彼女との会話は気が楽だ。

　以前話してくれた母親の話から、彼女が根っからの悪い人ではないということも知っている。

（そういえば子美は、お父さんと仲直りできたのかな？）

　再会した時の、父親と言い争っていた彼女を思い出す。

　言い争うというよりも、彼女は一方的に詰なじられていた。

　確かに彼女のしたことは褒ほめられたことではないが、親一人子一人で仲たがいしたままというのは悲しいだろう。

（聞いたらきっと、余計なお世話だって怒られちゃうかな？　って、今は余暉とのことをどうするか考えなくちゃいけないのに）

　しかしその後も、特にこれといって素す晴ばらしい解決法が浮かぶわけではなく。

　何の成果もないまま、一日はあっけなく過ぎていった。
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　余暉の邸第に来て五日目の朝。

　今のところ、まだ妙みよう案あんは浮かんでこない。

　ダメもとで朝一から余暉の房ぼうに突とつ撃げきしたけれど、使用人を介かいして素っ気無く追い返されてしまった。

　心なしか、使用人たちの視線も冷たい。

　帰れと言われているのに無理矢理居座っているのだから、それも仕方ないのかもしれないが。

「一体どうしたらいいの？」

　邸第内に居場所がないので、今日も四阿に逃にげ込む。

　石の卓たく子しに頰ほお杖づえを突き、思わず弱音を吐いた。

　孤こ立りつ無む援えん。相談できる相手もいない。

　私は不意に、芙蓉姐ねえさんが恋こいしくなった。

　彼女は今いま頃ごろ、実の母親である皇太后と一いつ緒しよに離り宮きゆうで暮らしているはずだ。

　芙蓉がここにいたら、「何悩なやんでんだい！」と威い勢せいよく私の背中を押してくれたことだろう。

　そう、私に一番足りないのは勇気だ。

　断られたらそのまま大人しく引き下がるのは、優やさしい余暉にこれ以上拒きよ絶ぜつされたくないから。いつもは他ほかの人に向けられていた鋭するどい視線を、自分にも向けられるのかと思うと身が竦すくむ。

　本当は会って話し合いたいと思っているのに、一方でもっと関係がこじれたらと、心が縮こまっている。

　こんな私を見たら、芙蓉姐さんはさぞかし呆れ、その艶つやっぽい唇くちびるから盛大にため息をつくに違ちがいない。

　───コンッ。

「ん？」

　不意に何か音が聞こえたような気がして、私は顔を上げた。

　しかし相変わらず、周囲にひとけはない。

　使用人たちは邸第の中で忙いそがしく働いているはずで、奇き妙みように思い首を傾かしげる。

　───コンッ。

「また！」

　今度の音は頭上から聞こえた。私は慌てて四阿あずまやを出る。

　しかし少し離はなれた場所から四阿の屋根を見てみるが、特にこれといった異常はなかった。

「気のせい……？」

　そう呟つぶやいた、その時。

　───ピシャン！

　不意に外から投げ込まれた小石が、四阿の近くにあった池に飛び込み音を立てる。

　まさかと思い塀へいの外を覗のぞいてみると、思った通りそこには子美の顔があった。

「子美！　どうして───」

　思わず叫さけんだ私は、子美が口に人差し指を当てているのに気づいて、慌てて口を塞ふさぐ。

　邸第の方を振ふり返るが、誰かが気付いた様子はない。

　ほっと安あん堵どのため息をつき、もう一度塀の外を見た。

　子美が、こっちへ来いと手招きしている。

　少し迷ったが、私は昨日と同じように、裏門を通って彼女の許へ向かった。




「遅おそい！」

　出合い頭がしらに、掛かけられた言葉はそれだ。

　できるだけ急いできたつもりだけれど、子美にしてみたら石を投げ始めた瞬しゆん間かんから、カウントがスタートしているのかもしれない。

　私は昨日と同じように竹たけ筒づつを差し出し、彼女の隣となりに腰こしを下ろした。

　彼女が座っていたのは結構大きな石で、二人ぐらいは十分腰掛けられる。

　水を飲んだ子美は、ぷはっと男らしい声を上げた。

　後宮にいた頃ころから考えると驚おどろくような変化だが、きっとこちらが彼女の素なのだろう。

「それで、どうしてまた来た、んです？」

　尋ねると、子美は恨うらみがましい目で竹筒を突つっ返してきた。

「どうしてもなにも……今度はねっ、あんたが戻もどるまで毎日様子を見にいけって命令された！　あの横暴男に！」

　もしかしてもしかしなくても、その横暴男というのは黒曜のことなのだろうか。

　私は子美が気の毒になった。

　様子見を言いつけられたことも勿もち論ろんだが、あとで黒曜の正体を知ったら子美はどれだけ衝しよう撃げきを受けるだろう。

　できれば一生知らずに済めばいいと、私は苦笑いでその場を濁にごした。

「そういうわけだから、明日あしたから毎日今ぐらいの時間には、塀の近くにいてよね。周りの住人に怪あやしまれないようにするの、本当に大変なんだから！」

　なんだかんだ言いつつ、彼女は黒曜の命令を遂すい行こうするつもりのようだ。

　早く帰れと言わない彼女と黒曜に、私は感謝した。

「うん、ありがとう」

　お礼を言うと、なぜか子美はまた呆あきれたような顔だ。

「あんたってほんと……」

「ん？　なに？」

「別に、なんでもない」

「そう」

「そうよ！」

　なんでもないというから納なつ得とくしたら、なぜか声を荒あらげられた。

（なんなんだ、一体）

　子美は今まで出会ったことのないタイプなので、考えていることが本当につかめない。

　杉田に言わせると、私の方が周囲からは何を考えているか分からないタイプらしいのだけれど。

　高校生まで姉以外との接せつ触しよくをほとんどしてこなかった身なので、未いまだに人との距きよ離りを測るのは苦手だ。

　こちらの世界でも、それは変わらない。

（ああでも───）

　ふと思いついたことを確かめるため、私は子美を見た。

　ほとんど化け粧しようをしていないようなその顔は、吊つり目だが愛あい嬌きようがある。

　その顔は、私の知っている誰だれかに似ている気がした。

　今まで気付かなかったが、一度そう思うと今度はそうとしか思えなくなってくる。

（子美は少し、杉田に似てる。出会ったばかりの頃の彼女に）

　杉田と話すようになったきっかけは、高校の文化祭だ。

　ジュリエット役の杉田の顔にメイクをするまで、私は彼女と話したこともなかった。

　小こ柄がらで可愛かわいくて気が強くて。

　自分とは全く違う人種だと思っていたけれど、高校を卒業する頃には一番の友人になっていた。

（懐なつかしい）

　彼女は今頃、一体どうしているだろう？

「なんだよっ、人の顔じろじろ見て！」

　子美が真っ赤になって叫ぶので、私は回想を中断した。

　まさか熱ねつ中ちゆう症しようかと心配して額に手を当てたら、乱暴に振り払はらわれてしまう。

「もう、調子が狂くるうったら！」

　彼女はガシガシと、その綺き麗れいな黒くろ髪かみを搔かいた。

「やめて！　ぼさぼさになっちゃう」

　やめさせようと、思わずその手を摑つかむ。

　すると子美は、どうしたのか急に大人しくなった。

　俯うつむいて顔も上げないので、やはり気分が悪いのかと心配になる。

　熱中症になるような暑さではないが、塀の外にずっといたのだとしたらそれが負担になったのかもしれない。

　どうしようかと戸と惑まどっていると、彼女が小声で何か呟いているのに気が付いた。

「え？」

　聞き取れなかったので、その口元に耳を寄せる。

　すると今度は、大音量で叫ばれた。

「放せって言ったの！」

　そうして彼女は、私の手を振り切って逃にげて行ってしまったのだった。

　その背中を見ながら、自分のどの行動がいけなかったのかを考えてみる。

　間近で叫ばれた耳が痛い。

「なんだか……」

　子美は足が速いようで、あっという間にその姿は見えなくなった。

「野の良ら猫ねこを手なずけてる、みたいな？」

　嫌きらわれているかと思えば寄ってくるし、もう平気かと思えば逃げてしまう。

　どうしても緩ゆるむ口元を隠かくしながら、私は邸第やしきに戻った。
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　その次の日も、やっぱり子美はやってきた。

「命令だから……」

　気まずそうにそう呟く彼女は、なぜかもじもじと所在なげだ。

　いつものように竹筒を渡わたすと、おどおどとそれを受け取る。

「あ、ありがと……」

　今までに一度も言われたことのない言葉だ。

　彼女の変化に、私は目を剝むいた。

「ちょ、そんなに驚くなんて失礼でしょう！　あたしだってお礼ぐらいっ」

　また怒おこられた。なので素す直なおに謝っておく。

　すると子美はすぐに大人しくなった。

「なんであんたは、そうなのよ」

「え？」

「あたしに何言われても怒らないし、やけに素直だし……鉛えん白ぱくの時はその、すごく怒ったじゃない」

「だってあれは───」

（命の危険があったからだ）

　言いかけた言葉を、私は言っていいものかと悩なやんだ。

　彼女はもう、罪を償つぐなっている。

　それなら改めて、彼女を責めるようなことを言う必要はない。

　黙だまっていると、耐たえかねたように子美はそっぽを向いた。

「昨日のね」

「うん？」

「昨日、頭を搔くの、止めたでしょ。あんた」

「あー」

　確かにそんなこともあったと、私は頷うなずいた。

　子美は相変わらず、私の顔を見ようとはしなかったが。

「あれね、母さんにも、よく注意されたの。髪が乱れるから、やめなさいって……」

　言葉の語ご尾びは、霞かすんで消えた。

「あんたほんと変よ。他人のことは真しん剣けんに怒るくせに、他ほかのことはやけに素直だったりするし。かと思ったら、変なとこで頑がん固こだし」

　頑固なのは、否定できない。

　今もまだ、後宮に帰れずにいるのだから。

　けれどそろそろ本当に、踏ふん切りをつけなくては。

　花琳が待っているし、春麗にも十分すぎるほど迷めい惑わくをかけてしまっている。

　それに───。

　脳のう裏りに浮うかんだ人の名を、偶ぐう然ぜんか子美が口にした。

「黒曜ってやつ、心配してたわよ。早く帰ってやんなさい」

　そう言うと、もう耐えられないとでも言わんばかりに子美は駆かけだした。

　いつものことだが、再見の挨あい拶さつもない。

　なんだか彼女の背中を見送ってばかりいるなと思いつつ、胸にはじんわりと温かい気持ちが溢あふれた。
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　私が蘇老人に再会したのは、その日の夕刻のことだった。

　廊ろう下かを歩いていたら、後ろから声を掛かけられたのだ。

「いやはや、とんだ勘かん違ちがいを。申し訳ない」

　余暉から説明があったようで、彼は私を明鈴だと勘違いしたことを謝ってくれた。

　その腰こしがあまりに低いので、こちらの方が恐きよう縮しゆくしてしまったぐらいだ。

「あの、お気になさる、しないでください」

　花酔楼のお養母かあさんと同じ年とし頃ごろの老人だ。

　いつまでも頭を下げさせているわけにはいかない。

「おや？　あなた言葉が？」

「はい。異国より来ました。鈴音言います」

　春麗の特訓でかなり矯きよう正せいされたとは思うが、まだ言葉は不自然であるらしい。

　老ろう爺やはまじまじと私を見つめ、そして破顔した。

「いやあ、不思議ですなあ。こんなに奥様に似ていらっしゃいますのに」

　客間にお茶を用意してもらい、私は蘇老人と向かい合った。

　あまりそんな印象はなかったが、彼は背が高くがりがりに瘦やせている。

　足腰を悪くしているのか、腰掛かける時の仕草は慎しん重ちようだった。

　手を貸そうとすると、心配は無用と片手で制される。

「若い頃ころ怪け我がをしましてな。今もこの有様です。情けない」

「大変ですね……」

　ようやく椅い子すに座ると、全忠は膝ひざを撫なでながら遠い目をした。

「翠月様がなさった苦労を思えば、この程度のこと───」

　彼は悔くやしげに言葉に詰つまる。

　老人の嘆なげく余暉の過去を思い、私は重い気持ちになった。

　そんな私の様子に気付いたのか、彼は取り成すように再び笑え顔がおを見せる。

「ああ失敬。過去の話をするために、お呼び止めしたわけではないのです」

「では、一体どんなご用で……？」

　その言い回しからして、ただ謝るために呼び止めたわけではないらしい。

　この老人が私に何の用だろうかと首を傾かしげていると、突とつ然ぜん彼は深々と頭を下げた。

「お頼たのみしたいのは、翠月様のことです！」

「えっ！　あの、頭上げるください！」

　驚おどろきのあまり、どうしていいか分からなくなる。

「あなたが頼みを聞いてくださいますれば！」

「は!?」

「いいから、〝分かった〟と仰おつしやってください！」

「え、そんな」

「この通りです！」

　彼は卓たく子しに手をつき、もう土下座せんばかりの勢いだ。

　目上の人に頼み込まれて断れるはずもなく、私はつい了りよう承しようしてしまった。

「わ、分かりましたから頭上げるください！　分かりましたから！」

　必死でなだめると、全忠はどうにか頭を上げてくれた。

　初対面の時も含ふくめて、どうやら思い込んだら一直線の性格らしい。

「お見苦しいところをお見せして申し訳ない。頼みとはそう、翠月様のことなのです」

「余暉の？」

　思わず呼び慣れた名前で聞き返すと、彼は傷ついたような顔になった。

「鈴音様は、余暉と呼ばれた頃の坊ぼつちゃんをご存じなのですね」

「あ、はい。随ずい分ぶんお世話になって……」

　お世話になった場所が北梨であることは、言っていいのかどうか分からなかった。

　私は髪かみ結ゆい師しも立派な仕事だと思うが、お金持ちの中にはそういう職業を差別する人がいることも、もちろん知っている。

「ずっと、手を尽つくして坊ちゃんの行方ゆくえを捜さがさせていたのです。まさか王都にいらっしゃるとは思いもせず、名乗り出ていただくまで気づきもせずに───。今は亡なき先代に、坊ちゃんを頼むと託たくされていたにもかかわらずっ」

　老人の顔には、深い悔かい恨こんの念があった。

　彼は思い余って立ち上がろうとし、椅子から転げ落ちそうになった。

　慌あわてて体を支えると、全忠は恐縮したように席に戻もどった。

「何度も申し訳ない。これも罰ばつなのかもしれませぬ」

「罰？」

「ええ。この膝は族ぞく誅ちゆうを免まぬかれた際に、罰として砕くだかれたものなのです」

　あまりにも壮そう絶ぜつな話に、私は言葉を失った。

「儂わしは膝一つで済みましたが、王都を追われた奥方様や坊ちゃん、それにお嬢じよう様さまはどれほどお辛つらい思いをされたでしょう。それを思うと、今でも涙なみだが溢れて堪たまらんのです」

　老人の小さな目は、言葉通り涙に濡ぬれていた。

　私なんかの安い言葉で慰なぐさめられるはずもない。

　どうすればいいのかと困っていると、初対面の時と同じくぎゅっと手を摑つかまれた。

　まるで命いのち綱づなのように、彼のしわがれた二本の手が私の手を握にぎり締しめる。

「どうか、どうか坊ちゃんをお救いください。もう貴女あなた様しかいないのです」

「ど、どういうこと、ですか？」

「貴女様の話をなさる時だけ、坊ちゃんは昔のようにほほ笑えまれるのです！　是ぜ非ひ、これからもお傍そばで、あの方を支えてくだされ！　哀あわれな老人の頼みをどうかっ」

　思いもよらない言葉に、私は何も言えなくなってしまった。
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　その夜。

　邸第やしきの人々が寝ね静しずまった後。

　私は勇気を出して、余暉の部屋を急きゆう襲しゆうすることにした。

　蘇老爺にけしかけられて決心がついた。

　もう気まずいだの怖こわいだのとは言ってられない。

　せめても余暉にありがとうと言って、早く後宮に戻ろう。

　老人との約束は守れないが、そうしなければと思った。

　このままではずるずると、いつまでもこの邸第にい続けてしまう。

　黒曜とした尚紅を立て直すという約束だって、まだちゃんと守れていないのに、だ。

　長い襦じゆ裙くんの裾すそを踏まないように持ち上げて、裸足はだしのまま足音を忍しのばせる。

　音がするのを恐おそれて、鬘かつらも房ぼうに置いてきた。

　少し伸のびた髪かみが、首に触ふれて少し痒かゆい。

　月は満月に少し欠けた待まち宵よい月づき。

　その明るさのお陰かげで、明かりがなくとも安心して廊下を進むことができた。

　普ふ通つう、主人の部屋は風水の関係で北西に作る。

　北にある母おも屋やの西の端はし。そこが私の目的地だ。

　何回かの突とつ撃げきで、どこが使用人の部屋かは分かっている。

　母屋に入ると殊こと更さら慎しん重ちように進み、そして私はようやく主しゆ寝しん室しつへと到とう着ちやくした。

　心臓がばくばくと高鳴って痛いぐらいだ。

　しかし、今日こそはと覚かく悟ごを決めてきた。

　細かな細工の施ほどこされた扉とびらに手をかけ、そっと開く。

　中は真っ暗だ。

　私は息をひそめて、その中に入った。

　無事侵しん入にゆうできて、ほっと息を吐つく。

　しかし後ろ手に扉を締めようとした刹せつ那な、キイとほんのわずかな木き擦ずれの音が響ひびいた。

「誰だれだ」

　次の瞬しゆん間かんにはもう、体を拘こう束そくされていた。

　一体何が起こったのか、すぐには理解できなかった。

　分かるのは、私の首に回った腕うでが、今にも首の骨をへし折ろうとしていることぐらいだ。

「や、やめて余暉」

　すかすかと声にならない声で、私はどうにかそう言った。

「小鈴……？」

　耳元で訝いぶかしげな声がして、きゅっと絞しめられていた首が解放される。

　すうはあと慌てて息を吸った。

　一瞬の命の危機だったが、本当に一瞬過ぎて何が起きたのかまだよく分からないぐらいだ。

　そんな私を気き遣づかうように、余暉が背中を撫でてくれる。

「大だい丈じよう夫ぶか？　その、すまない」

　悪いのは忍び込んだ私の方なのに、余暉は申し訳なさそうにそう呟つぶやいた。

「凶手ころしやかと思った。俺は恨うらみを買いやすいから」

　そう言って、彼が切なく笑う気配がした。

　そんなことでどうしようもなく、胸が締め付けられる。

「余暉……」

「それで、何しに来た？　眠ねむれないのか？」

　まるで幼い子供に言うように、余暉の声は甘い。

　それは彼が私に、幼くして死んだ妹を見ているせいだ。

「お礼を言いに来た」

「お礼？」

「うん。お世話になったから」

「……行くのか」

　余暉の言葉は平へい坦たんだった。

「いつまでも、お仕事さぼるできないから」

「そうか」

「綺き麗れいな襦裙、着せるくれてありがと。歩ほ揺ようも冠かんむりも、素す敵てき。私には、似合わなかったかもしれないけど」

「そんなことはない。よく似合っていたよ。想像した通りだった」

　余暉の声に甘さが戻る。

　私ではなく妹に言っているのだと思っても、思わず赤面してしまいそうな声だ。

「ご飯もおいしかった。珍めずらしい物、お腹なかいっぱい食べた」

　言っている内になんとなく、自分が本当に余暉の妹であるような錯さつ覚かくに陥おちいった。

　想像することしかできないけれど、きっと明鈴も優やさしい兄にいっぱいお礼が言いたかったに違ちがいない。

　彼女はもうお礼を言うことができないから、その分も言ってあげたいと思った。

「お前には、迷めい惑わくだっただろう？　俺は鈴音を明鈴の身代わりにしたんだ」

　余暉が私を鈴音と呼ぶのは珍しい。

　一瞬驚おどろいてしまって、二の句が継つげなかった。

「妹も母も亡なくして、もう後付けの人生なのだと思った。親不孝だと思うから、自ら死なずにいただけだ。何も感じず何も思わず、流れ流れてたどり着いたのが北梨だった。あそこには素す性じようの知れない人間が山ほどいて、誰も過去を詮せん索さくなんてしない。だから居い心地ごこちがよかったんだ」

　余暉の独白を、私は黙だまって聞いていた。

「何年も時が過ぎて、翠月なんて名前ほとんど忘れかけていた。お前に出会ったのはそんな時だ。道みち端ばたに落ちていた、奇き妙みような格好の子供。一目で似ていると思った。母に───妹の明鈴に」

　そう言われた時、どくどくと脈が速くなった。

　余暉の目はどこか遠くを見ている。

　目の前の私ではなく、どこか遠いところを。

「じゃあ、女だって気付いて……た？」

　ようやく出た声は少しかすれていた。

　余暉がゆっくりと頷うなずく。

「出会った時から、男だなんて思わなかったよ。でも女だと言ったら、北梨では妓ぎ女じよになるしかない。だから誤ご魔ま化かしたんだ。お前は言葉も喋しやべれなかったし」

　最初から、余暉は勘かん違ちがいなどしてなかったのだ。

　性別を隠かくし通せていると思っていた自分は何だったのかと、少し恥はずかしくなった。

　それでも、少なくとも養母は騙だまされていたはずだ。

　でなければ今いま頃ごろ、花酔楼で客を取らされている。

「前にも言ったが、明鈴のことも小鈴と呼んでいた。同じ鈴の付く名前で驚おどろいたよ。あいつが生きてたら、ちょうどお前ぐらいの齢としだ。まるであいつが生き返ったみたいだと思った。お前にしてみたら迷惑な話だよな」

　自じ嘲ちようする余暉を、私はぎゅっと抱だきしめた。

　その感かん触しよくから、彼が驚いているのが分かった。

「迷惑なんて、ない！　私嬉うれしかったアルよ。知らない国、知らない場所で、言葉も話せなくて怖い思た。余暉いなかったら、野垂れ死ぬしてたよっ。身代わりでもなんでも、余暉優しいの本物！　迷惑だなんて思うしない！」

（ああ、また言葉が変になってるや）

　叫さけびながら、どこかで他人ひと事ごとのように思った。

　春麗の徹てつ底てい指導で矯きよう正せいされたはずが、気分が高ぶるとすぐに悪い癖くせが出る。

　言葉を覚えた頃ころ傍にいてくれた、余暉と話しているのも原因の一つかもしれない。

「鈴音……」

「小鈴、呼んで。余暉が嫌いや思うしないなら」

「っ、小鈴」

「私余暉のこと、この国の哥哥おにいさん思うよ。いつか明鈴のお墓行って、哥哥借りてごめんなさい言う。だからそんな、昔のことみたい言わないで！」

　気付けば、涙なみだが零こぼれていた。

　涙と鼻水で汚よごれた顔を、余暉の胸むな板いたに押し付ける。

　さらさらとした感触は、きっと絹だろうに。

　頭の片かた隅すみで申し訳ないなあと思った。

　けれど、身代わりでもなんでも、突とつ然ぜん放ほうりこまれたこの国で余暉は確かに私の兄だった。

　右も左も分からなくて、言葉すら通じず困っていたところに、唯ゆい一いつ手を差し伸のべてくれた人だ。

　心の中では何度も、明鈴にごめんなさいと謝っていた。

　後宮に戻もどれば二度と会えなくても、それでも私は余暉を家族だと思い続けるだろう。

　そう分かっていたから。
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　翌日は一日、余暉と一いつ緒しよに過ごした。
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　離はなれていた間の色々な話をして、感じていたわだかまりがほどけていくのを感じた。

　まるで時が戻ったようだ。

　花酔楼にいた頃ころのように、私たちは何でもない話で笑いあった。

　何を勘違いしたのか、お世話係のお姉さんたちの態度も元通り。

　朝からにこやかに豪ごう華かな襦じゆ裙くんを着せてくれた。

　別にいいと言ったのだけれど、旦だん那な様の命令だからと譲ゆずらない。

　今日は特別に旦那様が選んだ衣装なんですよと、そう言われればこちらだって悪い気はしなかった。

　楽しい一日だったけれど、唯一問題だったのはずっと余暉と一緒にいたせいで子美に会いに行けなかったことだ。

　黒曜には心配をかけてしまったかもしれない。

　子美は怒おこっていることだろう。

（次に会ったら、謝ろう）

　そう思いつつ、夜になった。

　明日あしたになったら、この邸第やしきを出る。

　私はそう心に決めていた。

　このままではずるずると、ここに居残ってしまいそうだからだ。

　問題は、どのタイミングで余暉にそれを言うかだった。

　後宮に戻ることは伝えてあるにしても、それがいつなのかまではまだ知らせていない。

　余暉はがっかりするだろうか。

　これ以上余暉に寂さびしい思いをさせたくなくて、どうしてもその話をするのが躊躇ためらわれた。

　私がいなくなったら余暉が寂しがるだなんて、思い上がりかもしれない。

　それでも、夜中に訪おとずれた客を凶手ころしやと勘違いする彼を、一人残していくのは心が痛むのだった。

　昨日が待まち宵よい月づきだったので、今夜は満月だ。

　黄色くまん丸の月が空に浮ういている。

　それを見て、私は黒邸で見た月を思い出した。

　あの夜の月は弦げん月げつだったはずだ。

　だとしたら、もうあれから一週間は過ぎている。

　のんびりとはしていられない。

「余暉」

　四阿あずまやから中庭を眺ながめながら、私は話を切り出した。

「明日……戻る。後宮に」

「そうか……」

　余暉が口にしたのはそれだけだった。

　どんな顔をしているのだろうと思ったけれど、その表情は影かげになってよく見えない。

　私も釣つられるように黙だまり込んだ。

　また会いに来るなんて、無責任なことは言えない。

　今回のことはあくまで特例で、一度後宮に入ったら何年も外に出られないのが普ふ通つうだからだ。

　それに私は、黒曜の築く国を傍そばで見守ろうと、そう心に決めていた。

　だから彼に追い出されない限り、自分から後宮を出るつもりもない。

　余暉が心配で傍にいてあげたいという気持ちと、自分が黒曜の傍にずっといたいという気持ちは、私にとってはどちらも大切で、だけどけっして両立できるものではない。

　二つ同時に選べないのなら、どちらか、より大切な方を選せん択たくするしかないじゃないか。

「少し、冷えるな」

　ぽつりと余暉が呟つぶやいた。

　言われてみれば、昼間よりも吹ふく風が冷たくなっている。

「何か羽織るものと、お茶を持ってこさせよう。少し待っていてくれ」

　そう言って、余暉は四阿を後にした。

　本当は声を掛かければどこかに使用人がいるはずで、余暉自らが席を立つ必要などないはずだ。

　それでもわざわざ席を外したのは、一人になりたいからだろうか。

　私はぼんやりと月を見つめていた。

　そうして───しばらく経たってからだ。

　庭院に、カサリと庭木の揺ゆれる音がした。

　はじめは気にしなかったが、それが近づいてきていると気付いた時はぞっとした。

　そんなゆっくりと忍しのび寄る風があるはずがない。

　慌あわてて立ち上がるのと、がしりと二の腕うでを摑つかまれたのは同時だった。

　恐きよう怖ふに叫さけぼうとして、口を大きな手のひらでふさがれる。

　体ががたがたと震ふるえた。

（怖こわい……っ）

　背中に感じるがっしりとした体格や、大きな手は明らかに男のものだ。

　自分一人の力ではどうやったって振ふりほどけそうにない。

　すぐに余暉が戻ってくると、必死に自分に言い聞かせる。

　鼓こ膜まくにはどくどくと自分の心音がうるさいほどで、体からはどっと冷や汗あせが噴ふき出した。

「おいっ」

　侵しん入にゆう者の声には焦あせりがあった。

「無事か？　何もされてないか？」

　低く押し殺した声が、なぜか私を心配している。

　何を言っているんだろうと思ったところで、その声に聞き覚えがあることに気が付いた。

　私が落ち着いたことに気付いたのだろう。男が口に当てた手を外した。

　恐おそる恐る振り向くと、やはりそこに立っていたのは予想通りの相手だった。

　私は再び驚おどろきで、思わず叫びそうになった。

「なっ!?」

　そしてもう一度、口を手のひらでふさがれる。

「静かにしろ。忍び込んだ意味がなくなる」

「だっ……なんでこんなところにいる？　黒曜」

　顔を突つき合わせ、私はその名前を呼んだ。

　その人は確かに、私の知るこの国の皇こう帝ていだった。
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「無事だったか……鈴音」

　黒曜は私の疑問には答えず、ただ安あん堵どのため息を漏もらした。

「約束の場所に現れないと聞いて、肝きもが冷えたぞ」

　黒曜が、何のことを言っているのかすぐにピンときた。

　子美だ。

　今日出で迎むかえることのできなかった彼女が、その旨むねを黒曜に報告したのだろう。

　心配させるかもしれないとは思ったが、まさか本人が、しかも一人で乗り込んでくるとは思わなかった。

　あたりを確かく認にんするが、黒曜の他ほかにそれらしい人影はない。

「黒曜、どうしてこんな無む茶ちやを───」

「無茶というなら、お前の方だ。俺がどれだけ心配したと思ってる！」

　私の言葉を遮さえぎり、黒曜は強く私の体を抱だきしめた。

　ゆったりとした服を着ている時には分からないが、がっしりとして鍛きたえられた体だ。

　思わず顔が熱くなる。

　こんな風に抱きしめられたのは、後宮に引き留められた時以来だ。

「黒曜……」

　会えなくて寂しかったとか、本当は華妃ひが好きなんでしょうとか、後宮にいる間感じていたわだかまりが吹き飛んだ。

　おずおずと抱きしめ返すと、背中に添そえられた黒曜の腕に力が籠こもった。

「とにかく今は、後宮へ帰ろう。華家の当主は危険だ」

「え？」

　一いつ瞬しゆん、黒曜が何を言っているのか分からなかった。

　しかし問い返そうとする前に、私たちの会話は第三者によって遮られてしまう。

「我が妹に対する無礼は、そこまでにしてもらおうか」

　庭院に響ひびき渡わたったのは、怒いかりを押し殺した余暉の声だ。

「余暉！」

　彼の存在を思い出し、恥はずかしくなって黒曜を突き放そうとする。

　しかし力で勝てるはずもなく、体は相変わらず黒曜の腕の中だ。

「鈴音は我が妃きさきだ。返して貰もらう」

「賊ぞくが何を世よ迷まい事を」

　余暉の手元に、突とつ如じよ白い刀身が現れた。

　鋭するどい切っ先に身が竦すくむ。

　あの優やさしい余暉が、剣けんを抜ぬいたのだ。

「やめて！　この人は賊なんかじゃ！」

「小鈴、待っていろ。今助けてやる」

「余暉、私の話聞くして！　剣持ち出すしないで！」

　黒曜を庇かばおうと手を広げるが、逆に背中に追いやられてしまった。

（どうして？　だって余暉は一度、城で黒曜に会ったことがあるはずなのに！）

　私の焦りを他所よそに、黒曜もまた剣を抜いた。

「黒曜！」

（どうしよう、どうしたらいい？）

　頭はパニック状態だ。

　このままでは余暉は皇帝に剣を向けた大罪人になってしまうし、黒曜は黒曜で困ったことになるに違ちがいない。なんせお忍びでここに来ているのだから。

　なかなか後宮に帰れずにいた自分のせいだと思うと、激しい後こう悔かいが押し寄せてきた。

　しかし今は思い悩なやんでいる暇ひまはない。

（早く誤解を解かないと）

　黒曜の背中に取りすがり、私は叫んだ。

「黒曜、余暉───翠月いい人、危険ことない！」

　言いながら、なんて説得力のない言葉だろうと思う。

　お互たがいに剣を抜きあっていれば、いい人もなにも関係ないだろう。

「余暉！　先に剣収めるして！　この人はこの国の皇帝よっ」

　力の限り叫んだが、余暉は剣を収めたりしなかった。

　優しい口調で、彼は言う。




「小鈴。お前は混乱しているんだ。この男は邸第やしきに忍び込んだ曲くせ者もので、それ以上でもそれ以下でもないさ」

　その落ち着きぶりが、逆に恐ろしかった。

　ざっと背中が粟あわ立だつ。

　私は直感的に、悟さとってしまった。

　余暉は恐らく───黒曜を皇帝と知った上で剣を向けているに違いない。

　よく考えてみれば、国によって家族を殺された余暉にとって、黒曜は直接ではないとはいえ仇かたきの親玉のような相手だ。

　憎にくくないはずがないだろう。

「惨みじめに首を切り離はなして、広間にでも晒さらしてやろうか。我が祖父や父のようにっ」

　次の瞬間、私は黒曜に突き放されていた。

　余暉が斬きりかかってきたのだ。

　背中から倒たおれ込んだ私は、慌てて上半身を起こした。

「いっ！」

　立ち上がろうとしたが、挫くじいたのか足首が痛む。

　そしてその間にも、余暉と黒曜は数度斬り結んでいた。

　明かりのない夜のことだ。

　月明かりだけでは二人の動きを、完全に追うことはできない。
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　ただ時折月光を反射する二本の細長い光が、血に染まっていないかはらはらと見守る。

　二人の実力は肉にく薄はくしているのか、しばらくはそんなやり取りが続いた。

　しかし段々と、素人しろうと目めにも余暉の方が押されていると分かるようになった。

　じりじりと黒曜が押している。

　それに焦あせったのか、剣を振ふり上げた余暉の胴どうががら空きになった。

　黒曜が低く踏ふみ込む。

「やめて───！」

　気付けば、私は咄とつ嗟さに黒曜の胴に縋すがり付いていた。

　踏みとどまった黒曜が、咄嗟に振り下ろされる余暉の剣けん戟げきを受け止める。

「邪じや魔まをするな小鈴！」

「鈴音、この男を庇うのか？」

　二人からそれぞれに責められたが、私は後悔してはいなかった。

　折せつ角かく綺き麗れいな襦じゆ裙くんを着ていたのに、引きずったせいで裾すそが台無しだ。

　なぜか、それがひどく悲しかった。

　足首を庇いながらよたよたと立ち上がると、咄嗟に黒曜がそれを助けてくれる。

「邪魔、するよ」

　睨にらみつけると、余暉は振り上げたままだった刀をそっと下ろした。

　シャランと、私は釵かんざしの一本を引き抜いた。

　梅樹の花を象かたどった、小さくて可愛かわいらしいものだ。

　随ずい分ぶん古いもののようで、細かい傷が沢たく山さんついている。

　私はその尖とがった切っ先を、二人に見えるように自らの首筋に向けた。

「何を……」

　余暉が呻うめく。

「二人やめる、しないなら私ここで死ぬ！」

　自分でも、自分が何を言っているのか分からないぐらいだった。

　それぐらい頭に血が上っていた。

　とにかく二人を止めなくちゃという気持ちで、気付けばそう叫さけんでいたのだ。

　言った後で、頭からぶわっと汗あせが噴ふき出た。

　先せん端たん恐きよう怖ふ症しようじゃなくても、鋭いものが首筋に当たっている状じよう況きようは本能的な恐きよう怖ふだ。

　けれど後には引けなかった。

　このまま続けてもしどちらかが傷ついたら、私は死ぬほど後悔するに違いないのだ。

　だったら今ここで、自分の命を危険に晒した方が幾いくらかましだと思った。

　どれくらいの時が経たったのだろう。

　すぐだったのかもしれないが、気が遠くなるような時間だった。

　カランという音がして、見ると黒曜が剣けんを捨てたところだった。

　月明かりの中で、彼は苦笑いを浮うかべていた。

「敵かなわないな、お前には」

　後で存分に謝ろうと思いつつ、私は余暉に向き直った。

　彼は悲しげに顔をしかめていた。

　その視線は、首筋に当てた釵をじっと見つめている。

　余暉は何か言おうとして、けれどそれが言葉にならず、嗚お咽えつのような声を漏もらした。

　そしてしばらくして剣を捨てると、ほぼ同時にその場に崩くずれ落ちた。

「余暉！」

　どこかに怪け我がを負ったのかと、慌あわてて駆かけ寄る。

「大だい丈じよう夫ぶだ。剣は当たっていない」

　黒曜の言う通り、余暉の体からは一いつ滴てきたりとも血は流れていなかった。

　しかし彼は苦しげに歯を食いしばり、握にぎった拳こぶしで地を叩たたく。

「仇かたき討うちなんて、くだらないことはやめろと言うのか。小鈴……」

　私の名を呼びながら、余暉の目は私を見てはいなかった。

　彼はまるで壊こわれ物に触ふれるかのように、そっと私の手にしていた釵に触れた。

　驚おどろきながらそれを手て渡わたすと、余暉は釵の飾かざりを頰ほおに当てて涙なみだを零こぼした。

「俺は……俺はこれからどうすれば……」

　余暉の苦し気な呻きを、聞いているのは辛つらかった。

　私は余暉の大きな手に、そっと自分のそれを重ねた。

「生きて」

　口から出た言葉は、なぜか自分の言葉ではないような気がした。

　なぜなら直前まで私は、余暉に掛かける言葉を見つけられずにいたからだ。

　けれど口に出してから、それが私の本当の願いだなと気が付いた。

　もし会えなくなってもなんでも、余暉にはただ生きていてほしい。

　それは彼にとって酷こくな願いなのかもしれないけれど、それでも。

　生きてさえいれば、心震ふるえる喜びにいつか出会えるはずだから。
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　夜が明ける前に、黒曜は静かに華邸ていを去っていった。

　ちゃんと帰って来いよだなんて、そんな言葉を残して。

　後から冷静に考えてみると、「我が妃きさき」だとか結構恥はずかしいことを言われた気がする。

　今は気にしている余よ裕ゆうはないけれど、後で一人になったらきっと恥ずかしさでのたうち回るに違ちがいない（私が）。

　朝までの短い時間を、私は余暉と寄り添そいあって過ごした。

　ちっともどきどきなんてしない、ただただ静かな時間だ。

　余暉といると、日本にいる実の姉よりも安らげるのが不思議に思う。

　自分で思っている以上に、私はこの世界に馴な染じんできているのかもしれない。
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　当たり前のことだが、夜が明けると朝になった。

　余暉と別れ別れになる朝だ。

　寂さびしいけれど、なんだか妙みようにすっきりした気分だった。

　手伝いを断って、最初この邸第やしきに来た時に着ていた服を着る。

　花琳に借りた服も十分に上質だけれど、それでも余計な飾り気がない分しっくりときた。

　是ぜ非ひにと勧すすめられて、簡単な朝食もいただいた。

　とろみのある羹スープはほっとする味だ。

　餡あんのない饅頭むしぱんに、少しの果物を食べるともうお腹なかいっぱいになった。

「どうしても、行くんだな」

　余暉の目元は、少し赤く腫はれていた。

　昨日泣いたせいだろう。

　夜中濡ぬれた布を当てたけれど、やはり少し赤くなってしまった。

　普ふ段だん女と間違われることもある彼は、そうしていると頰ほお紅べにを差したようで妙に色っぽく見える。

「行くよ。待っていてくれる人、いるから」

　そう言うと、余暉は苦く笑った。

「俺も、ずっとお前を待っていたんだがな」

「そっ、それは本当にその……ごめん」

　謝ると、柔やわらかく頭を撫なでられた。

「いいんだ。困らせて悪かった」

　頭の上に置かれた手が重かったので、その時余暉がどんな表情を浮かべていたのかは分からなかった。

「それじゃあ、行くね」

　あんまり長引くと別れが辛つらくなるから、挨あい拶さつはほどほどに収めることにする。

　道案内は断った。

　人に尋たずねればどうにか帰れるだろうと思っていたが、坊ぼうの外には心得たように子美が待っていてくれた。

　坊の門まで見送ってくれた余暉に別れを告げ、私は外へ踏ふみ出す。

　なんとなく余暉がずっと見送ってくれているのが分かったけれど、私は振ふり返らなかった。

「いいの？　あの若わか旦だん那な、ずっと見てるけど」

　子美が心配そうに言う。

　私はいいのだと首を振った。

　顔を覗のぞき込んできた子美が黙だまり込んだので、泣いてしまったことは気付かれていただろう。

　けれど子美は何も言わず、ただ私に寄り添ってくれていた。
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　後宮に戻もどる前に、黒邸に寄った。

　花琳は私が戻ったことを泣いて喜んでくれ、どれだけ心配をかけたのかと申し訳なくなった。

「鈴音様が無事お戻りになって、本当に本当によかったです！」

　洟はなを啜すすりながら私の服の裾すそを離はなさない花琳は、なんというか可愛かわいかった。

　黒深潭はいつもこんな気持ちを味わっているのだろうか。

　なんだか開けてはいけない扉とびらを開けそうだった。

　私に対しては手厳しい子美も、花琳の前では借りてきた猫ねこのように大人しくしていた。

（そうだよな～、花琳って実は超ちようセレブな奥様だもんな～）

　今いま更さらながらに、そんなことを思ったりする。

　一晩泊とまっていけばいいという花琳の誘さそいを何とか固辞し、私はその日の内に後宮へと戻った。

　すると今度は外がい廷ていと後宮を分かつ両りよう儀ぎ殿でんに、誰だれから聞いたのか春麗が待ち構えていた。

　彼女はいつも通りの無表情だったが、私を見た瞬しゆん間かんにその目がピカッと光った気がした。

　あくまでそんな気がしただけだけれど。

「随ずい分ぶんと遅おそいお帰りですこと」

　その一言で、春麗が今まで見たこともないほど怒おこっていることはすぐに察しがついた。

　なんせ、彼女はわざわざにこりとほほ笑えんだのだ。

　こんなに恐い笑顔を見たのは、人生で初めてかもしれない。

　もう再会した瞬間から、私は春麗に謝り倒たおした。

「申し訳ありませんでした！」

　その様はまさに入りたての新人。

　致ち命めい的てきなミスを犯おかした女によ官かんにも負けない謝りっぷりだ。

「鈴音様。わたくしがなんで怒っているかお分かりですか？」

　ゆっくりと首を傾かしげる春麗の動きは、優美そのものである。顔だってにこやかだ。なのに地じ獄ごくで閻えん魔ま様に会ったような恐こわさがある。

（何があっても、今後この人には逆らうまい）

　私はそう心に決めた。

「滞たい在ざいのご予定が延びたことや、久しぶりの王都を楽しんでこられただけなら怒ったりはいたしません。わたくしは鈴音様に仕える身。おこがましいことです」

「はひっ」

「ですが、お戻りが遅くなるというご連れん絡らく一ついただけなかったのは、大変悲しく思います。わたくしは鈴音様のお帰りを、一日千秋の思いでお待ち申し上げておりましたのですよ。それを陛下にも無断で予定を延期なさるとは、言語道断です」

「はい～」

　どうやら春麗は私の滞在が延びた理由を調べるため、どんな伝つ手てを用いてか黒曜にまで確かく認にんを入れたらしい。

　恐おそるべきは春麗。

　実は後宮の主あるじは皇太后ではなく、春麗だったのではないかという気さえしてきた。

　私は徹てつ頭とう徹てつ尾び腰こしを低くして、春麗の怒いかりが収まるのを待った。

　その態度が功を奏したのか、腕うで組ぐみをして立ちはだかっていた春麗がはあとため息をつく。

「今後このようなことがないよう、肝きもに銘めいじてくださいませ」

「はいっ」

　私はここ一番のいい返事をした。

　よかった。これでどうにか後宮の中に入れそうだ。

「それはそうと───」

　しかし、そう簡単にはいかなかった。

　春麗が、私から外さずにいた視線をちらりと後ろにやる。

　何を見たのか察した私は、はははと乾かわいた笑いを零こぼした。

「後ろに尾ついてきているそれは、一体どうなさったのですか？」

　まるで私が野の良ら猫ねこでも拾ってきたみたいに、春麗は眉まゆをひそめた。

　後ろを振り返ると居い心地ごこちの悪そうな子美が、今度は自分が叱しかられる番かと首を竦すくめて立っていた。

「どうしたもこうしたも、もう一回後宮に戻れって命じられたんだよ。偉えらそうな貴族の男に」

　とりあえず尚紅に戻ると、自らも不服そうに子美は言った。

　その偉そうな男が皇こう帝てい黄龍宝であると、彼女はまだ知らされていないらしい。

　私も、黒邸でこのことを聞いて驚おどろいた。

　しかし同時に、いいことだとも思った。

　彼女が後宮に戻れば、以前言い争っていた父親とも仲直りできるかもしれないからだ。

　不満そうにしながら大人しくついてきたのも、きっとそれが理由に違ちがいない。

「それで厚かましくも、鈴音様のお世話になろうと？　ご自分が鈴音様に何をなさったのか、もうお忘れなのですか？」

　なんと、春麗は子美のことを覚えていた。

　化け粧しようをしていないとかなり雰ふん囲い気きが違うのに、だ。

　私は焦あせった。

　どうせ気付かれないだろうと思っていたのだ。

　その見込みは甘かったらしい。

　怒れる春麗は、まだ終わってはいなかった。

「春麗落ち着いて。私気にしない」

「気にするしないの問題ではありません。これは鈴音様の面子メンツの問題です！」

（面子？）

　それなら尚なお更さら問題はないような気がした。

　私の面子なんて最初からあってないようなものだからだ。

「子美手伝ってくれれば、私も助かる。だから怒らないで」

「ちょっ、誰も手伝うなんて！」

「手伝ってくれないですか？　子美がいれば私助かります」

　素す直なおにそうお願いすれば、彼女は顔を真っ赤にして黙り込んだ。

　城下に下りる前ならこんな申し出をするなんて夢にも思わなかっただろうが、今は彼女が少し素直じゃないだけの、家族思いな女性なのだと知っている。

「三人で、仲良く尚紅盛り立てましょう！」

　勢いで、右みぎ腕うでには春麗を、左腕に子美の肩かたを抱かかえ込んだ。

「鈴音様！」

「ちょっ、お前放してよ！」

　驚きながらも本気で逃にげようとはしない二人に、私はにっこりと笑いかけた。

　目標を達成する味方が二人もいると思うと、こんなにも心強いのはなぜだろう。

　遥はるかに遠い尚紅を立て直すという目標に、また一歩近づけた気がした。
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　鈴音を見送った翠月の許もとに、午後になって意外な来客があった。

　見た目は官かん吏りの若い男だ。

　腰に下げた佩はい玉ぎよくは上七品。吏部が任じる認証官としては、良くも悪くもないといったところか。

　しかし翠月は、この男の正体を知っている。

　榮の国においては身分制度の頂点。

　品とつけるのも馬ば鹿か馬鹿しいような天子その人である。

「二日続けて忍しのび歩きとは、感心しませんな」

　鈴音の兄という仮面を捨てた翠月は、相手に冷たい一いち瞥べつを向けた。

　まさかこうも真正面から、相手の来訪を受けるとは思っていなかったのだ。

　せいぜい警けい戒かいして神経をすり減らせばいいと思っていた相手だけに、自分の想定外の行動をされるのは屈くつ辱じよくだった。

　厳重に人ひと払ばらいを命じた主の書しよ斎さいで、二人は向かい合っている。

　ほんの数刻前には剣けんを交かわした相手だ。

　一体何を考えているんだと、翠月は龍宝を睨にらみつけた。

「そう警戒するな。貴君が鈴音の兄だというのなら、私にとっては義理の兄だ」

　何気ない物言いに、翠月は思わず身を乗り出しそうになった。

　今すぐこの男を斬きりつけてしまいたい。

　そうできたらどれほど楽だろうか。

　しかしそんなことをすれば、全すべての努力は水の泡あわだ。

「そんな冗じよう談だんを言いに、臣の家までわざわざ？」

　翠月の問いかけに、龍宝は口こう端たんを上げた。

「〝臣〟だなどと、本来は口にするのも嫌いやだろうに」

　龍宝を見る目が、鋭するどさを増す。

　臣というのは、主に官吏が皇帝に対して使う一いち人にん称しようだ。

　自分は二心なく仕える忠実な臣下であると、皇帝に対して謙へりくだるために用いる。

「……瑞英は全て話してくれたよ」

　龍宝の何気ない呟つぶやきに、翠月は目を見開いた。

「皇帝の善し悪あしを見み極きわめ、昏こん君くんならば弑しいするよう命じられていたと」

　事実ならば、大変な事態だ。

　なんせ名家華家の主は、弑逆を企くわだてたということになるのだから。

　翠月は瑞英を思った。

　賢かしこく忠義に溢あふれた女性で、容易たやすく裏切るとは考えづらい。

「華妃ひは無事か？」

　翠月の問いに、龍宝は表情を和やわらげた。

「心配しなくても、傷一つつけていない。今の話も、知っているのは俺だけだ。誰だれにも話してはいない」

　男の言葉に、翠月は眉をひそめた。

　天子の殺害を企てるのは大変な罪だ。

　本来なら大逆者として、子細にかかわらず九族皆みな殺ごろしの刑けいである。

　勿もち論ろん翠月の近親者は既すでに死に絶えているし、その刑に値あたいするのは現段階だと実行犯の瑞英のみということになるが。




　臘ろう日じつの後、鈴音からの手紙を受け取った翠月───余暉は、なんとか彼女を取り戻もどさんと過去に捨てた華家の名みよう跡せきを継つぐことにした。

　家名が、権力がなければ何も思い通りにはならないと、嫌というほど思い知っていたせいだ。

　運良く過去に面識のあった蘇全忠は健在で、祖母に似た容姿と過去の記き憶おくで翠月だと認めてもらうことができた。

　そして彼から聞かされたのは、思ってもみなかった真実だ。

　祖父と父の罪が完全なる冤えん罪ざいで、皇太后の都合によって処されたものであること。

　臘日の宴うたげで遠目とはいえ皇太后と対面していた彼は、深い後こう悔かいを味わった。

　今更弔とむらい合戦などするつもりもなかったが、すぐ目の前に仇かたきがいたのだと言われれば、冷静ではいられない。

　しかもその忌いまわしい女は、皇帝を殺そうとした罪で既に離り宮きゆう送りになっている。

　稀き代たいの悪女を逃のがさないよう、離宮の警備は水も漏もらさぬ厳しさだという。

　もうあの女を、この手で殺すことはできないのだ。

　そう思った時、なぜか翠月の胸に、今まで忘れていた復ふく讐しゆう心が蘇よみがえってきた。

　祖父と父を無残に殺された恨うらみ。王都を追われ、惨みじめに死に絶えた母と妹の無念。

　ぶつける相手のない感情が醜みにくく燃え上がり、内側から翠月を食い破らんばかりだった。

　可愛かわいがっていた鈴音が自分よりも後宮を選んだという失望もまた、彼を自じ暴ぼう自じ棄きにさせた。

　そして翠月は、自らの命を懸かけた賭かけをすることにしたのだ。

　それは、翠月に罪悪感を持つ全忠の孫まご娘むすめを使って、己おのれの命と皇こう帝ていの命を天てん秤びんにかけるというものだった。

　瑞英の判断一つで、皇帝諸もろ共とも死ぬか、それともどちらも生き残るかの危険な賭け。

　実行の日時も方法も、全ては瑞英に委ゆだねた。

　翠月はいつ訪おとずれるかも分からない瞬しゆん間かんを、静かに待っていたのだ。

　おかしな話だが、この賭けに興じている間、翠月は自分が生きていると実感することができた。

　妹が死んで以来死んでいたと思っていた心が、沸わき立つように感じたのだ。

〝余暉〟という亡ぼう霊れいが消え、華家の〝翠月〟が蘇った気がした。

　そしてその賭けは、皇帝が生き翠月のみが死ぬという、想定していなかった第三の結果を迎むかえた。

　───これも俺の運命か。

　翠月は静かに、その運命を受け入れることにした。

　鈴音の去った王都に、もう未練はない。

　敵かたき討うちも果たせず賭けにも負けたのなら、潔いさぎよく死のう。

　そう思った。




「願いがある」

　突とつ如じよそう言った翠月に、龍宝は不思議そうな顔をした。

「なんだ？」

「瑞英の罪を減じてはもらえないだろうか？　あの女は己の忠義に従っただけだ」

　翠月は瑞英を覚えていなかったが、瑞英の方は幼い頃ころに一度見ただけの本家の息子むすこを覚えていた。

　祖父から過去の悔かい恨こんを言い聞かされて育った彼女は、翠月の無む謀ぼうな賭けにただ従ってくれただけなのだ。

「あの娘も同じことを言っていたぞ」

　龍宝はつまらなそうに言った。

「〝自分はどうなっても構わないから、主あるじをどうか助けてほしい〟と」

「───っ」

「元々、絶対に処しよ罰ばつしないという約束の元に聞き出したことだ。約束は守る」




　殺されかけたというのに、妙みようなことを言う男だ。

　幼い頃から皇帝として生きてきた男を、翠月は改めて見つめた。

　彼にとって命を狙ねらわれることなど、その程度のことなのかもしれない。

　幼い頃から身分を偽いつわって逃にげ続けた翠月と、同じか或あるいはそれ以上に。

「今日俺がここに来たのは、こんな話をするためじゃない」

　これ以外に重大な話なんてあるのかと、翠月は訝いぶかしげな顔をした。

　そんな彼に向かって、龍宝は不敵に笑ってみせた。

「別の方法で、国に復讐してみないか？」

　どうやら翠月の考えていた以上に、この皇帝は昏君バカであったらしい。

　瑞英は彼の一体どこを、信しん頼らいに値すると思ったのだろうか。

　翠月には、それが心底不思議だった。
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　それより数日前の夜のこと。

「行ってしまわれた……」

　皇帝の背中を見送りながら、瑞英は床ゆかに頽くずおれた。

　彼女を助け起こす者はない。

　皇帝が来る前に、彼女が自ら人ひと払ばらいを命じておいたからだ。

　───今夜、結論を出そうと思った。

　華家当主、翠月に命じられた任務の結論を。

　後宮に入って皇帝を暗殺してほしいと命じられた時には、流石さすがの瑞英も驚おどろいた。

　それは皇帝の人となりを見定めて、実行するかどうかは自分で選んでほしいと言われたからだ。

　心情的に、翠月の過去を思えば彼が皇帝を憎にくんでいてもなんらおかしくはない。

　けれどその判断を瑞英に任せたということは、まだ彼自身にも迷いがあったのだろう。

　華家断絶当時実権のなかった皇帝を、恨んでなんになるのか。

　翠月は、きっと何度も自分にそう問いかけたに違ちがいない。

　そんな苦く悩のうを含ふくんだ命令を、瑞英もまた何も言わずに受け入れた。

　彼女は乞こわれるままに華家の養子となり、そして後宮に入った。

　後宮に入った目的は、一つではなかった。

　翠月からの命令は二つ。

　一つは現皇帝黄龍宝を見定めることで、もう一つは後宮にいる翠月の知り合いを、それとなく手助けするというものだ。

　入る前はなんとも思わなかったけれど、その相手の顔を見た瞬しゆん間かん瑞英は驚いた。

　尚紅女によ官かん、鈴音。

　異国から来たという化粧けわい師しは、記憶にある明鈴の顔によく似ていた。

　きっと彼女がそのまま成長したら、こんな風になっていたに違いない。

　鈴音を見ると、瑞英は彼女を羨うらやんだ過去を思い出し、何とも言えない気持ちになった。

　そして報告のやり取りをする手紙の中で、瑞英は翠月が鈴音を妹以上に想おもっていると悟さとった。

　それは胸の痛む推論だったが、女は自分の好きな人の気持ちに敏さといものだ。

　けれど瑞英は、翠月の命令を守り鈴音の手助けをすることを選んだ。

　彼女を敵視する女官を後宮から追い出し、自ら化粧を依い頼らいしたことで尚紅も賑にぎやかさを取り戻もどしたと聞く。

　そんな日々の中でも、瑞英は皇帝の観察を怠おこたらなかった。

　後宮の女官、宦かん官がんから情報を集め、現皇帝が信頼に値あたいする人物か、政権を握にぎるに相応ふさわしい人物かどうかを精査した。

　計算違いは、そっと観察する予定だったその人物が毎日瑞英の房ぼうを訪れたことだろうか。

　期せずして、彼女は皇帝を直接観察する機会を得たのだ。

　そして今日。

　瑞英が出した結論は、敢あえて全すべてを話し翠月の助命を乞うというものだった。

　多た忙ぼうの中毎日通ってくる皇帝に、絆ほだされたと言えばそうなのかもしれない。

　毎日毎日、質問をのらりくらりと躱かわす瑞英を、皇帝は怒おこるでもなく辛しん抱ぼう強く待ち続けた。指一本触ふれることすらせずに。

　目的のために体を明け渡わたすことすら覚かく悟ごしていた瑞英にとって、それは予想外の反応だった。

　彼は冷たいだけの為い政せい者しやではない。

　人の心を捨てず、その上で自分たちをさばいてくれるだろう。

　龍宝の行動に、瑞英はその懐ふところの広さを垣かい間ま見みた気がした。

「あの方ならば、翠月様の凍いてつく氷を溶とかしてくださるかもしれない」

　ぼんやりと呟つぶやく。

　それは、彼女にもできなかったことだ。




　幼い頃に一度、瑞英は翠月を見たことがあった。

　見たとはいっても所しよ詮せんは一方的なもので、分家の子である瑞英は挨あい拶さつすることすらできなかったのだが。

　当時の彼は、才気に溢あふれた若君と評判だった。

　彼の家族はそのことを誇ほこらしげにしていたし、翠月に憧あこがれる少女がそれこそ一族中にいた。

　名門貴族と名高い、華家の若様である。

　分家の分家、遠い親しん戚せきでしかない瑞英からは、あまりにも遠い存在だった。

　当時、瑞英は年が近い明鈴がうらやましくてならなかった。

　遠目にも兄妹きようだいは仲が良く、翠月は明鈴を可愛かわいがっているように見えたからだ。

　自分にもあんな兄がいたら、どんなにいいだろう。

　一人でそんな夢想をしたこともあった。

　しかし、運命とは残ざん酷こくなものだ。

　ある日突とつ然ぜん、華家は国から追われた。

　罪状は反逆を企くわだてた罪とされたが、建国以来の中心である華家がそんなことをするはずがないというのが、祖父の言い分だ。

　しかしどんなに怪あやしかろうと、罪は罪である。

　分家の中でも血けつ縁えんの濃こい者たちは、その討とう伐ばつの手から逃のがれることはできなかった。

　瑞英が無事だったのは、偏ひとえに姓せいが違っていたからだ。

　それでも比ひ較かく的てき血縁の近い祖父は、膝ひざを砕くだかれ二度と杖つえなしでは歩けない体になった。

　翠月に再会したのは、それから二十年近くも経たったある日のことだ。

　華家の生き残りであると祖父を訪ねてきた彼に、最初に対応したのは瑞英だった。

　一目で、彼が翠月であると分かった。

　仮令たとえ粗そ末まつな着物を着ていても、彼の祖母に似た優美な顔立ちは隠かくせるものではない。

　彼を見た瞬間、瑞英は体が震ふるえた。

　とっくに死んでいるだろうと思っていた、かつての憧れの人。

　瑞英にとって彼は、忘れられない片かた恋こいの相手だ。

　後宮入りは、彼のたっての頼たのみだった。

　結けつ婚こんはしていない。

　華家が許されたとはいえ、華家の遠縁である蘇家と縁続きになりたいという家はなかったからだ。

　嫁遅いきおくれの女の行き先としては、後宮は贅ぜい沢たくな就職先だろう。

　それでも翠月は、瑞英に嫌いやならば断ってもいいと言った。

　だからやると決断したのは、彼女自身だ。

　復ふく讐しゆうをするのかしないのか、その判断を任せると言ってもらえた時、瑞英は不思議な充じゆう足そくを感じた。

　罰ばつを受けてもなお、己おのれの力足らずを悔くい続けた祖父のように。瑞英もまた、宗家のために命を捧ささげると決めたのだ。

　そしてその信しん頼らいを、皇こう帝ていへの密告という最悪の形で裏切ってしまった。

　もう二度と、あの人が自分に笑いかけてくれることはないだろう。

　そう思いながら、瑞英は一人涙なみだを零こぼした。

　それでも本当はずっと、───翠月には復讐を忘れて幸せになってほしかったのだ。
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　後宮に戻ってからも、黒曜は忙いそがしいのかなかなか会うことができなかった。

　余よ程ほど忙しいらしく、華妃ひのところにも訪おとずれはないらしい。

　後宮ではそれによって色々な噂うわさが囁ささやかれたが、華妃自身は気落ちした様子はなくむしろすっきりとした顔をしていた。

　周囲の反応なんてものともしないその態度は、気高くてとても素敵だ。

　華妃はなにかと私を気にかけてくれて、化け粧しようをする以外にもたまに一いつ緒しよにお茶をするようになった。

　女性らしく素敵だと思っていた彼女だが、親しく付き合ってみると可か憐れんというよりも随ずい分ぶんと凜り々りしいことに気が付く。

　心なしか言こと葉ば遣づかいや立ち居い振ふる舞まいも、以前より男前になったようだ。

　一緒にいると、そのあまりのかっこよさにどきどきしてしまうことすらある。

　頼まれたわけじゃないけれど、いつか彼女には男役のようなきりりとかっこいい化粧をしてみたいと、ひそかに夢見ていたりする。

　きっと凄すごく似合うに違ちがいない。

　ちなみに尚紅はといえば、戻ってみると講習に訪れる女官が増えていた。

　どうやら尚紅に所属はしていなくても、主あるじに学んでくるよう命じられた女官や自ら化粧を学びたいという女官が集まっているらしい。

　所属は関係なく、化粧を学びたいと集まってくれるなら誰だれでも大だい歓かん迎げいだ。

　私は花琳に書いてもらった参考書を、子美と春麗に頼んで沢たく山さん複写してもらった。

　基き礎そ的な内容しか書かれていないけれど、それでも画えのお陰かげで分かりやすいと好評だ。

　今度花琳に会う機会があったら、また新しいテキストを一緒に作りたいと思う。

　勿もち論ろん私は全力で、墨すみを磨する手伝いをする所存だ。

　読み書きはまだまだ苦手だけれど、花琳の書いたテキストを見本に練習もしている。

　墨を磨る以外の手伝いができるようになる日も、近い───のかもしれない。

　尚紅は順調だけれど、子美と春麗の仲は順調とはいいがたい。

　前に子美が春麗に言った暴言を思えば仕方ないのかもしれないけれど、春麗はとにかく子美に冷たいのだ。

　そして子美の方も、負けずに春麗に突つっかかっていく。

　いつか打ち解けてくれればなあと思いつつ、今は成り行きを見守っている。

　嚙かみ付く子美に春麗は徹てつ底てい的な無視という方法で対応しているので、喧けん嘩かにならないのが唯ゆい一いつの救いかもしれない。

（二人とも私に対しては気き遣づかってくれるし、本当はとても優やさしい人たちなんだけれどなあ）

　そんな慌あわただしくも充じゆう実じつした日々が過ぎて、季節は夏になった。

　季節を反映する妃きさきたちの襦じゆ裙くんの刺し繡しゆうや釵かんざしも、梅樹や碧へき桃とうではなく八はつ仙か花せんや蓮れん花げの意い匠しように変わる。

　庭院にもそれらの花が咲さき誇ほこり、ずっと後宮の中にいても季節の移り変わりは目に鮮あざやかだ。

　襦裙の生き地じが薄うすくなり団扇うちわが手放せなくなってきた頃ころ、私は深潭からの呼び出しを受けた。

　何事だろうかと、外がい廷ていと後宮を隔へだてる両りよう儀ぎ殿でんに向かう。

　そこには後宮の中の人と外の人が面会できる施し設せつがあって、呼び出されたのもそうした房ぼうの一つだった。

　宦かん官がんに案内されて中に入ると、どうやら位の高い妃専用の部屋のようで、驚おどろくほどに内装が豪ごう華かだ。

　けれどそれよりも私を驚かせたのは、部屋で待っていた三人の男たちだった。

　お忍しのびなのか、城の中なのになぜか官かん吏り姿の黒曜と、深潭。

　そしてもう一人は、余暉だった。

　括くくった髪かみを肩かたから垂らし、黒曜と同じように官吏の格好をしている。

「余暉!?」

　思わず叫さけぶと、深潭に静かにするよう叱しかられた。

　こんなの驚いて当たり前なのに、その注意はなんだか理り不ふ尽じんだ。

　恐おそる恐る、私は余暉に近寄った。

　手を伸のばすと、確かに触ふれる。

　夢じゃないのは間違いない。

　二度と会えないかもしれないと思っていた人とのあっけない再会に、私は驚くばかりだった。

　それが顔に出ていたのだろう。余暉は私を見下ろして苦笑いを零した。

「小鈴、口が開いている」

　余暉が人差し指で、ついと私の口を閉じさせる。

　間ま抜ぬけな表情をしていたと気付いて、恥はずかしくなった。

　しかし照れる暇ひまもなく、がくんと体勢が崩くずれる。

　何が起こったのかと驚いて、しばらくしてから黒曜の腕うでの中にいると気が付いた。

　どうやら横から抱だき寄せられたらしい。

　最近の黒曜は、頻ひん繁ぱんに抱き寄せてくるものだから困りものだ。

　私に親しみを感じてのことかもしれないが、私の方はそうはいかない。

　予想もしていなかった接せつ触しよくに、心臓が破けそうになる。

「は……」

　放してと言う言葉が、喉のどに張り付いて出てこなかった。

　どうしようかと思っていたら、助け舟ぶねが予想もしない方向からやってくる。

　大おお股また一歩で距きよ離りを詰つめた余暉が、黒曜の腕をぎゅっと握にぎったのだ。

　余よ程ほど力が籠こもっているのか、大おお袖そでのゆったりした布に皺しわが寄る。

　痛みがあるのか、黒曜が低い呻うめきを漏もらした。

「よ、余暉！」

　焦あせって、思わず叫ぶ。

　皇こう帝ていに危害を加えるなんて、大変なことだ。

　知らないわけじゃないだろうに、余暉は手を緩ゆるめなかった。

「小鈴。遠えん慮りよすることはない。この男が嫌いやなら、はっきりそう言っていいんだぞ？」

　余暉は私に語り掛かけているのに、その剣けん吞のんな視線はしっかりと黒曜に注がれていた。

　口元が少し笑っているところが、より一層恐こわい。

　こういう時、余暉の優しげな容姿は全く逆方向に作用するのだ。

　それは身が竦すくんでしまうほどの迫はく力りよくだった。

「───確かに、今の陛下は私もどうかと思いますが、今はその手をお放しください。華御ぎよ史し大たい夫ふ」

　黒曜が言い返す前に、口を挟はさんだのは深潭だった。

「だそうだが？」

「小鈴。やっぱり考え直せ。この男との未来を選んでも幸せにはなれないぞ」

　余暉が悲しげに言う。

　黒曜への気持ちを見み透すかされたようで、顔が熱くなった。

　私が何も言えないでいると、呆あきれたように黒曜が言った。

「俺はこれでも皇帝なんだが……」

「馬ば鹿か馬鹿しい。公式な場以外対等でいいというのが、雇こ用よう条件のはずだ」

「それはそうだが、俺と鈴音の仲に口出しする権利まで与あたえたつもりは無い」

　私を真ん中にした言い合いは、決着がつきそうにない。

　このままでは心臓が限界なので、黒曜の腕を飛び出し咄とつ嗟さに叫ぶ。

「そ、そんなことより！　御史大夫って、どういうこと？　雇用って何？」

　するとこの場で最も年長の宰さい相しようが、大きなため息とともに答えをくれた。

「ここにいる華翠月殿どのに、陛下は御史大夫を担になうようお命じになった」

「御史、大夫？」

　それは聞きなれない役職だった。

「御史大夫とは、百官の綱こう紀きを正す御史台の長おさ。大変に名めい誉よなお役目だ」

　思わず余暉を振ふり返ると、彼は難しい顔をしていた。

「勘かん違ちがいするなよ。俺は地位や名誉が欲しくて、この話を受けたわけじゃない」

「それでいい。私利私欲を求めないのは、御史として最高の資質だ。そのつもりで、あの愚蠢おろかもの共をどんどん取り締しまってくれ」

　そう言う黒曜は楽しげだ。

　仲はよくないようだけれど、余暉がその仕事をするということで二人は合意しているらしい。

　前に見た時には二人とも剣けんを向けあっていたのにと、話についていけず私は驚く。

　どうやら余暉が命じられたのは、仕事をしなかったり規律を守らなかったりする官吏の取り締まりらしい。

　余暉が危険な目にあったりしないだろうかと、心配になった。

　思わず見上げると心配しているのが伝わったのか、余暉は苦笑いを浮うかべて私の頭に手を置いた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。俺自身がやると決めたんだから」

　鬘かつらだと分かっているからか、以前のように髪をぐしゃぐしゃにはされなかった。

　それが少し残念な気もしたが、余暉がいやいや官吏になったのではないと知ってほっとした。

「もう俺たちのように誤った罪で処しよ罰ばつされる者がないよう、奸かん臣しんや佞ねい臣しんを取り締まれるというのなら願ってもないことだ」

　余暉はどこか清すが々すがしい顔をしていた。

　彼にとってやりがいのある仕事だというのなら、私に反対する理由はない。

　明鈴も、きっとそんな余暉を見守っていてくれるだろう。

　そう思って余暉の手に抗あらがわずにいたら、顰め面つらをした黒曜に手を引かれた。

　反動で転びそうになったところを、黒曜に支えられる。

「お前たち、いくらなんでもちょっと親密すぎるぞ」

「兄妹きようだいなんだ。これぐらい当然だろう？」

「だからといって物には限度が……」

「家族の親しさに限度など聞いたことがない」

　再び、私を挟んでの言い合いが始まる。

　けれどなんだか、顔は怒おこっているのに二人共楽しそうだ。

　ぽんぽんと遠慮のない言い合いは、どんどん私から内容が逸それていって、間に挟まれているのが気づまりになってくる。

（なんか、ダシにされてる気がする）

　これは完全にどきどきのし損だと、私はひどく疲つかれた気持ちになった。

　口論をするのはいいが、やるなら私のいないところでしてほしいと思う。

　その度たびに抱き込まれたりしていたら、こちらの心臓がもたない。

「わ、私戻もどるね。尚紅で待ってる、皆みんなが」

　よろよろと黒曜の腕を外そうとすると、なぜか逆にその手を強く握られてしまった。

　驚おどろいて黒曜を見ると、彼は今度こそ余暉ではなく私を見ていた。

　それも先ほどまでとは打って変わって真しん剣けんな目で。

「待て、鈴音。まだお前に言いたいことがある」

「言いたい、こと……？」

　まだなにか驚くような知らせがあるのかと、緊きん張ちようで息を吞のんだ。

　黒曜の申し出はいつも突とつ然ぜんで、心臓に悪いことが多いからだ。

　最初に後宮に忍しのび込むよう言われた時もそうだし、後宮に残ってほしいと言われた時もそうだった。

　今度は何を言われるのだろうかと恐れおののいていると、黒曜は空いていたもう片方の手を私の顔に当てた。

　親指で頰ほお骨ぼねが固定され、絶対に顔が逸らせなくなる。

「な、なに？」

　堪こらえきれずに尋たずねると、黒曜は小さなため息を零こぼした。

「いい加減、龍宝と呼んでくれ」

「龍、宝？」

「俺の名前だ」

　何かと思えば、ちゃんと名前を呼べと言う。

　そういえば黒曜というのは、皇帝であることを隠かくすための偽ぎ名めいだった。

　なんだそんなことかと、焦って損をした気分だ。

　もっと普ふ通つうに言ってほしいと思いながら、言われた通りその名前を呼ぶ。

「龍宝？」

「うん……」

（うん？）

　龍宝の返事を聞き終わる前に、私の頭が真っ白になった。

　なぜかって？

　それは目の前の人によって、自分の唇くちびるが使えない状態になっていたからだ。

（わー、伏ふせた睫まつ毛げ、長いなあ）

　現実逃とう避ひでそんなことを考えても、現実は変わらなかった。

　龍宝とキスしている。

　やっとそう認にん識しきできたのは、龍宝の唇が私から離はなれてからだ。

　私を見つめる龍宝の目は、黒曜石のように黒々として美しかった。

　これ以上ないほど真剣な表情。

　そんな顔で見つめられたら身動きができない。

「花琳に聞いたぞ。不安にさせてすまなかった。もうそんな思いはさせない」

「───え？」

　何を言っているのだろうかと、疑問に思う暇ひまもなかった。

　次に言われた言葉によって、頭にあった思考は綺き麗れいさっぱり吹ふき飛んでしまったからだ。

「翠月の妹として、正式に俺の妃きさきになってくれ」

「なっ」

　驚きすぎて、何を言っていいか分からない。

　けれど返事をする前に、後ろから鼓こ膜まくが破れるような声がした。

「いい加減にしろよ、貴様！」

　余暉の怒ど号ごうは、きっと両りよう儀ぎ殿でん中に響ひびき渡わたったはずだ。

　深潭はといえば、いつもより更さらに恐こわい顔で頭を抱かかえていた。

　二人の激しい言い争いが始まり、それから逃のがれるように後ずさる。

　もう顔が熱いどころではない。顔が爆ばく発はつしてしまわないのが不思議なくらいだ。

　頭の混乱はなかなか収まらないし、龍宝と余暉の言い争いもしばらくは終わりそうにない。

　私は床ゆかにへたり込んで、茫ぼう然ぜんとしてしまった。

　でもしばらくすると、今度は突とつ然ぜん妙みような陽気さがお腹なかの底から湧わき上がってきた。

「ふっ、あははは」

　わけが分からな過ぎて、もう笑うしかない。

　笑いながら立ち上がると、私は言い争いを続ける男たちに宣言した。

[image: ]

「余暉、大だい丈じよう夫ぶ。私は妃になるしないです！」

　思い切り言い放つと、三対ついのきょとんとした視線が私に集中した。

　深潭までそんな表情を見せるというのは、本当に珍めずらしいことだ。

「私、尚紅のお仕事まだ何もできてない。だから妃無理です！」

　半ばやけくそ気味にそう言い切ると、三人が茫然としている間に房ぼうを出た。




　本当に、この世界に来てからずっと、ジェットコースターに乗ってるみたいだ。

　毎日は目まぐるしくて、嬉うれしいこともあるけど驚いたり悲しんだりすることも多い。

　それでも、もう以前ほど日本に帰りたいとは思わなくなっていた。

　それがいいことなのか悪いことなのかは、分からないけれど。

　でもとりあえずは、私は私なりのやり方で進んでいこう。

　そんな気持ちが、体を突つき動かしていた。

　なぜか妙に清すが々すがしい。

　龍宝の申し出を断った後こう悔かいはなかった。

　妃になったら待っているのは、華はなやかな襦じゆ裙くんを着て毎日着き飾かざって過ごす優ゆう雅がな日々だ。

　でも私はそうなりたくて、後宮に残ったわけじゃない。

　だって私は、まだ尚紅を立て直すという約束を果たせていないのだから。

　それをこんな中ちゆう途と半はん端ぱな状態で、龍宝や余暉に甘えたくはない。

　蟬せみが騒さわがしく鳴き、池には蓮れん花げが咲さいていた。

　世界がやけに美しい。

　そうして私は、意い気き揚よう々ようと春麗や子美の待つ尚紅へ戻もどったのだった。







　あとがき




『皇太后のお化け粧しよう係』、なんと二巻が出せました！

　どんどんぱふぱふ～（古い）。

　いやーそれもこれも一巻を買っていただいた皆みな様さまのお陰かげです。この感謝をどう言葉にすればいいのか。

　とにもかくにも、まずは関係各位に謝辞を。

　いつも細部まで気を配ってくださる編集様。本当にありがとうございます。

　そして一巻に引き続き美び麗れいイラストを描えがいてくださった由ゆ羅らカイリ様。お礼を言うことすらおこがましいような気がして、あわわわとなっております。一巻の表紙を見てはにやける半年間でした。

　その他、校正さん、デザイナーさん、印刷所の皆みなさん。この本の出版にご尽じん力りよくいただきました方々に、本当に感謝感謝です。

　本というのは決して一人では完成しません。いろいろな大人の努力の結けつ晶しようです。

　まあでもそんな堅かた苦くるしいことは抜ぬきで、読者の方々には本文を楽しんでいただければなと思います。

　楽しめる内容に……きっとなっているはず。

　そのあたりは読者の方々に各自、ご判断いただくより他ほかありませんが。

　さて、少々スペースが余っておりますので、誰だれも期待していない近きん況きようをば。

　毎回歯医者のことばかり書いている私ですが、残念ながら今回歯医者ネタはありません。治ち療りよう終わっちゃったけんね～

　一巻で書いたHuluは、つい最近dTVアニメに移行しました。

　ドラマより圧あつ倒とう的にアニメを観みている自分に気が付いたので。

　今のところ快適に楽しく視し聴ちようさせていただいております。

　私が動画サービスを卒業するには、もう少し時間が必要なようです。

　短いですが、今回はあとがき二ページなのでそろそろ畳たたみましょう。

　それでは再び、皆様にお会いすることができますようにと祈いのりつつ。





柏かしわ　てん　拝　　


















カバー・本文イラスト／由羅カイリ

デザイン／AFTERGLOW










皇こう太たい后ごうのお化け粧しよう係がかり




後こう宮きゆうに咲さく偽いつわりの華はな
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